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国立遺伝学研究所年報 第 15号

I. 巻 頭 言

毎年 1回の巻頭言であるが,いつもこれに追われている感じを受ける.今度は従来と変

わったものを書 く.それはわたくしの研究歴である.

わた くLは 1918年に北海道帝国大学農学部(生物学科)を出た.それからことし (1964

午)まで 46年を経ている.その間に学生として,さらに大学助手,助教授,教技を経て,

1955年国立遺伝学研究所に迎えられた.その間に教授の括導を受けて, ひとりで仕事を

したり,のちには多数の学生とともに,次には卒業 した多 くの学究とともに,同一の植物

(コムギ)について共同研究を続けた.三島の遺伝研でも同様である. すなわち所長とい

うよりは,一介の研究者として終始したのである.

昨年 (1963年)に第3回コムギシンポジウムを琵琶湖畔(堅田)で開いた時,わたくしの

一生の間の仕事のうち,多少とも価値あると認められるものをあげて気炎を上げたことが

あった.価値ある仕事を,その時の用語を用いると柔道でいう ｢1本｣に相当するわざで

ある.我田引水であるから,他人からほ ｢わざあり｣か ｢もう少しでわざあり｣程度のも

のかもしれない.この ｢1本｣に相当するわざをわたくしだけでやったとはいえない.多

くは共同研究者とその功績をわかち合うものである.年代)噺こしるすと次のとおりである,

1. スイバの性染色体 1923

高等植物の性染色体は,この年にメランドリウム(WINGEら),エロデア(SANTOS),

スイバ (木原 ･小野)などで同時に発見された.これらに続いて多数の雌雄異株植物で性

染色体が兄いだされた.

2.禾穀類の細胞遺伝学的研究 1924

1919年以降の研究の集大成で細胞遺伝学 のクラシックとも称されている.学位論

文である.この論文には,5倍コムギ雑種の研究,モノソーミック,ナリソー ミックの研

究など,コムギの細胞遺伝学に必要な発見が多数含まれている.

3. 倍数性を異質 (allo-)および同質倍数性 (autopolyploidy)の二つに大別した.

1926

4. ゲノム分析の提唱 1930

コムギ,-ギロブスのゲノム分析法をしるした論文で,第 1報(1930年)から第 10

報 (1951年,結び編 LILIENFELD著)まで出した.この仕事には,西山,片山 (義勇),

松村氏らが協力している.

5. 一粒コムギのⅩ線による突然変異 1932

日本では市島台北大学教授が, Ⅹ線突然変異については最初の研究者だ った と思

う. わた くLは一粒コムギを用いて若干の突然変異と相互転座を作った.あとで これ が

14個の染色体環合成となった (山下).

6. 一粒コムギにおける遅延授粉による半数体の形成 1940

-プロイ ドコムギが花粉のⅩ線照射で得られることはわかっていたが,遅延授粉が

著しく効果を上げることを証明した (岸本と共同).この方法は今でも使われている.
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7. パンコムギの-祖先タルホコムギの発見 1944

恩賜賞の記念講演に DD 分析種がどんな形態のものかと推量しているうちに, そ

れがタルホコムギだと断定したのである.

8. パンコムギの合成 1949

この合成には野生エソマ-コムギとタルホコムギの雑種を用いた.LILIENFELI)と

共著である.この後異なった両親の組み合わせを用いて,多数の合成コムギを作ることが

できた.すべてコルヒチンを使わないで,非還元性の生殖細胞から作ったという点で意義

がある.

9.左右性の研究 1950

左右性を統計的に取 り扱った.この論文に続いて,木村,小野,小島,末本民らの

協力でこの研究は進展した.

10. タネナシスイカの研究 1951

アメリカ園芸学会賞を得た.本論文は多数協力者の研究の要約をしたものである.

現在では日本よりも米国と台湾のほうが,タネナシスイカの栽培は盛んである.

ll. コムギにおける核置換の研究 1951

この論文によって ｢雑種コムギ｣の理論が打ち立てられたと言われている.将来ほ

んとうに雑種コムギができるかどうかはまだわからないが,楽しみの一つである.

12. カラコルム,ヒンズークシの学術探検 1955

戦前戦後を通じて最大の規模の探検である.その報告書は多数研究者によって執筆

された.現在までに5巻 (巻2-6)が出版されている. アフガニスタン植物誌 (巻2)

は北村四郎博士の労作である.第 1巻 (近刊)はコムギその他を取り扱う予定.

13.異種細胞質を用いた雄性不稔系統と不稔回復遺伝子の発見

14.比較遺伝子研究法の確立

13と 14に対しては協力者 (常脇ら)の力が大きい.

以上のほかにもいく●っかあるが,その当時はおもしろいと思っても,今ではなんら興味

のないものが多い.上記の 14項目といえども,大きな川に浮かぶあわのように,やがて

は消えうせるであろう.着手中のものには,-プロイ ド植物の前期,移行期,および中期

における染色体の行動,第3次コムギ探検 (コーカサス地方), ウイルスと遺伝子による

ふ入りの比較研究,その他がある.

終わりに,米国アカデミ-出版物にいつもしるされている先哲のことばをしるして参考

に供したい.

ThesearchforTruthisinonewayhardandinanothereasy.Foritis

evidentthatnoonecanmasteritfullynormissitwholly.Buteachaddsa

littletoourknowledgeofNature,andfromalltilefactsassembledtherearises

acertaingrandeur. - Aristotle-
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ⅠⅠ.研 究 室 一 覧 (昭和 39年 12月末現在)
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ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

1. 動物の遺伝ならびに細胞学的研究

力イコの遺伝子分析およびリソケージの研究

ネズミの系統繁殖に関する研究

ネズミの異常形質発現機構の研究

腔疫の細胞遺伝学的ならびに生化学的研究

化学物質による染色体異常生成機構の研究

*ネズミの染色体多型現象

*染色体の変異と肺壕の増殖機構 (米国国立衛生研究
所の研究費による)

*ァリ類の染色体の研究

*家禽における量的形質の発育遺伝学的研究

ニワトリにおける量的形質の遺伝

薬物および放射線による鶏肱誘発奇形に関する遺伝

*マウスにおける放射線および薬物に対する感受性の
遺伝

2. 植物の遺伝ならびに細胞学的研究

コムギとその近縁種の核置換による研究

比較遺伝子分析法によるコムギの起原と分化の研究

異数性コムギの遺伝学的研究

*本年度新たに研究を開始したものを示す

細胞第 1細胞第 1

応用第 1応用第 1応用第 1

変異第 1

生理第2生理第2生理第2
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研 究 課 題

笑気ガス処理による倍数体の育成

*コムギ族 (Triticeae)の細胞遺伝学的研究

Medicagoの遺伝学的研究

基本染色体数の諸問題

アサガオの遺伝子分析

塁桜の起原

性の決定と分化

*植物陸湯組織の細胞学的研究

イネの雑種不稔性の遺伝学的基礎

*ィネの雑種における自然淘汰

タバコ属の細胞遺伝学的研究 (日本専売公社委託研
究)

タバコの発育遺伝学的研究 (日本専売公社委託研究)

3. 集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

分離比の歪に関する集団遺伝学的研究

ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性の研究

*ショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子の
研究

キイロショウジョウバエにおける-テローシスの研
究

育種法の理論的研究

遺伝子型問の競争

ショウジョウバエ集団における連鎖不平衡の効果

*林木の統計遺伝学的研究

*家禽集団における競争の研究

4. 人為突然変異に院する研究

放射線誘発突然変異率の線量率依存性に関する基礎
的研究

化学物質による突然変異生成機構の研究

キ イロショウジョウバエにおける放射線誘発ポ リジ
ーン突然変異の研究
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ハッカミズミによるポリジーンの放射線誘発突然変
異率の研究

Iso-allelesの突然変異率の研究

一粒コムギの放射線遺伝学,とくに各種放射線によ
る比較研究

放射線影響の線量率依存性と貯蔵効果

ムギ類の突然変異クラスター

Arabidopsisにおける人為突然変異の研究

*種子の加令と倍数性による放射線影響の差異

*連続弱叩摘寸による γ線誘発突然変異の研究

*高等植物における紫外線誘発突然変異の研究

*EMSと放射線による突然変異の比較

元素変換による致死および突然変異の誘発

γ線および速中性子の線量測定

紫外線の致死作用およびその回復機構の研究

野生型および栽培型アサガオにおける放射線感受性
の比較

5. 生理遺伝ならびに遺伝生化学的研究

細胞の形質分化に関する研究

細胞質田子の機能と微細構造に関する研究

ショウジョウバエの細胞質因子 SRの遺伝的感染に
関する研究 (米国国立衛生研究所の研究費による)

ショウジョウバェの限色素形成に関する生理遺伝学
的研究

*ショウジョウバェの脂肪体細胞における機能分化概
括の研究

*こん虫における酸溶性ヌクレオチ ドの分布と変異

*変動する環鄭 こおける有害遺伝子作用の分析的研究

高等生物における形質転換の研究

変異第1

変異第1

変異第2

変異第2

変異第2
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研 究 課 題

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

*高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

臓器組織特異性たんぱく質の発生遺伝学的研究
動物の細胞分裂物質に関する研究
怪物種子におけるたんぱく質ならびに核酸の生合成
に関する研究
*植物ウイルス病の化学

*セルロースアセテ-ト電気泳動法に関する基礎的研
究

*家蚕における平衡致死に関する研究
*家蚕幼虫皮膚細胞の色素額粒形成に関する遺伝生化
学的研究

*寒天およびシアノガム電気泳動法によるイネ種子た
んばくの比較遺伝学的研究
核酸および酵素たんばくの横能と構造
タバコの菓からのアルカロイドの発散に関する研究
(日本専売公社委託研究)
6･微生物の遺伝学的研究

サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の
研究費による)

細菌の運動性に関する遺伝学的研究

形質発現の調節機構に関する研究

遺伝子作用の分子遺伝学的研究

遺伝子の微細構造に関する研究
7･人類の遺伝に関する研究

ABO血液型に働く淘汰の集団遺伝学的研究

Down症候群の発生と原因

人類の染色体異常

性染色質と白血球のdrumstick

人血清たんぱくの個体差に関する遺伝生化学的研究
MN血液型の淘汰戟構
近親婚の遺伝的影響
*人口傾向の遺伝的影響
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8. 共同研究

A･栽培および野生イネの細胞および遺伝学的研究
(ロックフェラー財団の研究費による)

イネの栽培種と野生種の系統維持と形質の調査

イネの日長性の研究

イネの解剖学的研究

イネの発育遺伝学的研究

野生および栽培イネの系統発生的研究

野生および栽培イネ系統 間の雑種不稔 性および雑種
崩壊現象とその分化機構

イネ属の細胞学的研究

イネのゲノム分析

B. 日本人集団の遺伝学的研究 (ロックフェラー財団
の研究費による)

C.遺伝子突然変異の生成機構 (東洋レーヨン科学助
成金による)

D.*細胞分化の遺伝生化学的研究 (東洋レーヨン科学
助成金による)

E.放射線誘発突然変異の適応度への影響 (米国国立
衛生研究所の研究費による)

F.*日本および北7メIJ力におけるショウジョウバエ
集団の遺伝学的変異に関する研究 (日米科学協力
研究事業費による)

G.*太平洋地域における栽培コム半の系統分化の遺伝
学的研究 (日米科学協力研究事業費による)

9. 実験材料の収集とその系統保存
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イネとその近縁種
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ⅠV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝都にとってほ本年度は多彩な年であった.まず昭和 39年度予算で電子顕微鏡

の更新が認められ,第2研究室で実施している細胞質田子の研究に有力な武器が加えられ

ることになった.3月には出版のおくれていた 〃TheGeneticsoftheSilkwormけがよ

うやくLondonの LogosPress社から川版された.このモノグラフの刊行によって従来

続行されてきたカイコの遺伝子分析およびリンケージの研究に一応のくぎりがついた.読

いて6月にはこれも永年の懸案だった ｢放射線遺伝学｣が多 くの執筆者の協力で東京裳華

房からLLJ.版になった.この書の刊行もわが国の放射線遺伝学の研究に一段階を画するもの

であろう.

また 11月3日-7Elの4日間,日米科学協力実行委員会の支援の下に放射線遺伝学シ

ンポジウムが大磯で開催されたが,部長田島はこの組織著として事前準備とあと始末とに

約半年間多忙な毎日を過ごした.また部員一同もこのための事務にかなりの時間をささげ

た.そのほかこの部にはシンポジウムに前後して米肌参加者の来訪が多く,また中にはし

ばらく滞在して研究討議を続けた人もあって,部としてほ活気を皇した.

第 1研究室では前年度に引き続いて線量率依存性逆転現象の解RjJに主力をそそいだ.敬

年前カイコではじめて発見されたこの現象は放側線による突然変異の生成機構の解明にも

つながる大きな問鼠点を含んでいるものと考えられたので,この研究を強力に推進するこ

ととし,昨年度関係方面の研究者の協力を得て科学研究費による総合研究班を結成した.

この班では ｢放射線の線量率依存性に関する基礎的研究｣について共同研究を行なってい

るが,この班の中間的成果は日米科学協力による放射線遺伝学シンポジウム ｢遺伝および

細胞レベルにおける放射線の線量率効果｣において班員4名からそれぞれ報告され また

この成果が熱Llな討議の対象となった.

第2研究室ではショウジョウ/ミニの雄だけを殺す細胞質因子の本体解明について研究を

進めたが,電子顕微鏡の駆使によってこの因子の構造および増殖様式などを明らかにする

ことができた.一方佐渡は細胞分化の問題を追求する手段として抗体産生細胞に関する研

究を進めた.また第 1研究室の研究に協力して緩照射条件下にある精原細胞の細胞分裂が

どのような影響を受けるかを研究した.

第1研究室 (田島)

1) 線量率依存性の研究: カイコの精 (那)原細胞で発見された放射線誘発突然変異率

の線量率依存現象逆転型の機構を明らかにするため,前年度に引き続き各方面から研究を

進めた.

a) 細胞の代謝条件と突然変異発生率との関係 (田島 ･鬼九): 前年度に実施した分

割照射実験の結果から,放別線照射を受けた細胞内にはしばらくの間前突然変異の回復を
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妨げるような状態が持続し,これが次回照射による突然変異の発生率を高める原田となる

-緩照射で突然変異率が高まるのもこれによる-ことが推定されたので,1,000r単一照

射後,呼吸阻害剤 (KCN),たんぱく合成阻害剤 (クロラムフェニコール)などの添食,

酸素ガス,窒素ガス処理,高温ならびに低温床護などを行なって突然変異率がどのように

影響されるかを調べた.その結果細胞の新陳代謝を低下させるような条件が突然変異の発

生率を増加させる効果を持つことを確かめることができた.

b) 分割照射による変異率上昇効果と保護温度との関係 (田島･鬼丸): 前年度の実

験で分割照射による突然変異率上昇効果は 25oCでは最初の照射後約 48時間継続するこ

とが知られたので,今年度は二分割照射問にはきまる時期を 15oC,25oC,30oCに保護し

て,この効果の持続期間の長さに変化が起こるかどうかを調べた.この効果は 30oCでは

48時間以内に消失し,15oCでは 48時間以上継続していることが判明した.このことは

照射により相月卸こ一種の変性が起こり,これが持続する時間が温度に依存していることを

示すもので回復仮説を支持する有力な証拠となるものと思われる.

C) 休眠卵の線量率依存性 (田島･村上 ･深瀬): 細胞の代謝条件が最低にあると考

えられる休眠卵の生殖細胞について,線量率依存性が認められるかいなかの点を前年に引

き続き研究した.越冬中の休眠卵を急照射 (100r/min)および緩照射 (0･326r/min)の

両条件で 250r-3,500r照射し,その効果を比較した.今年度の結果は前年度と異なり

緩照射のほうが急照射より効果的であったが,確実な結論を得るにはなお再検討を重ねる

必要があるものと思われる.

2) 蚕卵の発生初期における放射線誘発突然変異率の研究 (田島･村上): 細胞分裂周

期に応じて放射線誘発突然変異率がどのように変化するかについて,発生初期の蚕卵を材

料として研究を進めた.受精前後において誘発突然変異率が非常に高いのは,突然変異発

生後の細胞の増殖効果が関連するためのようで,感受性の比較にはこの効果を除去する取

り扱いが必要ではないかと考えられた. また染色体の多重性を示唆する結果も得 られた

が,なお引き続き研究を進める.

3)成熟精子に対する中性子の RBE(村上): 中性子の突然変異発生効果について,

代謝的に最も不活性であると考えられる完成精子を材料として研究を行なった.その結果

特定座位方法で得られる突然変異についての RBEは6という高い値が得られた.

4) 突然変異生成機構の分子生物学的研究 (田島･鬼丸): 高等動物における突然変異

の生成機構のうち,DNA の情報誤りに原因する機構の存在を確認するため,カイコを材

料として研究を続けている.今年度は産下直後の卵を塩基額似体 (5-BUdR,5BUを用

いた)の生理食塩水溶液に浸漬して卵殻を通してこれらの物質を卵内に浸透させ突然変異

を発生させる実験を試みた.KNO2溶液を用いた予備実験から低分子物質が卵殻を浸透す

ることが確かめられたので,本実験では卵色標識遺伝子に閑し-テロの卵を用い,発生す

る突然変異をモザイクの形で検出する方法をとった.処理条件次第ではモザイク卵の発生

率が有意に高められたが,方法論的になお検討を要する点もあり,引き続き研究中であ

る.
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第2研究室 (坂口)

1) ショウジョウノミニの雄のみを殺す細胞質因子SRの研究 (坂口･大石 ･小林): 本

研究は SR田子の形態と微細構造,増殖様式,起原を異にする SR田子問の相互作用,

宿主の雄接合体を殺す機構,宿主の遺伝的構成と因子の伝達との関連などを明らかにする

ことを目的としている.SR国子には,病原性細菌から寄生性,さらに共生的細胞内容物

-と進化していくと考えられる各相のものが観察され,細胞質因子の起原の問題を解くか

ざを振っている.一方この研究は因子が宿主の雄のみを隆子期に殺すという特徴を利用し

て,宿主の性の分化の機構を明らかにする問題とも結びついている.本年度のおもな成果

は次の通りである.

a) 起原を異にする因子間の相互作用の解析: DrosophilawillistoniとD･nebu-

losa の SR 因子をもつ--ほそれぞれジャマイカとノ､イチから発見 されたものである

が,それらの田子はともにらせん菌に類似の形態をもち,宿主の雄を殺す点で共通してい

る.この2種類の因子を同一宿主に混合感染させると,両者は互いに作用し合い,nebulosa

の因子 (nSR)は Willistoniの田子 (WSR)を殺す. この現象を解明するため,nSR

をもった--の磨砕物を混度処理 (60oC,90oC,10min),塩析,透析,生物試験などの手

法を用いて調べた結果,nSRが一種のたんぱく質を産生し,これが wSRを殺すことが

明らかになった.このたんぱく質をスピロシソと名づけた.この結果はパラメシウムの細

胞質遺伝因子カッパのパラメシソ産生,細菌のエピゾームの働きによるコリシン産生との

類似性を示し,興味深い問題を提起している.現在,種々のたんばく化学的手法を用い

て,スピロシソの精製を試み,またその特性を調べている.

b)SR因子の増殖様式: D.nebulosaとD.Willistoniの SR因子はともにらせ

ん菌類似の形態をもち,大きさは長さ4-16fL,幅 0.1pである.この因子を超音波,放

射線などで元の形態をとどめないまでに強く破壊したものについて,生物実験を行なって

もまだ SR因子の増殖がみられる.一方破壊した SR因子を電子顕微鏡によって調べる

と,因子の中に直径 0.03f̀内外の小粒子が数個含まれている.以上の結果から,SR因

子の増殖は因子がかなり破壊されても可能であり,その単位は前述の小粒子によるものと

考えられる.SR田子の形態的特徴は,1本の級経に出芽または分岐がみられる点である

が,このような点と,田子の増殖様式との関連についても調べている.

C)SR因子に対する各種化学物質の作用: この研究は SR 田子の増殖にともなう

各種物質の代乱 特に核酸の代謝を追跡することを目的としている.核酸分解酵素,核酸

と結合する物質,たんぱく合成阻害剤など約 10種の化学物質をSR因子をもつ若い雌に

注射し, この因子に対する不活性化作用を調べた. この結果,deoxyribonuclease,ac-

tinomycin-Dが SR因子を不活性化することがわかった.この結果はSR因子の増殖単

位がDNA性であることを暗示する.この点をさらに追跡するため,8H-thymidine,8H-

uridineなどによるSR因子へのとりこみについて,電子顕微鏡オ- トラジオグラフ法に

よって調べている.

d)SR因子の放射線に対する感受性: Willistoniと nebulosaの SR因子を材料
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として,これらの田子の放射線に対する感受性を宿主の令,遺伝的背景などの面と関連し

て調べた. また同一遺伝的背景をもつ宿主に 2種類の因子を感染させ,それぞれの SR

lineを作った.一方,同一の因子を異なった遺伝的背景をも'っ宿主に感染させ,これらの

SRlineを作り,この lineから羽化した--の羽化後一定時間経過したものに 2krの

γ線を照射し,その後代の性比を調べた.この結果から,SR因子の放射線に対する感受

性は宿主の令が若いほど高く,Willistoniとnebulosaの因子間では前者が高い傾向を示

した. しかし同一の SR 田子でも宿主の遺伝的背景によっても感受性が左右されること

を知った.なお SR 因子に対する放射線の影響を電子顕微鏡によって形態的に調べ,照

射6時間以後から著しい形態異常を示すことを明らかにした.

2) 抗体産生の細胞学 (佐渡): 昨年来,細胞レベルにおける形質の発現,すなわち細

胞分化のモデルとして抗体産生を取りあげ,主として in vil)0diffusionchambercull

tureの方法を用いて研究を進めてきた.今年度は i)抗体産生のいろいろな時期に抗体産

生細胞の増殖と分化のパターンがどのように変化するか,また ii)分化の最終段階に達し

た plasmace11はその後どうなるかの2点について,蛍光抗体法とオー トラジオグラフ

法により研究した.その結果,抗体 (特異たんぱく質)の産生が進むにつれてそれに関与

する細胞の cellcycleが徐々に変化し,また細胞の分化に要する時間が延長するなど,

生産された特異抗体により,その抗体の産生にあずかる細胞系が逆に調節されているらし

いことがわかった.一方,分化の最終段階に達した plasmacellの寿命は約 1日と計算

された.これらの結果はすでに J.Immunol.に投稿済みである.

3) カイコの精原細胞における線量率効果の細胞学的研究 (佐渡): カイコの放射線誘

発突然変異率の線量率効果の機構に関連して,よりいっそうの知見を得るために,今年度

は主として緩照射 (0.142r/min,1,000r)を受けた精原細胞の増殖と致死について定量的

解析を始めた.その結果,緩照射中精原細胞の分裂は対照区と同程度に行なわれてい る

が,その細胞集団のある部分のものは照射中徐々に死滅し,そのために照射終了時におけ

る細胞数は照射開始時のそれとほぼ同じであることがわかった.この研究はさらにもう1

年続けられる予定で,そのあとでこれらの知見が線量率効果にどのようにきいているかを

考察する予定である.

4) カイコの精子乗数の計算における補正項 K の再検討 (佐渡): 上記の研究に関連

して,カイコが一生の問に生産する精子数や,放射線照射によりその数がどの程度減少す

るかがしばしば問題となる.この場合町田 (1929年)により考案された 20βのパラフィ

ン連続切片について観察される精子乗数 (N)を数え,これを補正項 (K) で割ることに

ょって実際数 (A)を求めるのが普通であるが,有核精子東については K-2.0の値が理

論的に求められている.これは実際より大きすぎる.町田の方法と顕微鏡連続写真とを併

用して N と A を数え,それからK を求めると,化婦5日日の精巣では K-1.22,8

日目のものでは K-1.28,平均して K-1,25の値を得た.この値のほうが町田の値より

も真実に近いものと考える.
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B. 細 胞 遺 伝 部

本部の動物系 (第 1研究室)では主としてネズミを材料としての細胞遺伝学的研究を継

続している.すなわち N.I.H.より研究補助金 (A-07798-01)を受けた癌の染色体研究,化

学薬品による染色体異常の研究,サ リドマイ ド使用のネズミの産児に及ぼす影響,ネズミ

類の染色体多型現象の研究など多方面にわたった.またアリの染色体の研究も行なった.

森脇研究員は6月から約 1か年の予定で米国のミシガン大学へ渡った.特別研究生ri-'村

明 (継続),今井弘民 (新規,東京教育大学大学院理学研究科), 天野孝八 (新規, 福島

医科大学大学院)および深谷孝子 (東京薬科大学卒)が研究に協力している.

植物系 (第2研究室)では性の決定と分化 タバコ属憤物の細胞遺伝学的研究,各種高

等植物の核学的研究,使物癌細胞ならびに正常細胞の培養,アサガオおよびサクラの遺伝

学的研究を行なっている.またロックフェラー財団の研究補助金による栽培イネの起原に

関する研究の一部を分担して,イネ属の核学的研究ならびに系統発生学的研究を行なった.

第1研究室 (吉田)

1) ラットの系統間における染色体多型現象 (吉田･天野): ラット (Rauus norve-

gicus)の各系統の染色体を詳細に比較すると,第3染色体に関L telocentric ホモのも

のと subtelocentric ホモのものがある.当研究室で飼育中の 14系統について調査した

ところ,Wistar,W/T,NIG-Ⅲ および Donryuの4系統は第3染色体が telocentricホ

モで,他の ACI,Albany,Buffalo,CW,Fisher,LongEvans,NIG-Ⅳ,Waynepink･

eyedyellowhooded,WKA および YOS(旧名Shiihashi)の10系統は subtelocentric

ホモに属することを知った.Wistarと YOS系の雑種第 1代はすべて第3染色体に関L

telocentricと subtelocentricの-テロとなり,明らかに第3染色体は多型であることを

確認した.

2) ドブネズミの自然集団にざごける染色体多型現象 (吉田･天野): 純系ラットに染色
体多型現象が観察されたので,L]然集団の ドブネズミ (Rauusnorvegicus)においても

染色体多型がみられるのではないかという想定のもとに,三島市内で採集された 43頭に

ついて染色体を調査した.その結果,純系ラットにおいて入られたのと同様に,第3染色

体の多型が観察された.調査した 43頭のうち telocentricホモは17凪 subtelocentric

ホモは3B-jl,telocentricと subtelocentric-テロの個体が 23頭の割合で観察された.

3) クマネズミの自然集団における染色体多型現象 (吉EIj･中村 ･深谷): ドブネズミ

と近縁であるクマネズミ (Rattusrauus)の染色体を調査したところ,クマネズミにお

いては最艮の第 1染色体に多型現象のあることを知った.すなわち,個体によって第 1染

色体が telocentricホモ,Subtelocentricホモおよび subtelocentricと telocentricへ

テロの3型が観察された.三島 (40頭), 長崎県楠泊 (49頭)および浜松 (7頭)にお

いて採集された 96頭について調査した結果, telocentric ホモが 68頭, telocentriC/

Subtelocentric-テロが 27頭で,浜松集団から1頭だけ subtelocentricホモの個体が

発見された. -テロどうしの個体の交配から28頭の Flを得たが, それらのうち telo-
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centricホモが9頭, telocentriC/Subtelocentric-テロが 15頭,subtelocentricホモ

が4頭の割合で分離した.

4) マウス腹水肝癌2系統の核型分化*(吉田･今井): マウスの腹水肝癌 MH134お

よび 129は米国国立癌研究所において C3H系マウスに生じ Dr.SATOらによって腹

水型に変えられた腫癌系統である (1952年).これら2系統は 1956年に同博士によって

東北大学に移され,一部は遺伝研-移された.これらの違った場所で維持された上記の2

睦症の各亜系の染色体を比較したところ,染色体の構成上にかなりの差異があり,各亜系

の関連性を核型分化の観点から論じた.

5) マウス腹水性白血病 70429の薬剤耐性と核型*(吉田): マウス腹水性淫蕩 70429

系に対する azauridine,azauracilおよび azaserineの耐性株と感受性株の核型を比較

した.感受性株における染色体数分布のモードが 40で,核型は正常細胞のそれとほとん

ど区別がつかない.azauridineおよび azaserine耐性株も染色体数 40をモー ドとし,

感受性株と核型の上では差異はないが,azauracil耐性株のみは染色体数 41をモー ドと

し,ほかの株より染色体数 1ffWJミ増加していた.

6) マウス腹水性白血病1210の薬剤耐性と核型*(吉田･大原**): マウス腹水性白血

病1210のamethopterin(AM),6MP/Fu,6MP/Fu/′AM,制癌剤38280および thioguanine

耐性株と感受性株の染色体を比較研究した.感受性株の染色体数は40をモー ドとし,marl

kerとして1個の大きな submetacentric染色体が観察された.AM,6MP/Fu,6MP/

FUノ/AM および 38280耐性株の染色体数は前者と同様 40であるが, marker としての

submetacentric染色体はみられなかった. これに反し感受性株にあまりみられなかった

minuteが多くの耐性細胞に観察された.thioguanine耐性株の染色体数のモー ドは 41

で,核型は変異にとみ,大きな subtelocentricのほかに,小さな metacentric染色体が

観察された.

7) 4NQOによる染色体異常誘発と cell-cycleの関係 (森脇 ･栗D]･吉田): 4NQO

による染色体異常の誘発と ce11-cycleの関係を明らかにするため, 8H-thymidineのオ

ー トラジオグラフ法を用いて追求した.研究の結果, chromatidintrachange(breaks)

は処理時に G2-phaseのもの,interchange(translocation)は S-phaseの中期あるい

は G2-pbaseの細胞に生じることが明らかとなった.Glおよび2回目の分裂細胞が関係

すると推定された処理後 24時間以後の染色体異常については,目下検討中である.また

4NQOが細胞に保持される時間を追求するため 3H-4NQOの併用実験を計画している.

8) 吉田肉腫細胞における分裂周期のオートラジオグラフ法による分析 (栗田･森脇 ･

吉田)･. 吉旧内陸細胞の分裂周期を invivoで3H-thymidine･オー トラジオグラフ法で

測定した.吉田肉腫移植後4日目のラットの腹腔に 3H-thymidineを 150FLC注射後2時

間おきのオートラジオグラフから,metaphase細胞のラベル願変および grain数から算

定された吉田肉腫細胞における分裂の generationtimeは 18.5時間 (G1-5.5,S-9.0,

書 N.Ⅰ.H.研究神助金 (A-07798-01)による

糊 千東大学腐敗研究所
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G2-2.5,M-1.0時間)であると推定した.

9) 化学物質による染色体異常誘発機構 (栗田･吉田): 化学物質と Ⅹ線によって誘

発される染色体異常が似ていることから,この両者の誘発機構には同一性があるのではな

いかとの仮定にもとづいて,本年度は 4NQO誘発染色体異常について研究した.得られ

た結果は, i)chromatidintrachange と interchangeは第 1回日の分裂においては

4NQOのdoseと対数直線的に反応するが,第2回目の分裂ではこのような反応を示さな

い,ii)染色体異常はPoisson分布を示さないことから,異常をおこす 〟site''が限られ

ていると推定される,iii)染色体異常は chromatidの長さとは比例しないことなどであ

る.さらに,誘発された異常の種々の形態学的根拠から, 4NQOによる誘発染色体異常

ち,Ⅹ線によるものと同様に 〟breaksandexchangeり説が妥当であると考えられた.

10) 染色体レベルから見た71)の系統進化 (今井): アリ類の4亜科 23種の染色体数

および 15種の核型を分析することができた.その結果,各亜科とも属間における異数性

が観察され (n-8-27),少なくとも Myrmicinaeと Formicinaeの2亜科は,独立に

polyphyletic に染色体数増加の方向に進化 していることを推定するに至った. また核型

分析が近縁種および属間の類縁を知るうえに非常に有力な手段になり得 ることを確信 し

た.一方,雄半数性,働きありの半数性および倍数性単為生殖の細胞学的観察も考えあわ

せると,系統進化における染色体変異を論じるうえで,アリは非常に興味ある良好な材料

であると考えるに至った.

ll) マウスの遺伝的多指症 の発現 に及ぼすサ リドマイドの影響 (中村 ･吉田･森脇):

サ リドマイ ドがマウスの遺伝的多指症の多指の発現にどのような影響を及ぼすかを,先年

著者らが発見した前肢多指症系マウス (Po)を用いて調査した.多指症マウスどうしの

交配では 10070の割合で多指を生ずる. 多指症 ?×CBA8およびその道交配 の場合で

は,それぞれ 2.270および 3.270の割合で多指症マウスを生じた.CBA?×多指症 8の

妊娠 CBA マウスにサ 1)ドマイド (0.03mg/g)を注射したところ,1370の割合に多指症

を生じ 有意な差でもってサリドマイドが多棺の発現を促進することを知った.しかし上

記の逆交配の場合には実験区と対照区ではほとんど差異はなかった.

12) ラットの産児に及ぼすサリドマイ ドの効果 (吉田･森脇 ･佐藤): サリドマイ ドは

ラットの産児にほとんど影響のないことは従来の研究によって報告されている.著者らは

Albany,Fisher,LongEvansおよび Wistar系ラットを使用してサリドマイ ドの影響

を再検討したが,Albany系ラット77頭のうち,1頭にのみ無尾症が生まれたほかは異

常児は発見されなかった.対照実験区において無尾症は1頭も発見されていないので,こ

れはサリドマイ ドの影響かと思われるが,頭数が少ないので今のところなんともいえない･

サリドマイ ドがラットの尾の発育に影響するかどうかをさらにくわしく知るために,サ

リドマイ ド処理区において生まれた産児 50頭およびその対照ラットについて産児の体長

と尾長を両実験区で比較した.調査 の結果, サ リドマイ ド処理区では体長 :尾長は 1:

0.69,対照のそれは 1:0.74であった. 〟t''検定の結果,両者の間には有意差があり,

サリドマイ ドは明らかにラットの尾の発育を抑制することを知った.
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第2研究室 (竹中)

1) 性の決定と分化 (竹中･米田): 種々の雌雄異株憶物を用い,倍数体および異数体

を作り,その子孫における性形質の表現状態を見ている.また近縁の雌雄異株と同株との

問に雑種をつくり,性表現を研究しようと種々の交配を続けている.

2) タノミコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中): この研究は専売公社の委託である.タバコ

属植物の系統関係を知るための種間交雑を行ない,その Flの減数分裂の研究を進めてい

る.またタ/;コに各種の疾病の免疫性や耐病性遺伝子を導入すること,および低ニコチン

タバコのrF出にも努力している.

3) アサガオの遺伝学的研究 (竹中): 多数の突然変異の系統を保存し,遺伝子の形質

発現に関する研究に努力している,また自然突然変異と人為突然変異とを比較するため放

射線照射実験も行なった.

4) イネ属植物の系統発生学的 ならびに細胞学的研究 (竹中 ･米田･館岡*･朱): 朱

はおもに-プロイ ドイネの減数分裂時のパキテン･アナリシスを続けているし,館岡はイ

ネ属の系統進化の研究を行なっている.

5) 星桜の起原 (竹中): 染井吉野の起原を明らかにしたことから派生して,里桜の起

原を研究している.里掛 こほヤマザクラ系とオオシマザクラ系のものが多いが,その他の

サクラも関与している.今までわかったことは美花品種には自然突然変異によるものも多

いが,雑種およびその子孫からのものが多いことである.

6) 基本染色体数の諸問題 (竹中･米田･朱): 竹中はニンニク品種の問の体細胞染色

体の漸変を根端細胞と減数分裂とで研究している.朱はヤマユリの減数分裂時の2次対合

と基本染色体との関係について研究している.

7) 植物癌の細胞学的研究 (竹中 ･米rl1): タバコ属植物の種間雑種に生ずる癌,アサ

ガオの品種間雑種に生ずる癌はともに遺伝的なものであることを確かめ,これらを培養に

移し,細胞学的および組織学的に研究している.

8) スズメノヒエ属 (Paspalum) の細胞遺伝学的研究 (寺田**･1/J中): スズメノヒ

エ属植物中より牧草としての良種または良品種を見つけだすた糾こ,またそれらを用いて

雑種をつくり,それらから良好なるものを選ぶために,まず手始めとして同属の4種 1変

種中の多数の系統について根端細胞の染色体数と,それらの減数分裂を研究した.

9) 遺伝学上有用花井の収集保存 (竹中･宮沢 ･田村)･. サクラ,ツバキ,カエデ,ウ

メ,ふ入り植物, アサガオなどの系統を保存している.1964年度においては塁桜の品種

についてかなりの追加収集をした.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学裾 こ研究している.

*国立科学博物館第1研究部植物学第1課
** 戊林省九州農業試験場畜産部
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第 1研究室ではショウジョウ/ミニの自然集団における有害遺伝子の研究を続行した.こ

の研究の主動力であった米国N.I.H･研究費は3月末で終わったが,その後は東京都立大

学森脇教授とロックフェラー研究所 DoBZHANSKY教授の日米共同研究 ｢日本および北米

におけるショウジョウバェ集団の遺伝学的研究｣の分担をすることになったので,研究員,

研究補助員を滅ずることなく同研究を続行することができた.昨年度から流動研究員とし

てこの研究班に参加していた九州大学理学部の渡辺泰州助手は自然集団における染色体逆

位の分析に成果を得て6月上旬に帰任した.7月には大島部長はロンドンで開催された第

12回国際こん虫学会議の殺虫剤抵抗性の遺伝というシンポジウムに参加するよう招待され

て出席講演した.その際約4週間にわたって英国をはじめデンマーク,オランダ,西 ドイ

ツ,オース トリア,スイス,フランスの各国の大学,研究所を視察した.その後8月にア

メリカ合衆国に回りニューヨーク市のロックフェラ-研究所に DoBZHANSKY教授を訪問

し,約 10 日間,日米共同研究の打ち合わせを行なった.その後約2週間にわたってワシ

ントン,p-レイ,アンアーバー,サンフランシスコ,ホノルルの各地の大学を訪問して

8月末に帰国した.9月末には DoBZHANSKY教授が来日し,2か月間の滞E]中に4回に

わたって来所 し,大島部長との共同研究 ｢Drosophilapseudoobscura (ウスグロショウ

ジョウバエ)集団における ST,AR,CH,PP染色体の頻度変化に及ぼす殺虫剤淘汰の影

響｣に従事した.10月から3か月間,九州大学理学部の渡辺泰州助手はふたたび来所 し,

日米共同研究に加わってウスグロショウジョウバェの唾腺染色体の分析研究を行なった.

第2研究室では主として,イネ,コムギ,カモジグサを用い,それらの生理遺伝学的研

究を行なう一方,ゲノム分析法,比較遺伝子分析法,実験形態学的研究法などを使って,

種の起原と分化の機構を研究している.

木原室長 (所長兼任)は,1月には第9回オリンピック冬季競技大会ならびに1964年ユ

ニノミシアー ド冬季競技大会に日本代表選手団団長として参加,その後,コムギの遺伝に関

する研究連絡,視察のため,オース トリアおよびチェコスロバキア-出張した.また6月

には科学協力に関する日米委員会第4回合同会議出席および研究連絡のため,アメリカ合

衆国へ出張した.岐阜大学の西川浩三助教授 (流動研究員)は所期の研究を完成して,3

月岐阜大学に帰任した.

第 1研究室 (大島)

1) ショウジョウバェの 自然集団における有害遺伝子の研究*(大島 ･渡辺 隆夫･渡辺

泰州):

a) 甲府 ･勝沼 (山梨県)の自然集団から抽出した 致死遺伝子間の allelicrate:

甲府 ･勝沼の大集団から致死遺伝子を有する第2染色体を114本分離することができた.

それらの致死遺伝子が allelicかいなかを調べるために,それらの致死系統の問で交配を

行なった.総計 6,441交配の結果,allelicrateは 2.6470であった. 甲府,勝沼それ

ぞれの集団内の allelicrateもそれぞれ 3.28 70,2.18%,両集団間の allelicrateは

* この研究は ｢日本科学協力事業｣の一つとして行なわれたもので,その遂行にあたっては,文部省,財団法人日

本学術振興会,およ米国Eg立科学財団の協力,援助を得た
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2.47%であった.これらの値は静岡県,須山･十里木の小集団における allelicrate と

ほぼ同様の高率で予想外のものであった.とくに甲府,勝沼は 15キロ離れているが,両

集団間の allelicrateが高いことは,両集団に共通の致死遺伝子が多いことで,それらの

致死遺伝子は長く集団中に保有されたがためか,あるいは,--の移動がはげしいためか

によるものと考えられる.

b) 致死遺伝子の第2染色体上の位置の推定: 55の単一致死遺伝子のそれぞれの位

置を三つの優性の標識遺伝子 (Sp,Bl,L)からの組み替え値によって推定した.これらの

致死遺伝子のうち 29は染色体地図の中央部 (40-70)に,15は左腕部 (0-40)に,ll

は右腕部 (70-108)に位置した.また分布の状態を約90の可視突然変異遺伝子の分布と

比較したところ,まったく同様であった.すなわち致死遺伝子は majormutantgene同

様染色体地図上では中央部に多く,non-random な分布をするといえる.しかし実際の染

色体上の分布は random と考えられる.一方自然淘汰を経験していない 23の偶発致死

遺伝子の染色体地図上の分布は異なるものであった.なおほかの 11本の染色体は二つ以

上の致死遺伝子をもつものであったが,そのうち9本の染色体の致死遺伝子の確かな位置

は推定することができなかった.

C) B,Cの逆位染色体を-テロにもつ--の生存力の分析: 第2染色体の左腕にあ

る B逆位と右腕にある C逆位の甲府 ･勝沼集団における頻度は,それぞれ3070,209/0

という高い頻度であった.1964年 10月末に甲府 ･勝沼で採集した --の染色体を分析

した結果,それらB,C逆位の頻度は1963年の節度と変わらないことがわかった.このよ

うに高い頻度で保有されているためには,その-テロの--が-テロ-シスを示すものと

考えられたので,その生存力を分析した.その結果,正常染色体-テロの--の生存力に

対して,それぞれの逆位-テロ (B/+,C/+)の--の生存力はほほ同じで有意性のある

差は認められなかったが,両逆位を トランス判こもつ-- (B/C)の生存力は高くなり,

170レベルで有意差を認めた.それらの逆位を-テロにもつ場合,逆位から動原体までの

問の交叉は著しく抑制されることがわかった.また須山 ･十里木集団で,3年間も保有さ

れたある一つの致死遺伝子はこのような paracentric な逆位染色体の交叉を抑制される

部分に位置していた.それらの結果から,これらの逆位が高い頻度で保有されるのは,逮

位から動原体までの染色体部分に epistaticな genecomplexが自然淘汰によって形成

されていることによるためであろうと考えられる.

d) 甲府 ･勝沼集団から採集した-工のもつ逆位染色体の分析: 甲府 ･勝沼の10月

の自然集団に含まれる逆位染色体のそれぞれの頻度について2年にわ た って分析した結

果,第2染色体の B,C逆位と第3染色体の E,G,H,Ⅰ逆位の頻度は,大きい変化は

なく保有されていることがわかった.しかし1963年の集団に低い頻度で兄いだされたA

逆位 (第2染色体)とF,J逆位 (第3染色体)は 1964年の集団に兄いだされないで,

L逆位 (第2染色体)が新たに低い頻度で兄いだされた. 1964年 10月末,甲府 ･勝沼

で採集した 100匹の雄のもつ genOtypeを完全に分析した.その結果,第2,第3両染

色体に逆位をもたないもの, どちらか一方のみに逆位のあるものの数は, Hardy-Wein-
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berg の法則で期待される数と差は認められなかったが,第2,第3両染色体とも, 二つ

の逆位をもつものの数は期待数よりも多かった.とくに B,C両逆位の-テロ (trans型,

cis型ともに)の雄は期待数よりも多 く兄いだされた.この結果は先に述べた B,C逆佳

染色体の-テロの--の生存力の分析結果とも一致する.また両逆位が高頻度に保有され

る機構として興味ある事実である.

e) 甲府 ･勝沼地区の自然集団における有害遺伝子の分析: 1964年 10月末,甲府･

勝沼地区の5か所の自然集団から--を採集し,各集団からそれぞれ約200匹の雄のもつ

第2染色体を1本ずつ抽出し,それらをホモにして生存力に関係する遺伝子を分析した.

総計740本の第2染色体中 12.3別ま致死遺伝子を,22.870は半致死遺伝子を,7.6別ま

低生活力遺伝子をもち,残りの 57.370は有害遺伝子をもたない染色体であった.

この結果を 1963年 10月中旬に同地区で採集したノ､-の有害染色体の頻度分布と比較
すると,とくに低生活力染色体の頻度が低いことが日だっていた.しかし致死,半致死染

色体の頻度は前年同様に高く,大集団における特徴を表わしていた.これら致死染色体の

致死遺伝子問の allelismtestを行ない,集団内,集団問,さらに前年の致死遺伝子との

間の allelism testを分析して, 大集団中の致死遺伝子保有の機借を考察する予定であ

る.

2) ウスグロショウジョウバエの ST,AR,CH,PP染色体 (4種の遺伝子配列の異

なる染色体) の頻度変化に及ぼす 殺虫剤淘汰の影響* (大島 ･渡辺 泰州): 1962年夏に

DoBZHANSKY教授が米国カリフォルニア州で採集したウスグロショウショウバ-の ST,

AR,CH,PP のそれぞれの染色体ホモの系統問の交配を行なって,それぞれの染色体が

等頻度 (2570)にはいった集団を集団飼育箱で連続飼育した.10,11月の2か月間 DoB-

zHANSXY教授が来日,九州大学理学部の渡辺泰州助手とともに染色体の分析を行なった.

実験は4実験集団をもって始められた. IA,IB集団は同時に同じ染色体構成をもって

始められたもので,IA集団は毎代全部の--を DDT 170か270の試験紙 (ジュネーブ

WHO勤)に1時間接触させた.一方 IB集団はまったく淘汰を加えなかったものである.

他のⅡA,ⅡB集団も同時に同じ染色体構成をもって始められたもので,ⅡA集団は毎代

全部の--を Dieldrino.170試験紙に1時間接触させた.一方ⅡB集団はまった く淘汰

を加えなかったものである.その後 5代にわたって淘汰を受けた集団とまった く淘汰を受

けなかった集団における4染色体の頻度の変化を比較した.その結果,DDT とDieldrin

の淘汰の影響については差異は認められなかったが,淘汰集団においてST染色体の増加

がとくに著しいこと,PPおよび CH染色体はともに減少したが,淘汰集団では PP染

色体の方が多 く残るようになった.このような各染色体の頻度変化を米国カリフォルニア

州の自然集団における 1940年以後の各染色体の威圧変化に比べると相当していると思わ

れる点が多い.そのような小進化的変化の原因が殺虫剤散布によるものでないか とい ラ

DoBZHANSKY教授の考えをある程度に支持する結果であるが,さらに将来実験を行なっ

*この研究は｢日米科学院力事業｣の一つとして行なわれたもので,その遂行にあたっては,文部省,財団法人日一
本学術振興会,および米国国立科学財団の協力,援助を得た
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て,その原因をつきとめたい.

3) ショウジョウ/ミニ限色素形成の生理遺伝学的研究 (罪): ショウジョウバェの眼色

は限色素,色素原粒,および複眼の形態などの総合作用によって決定される.限色素は ト

リプ トファン系色素であるオモクp-ムとプテl)ジン誘導体色素であるドロソプチ1)ンや

セピアプテリンを含む.これらの色素は,それぞれ性質の異なった覇粒たんばくと結合し

て色講取持を形成し,オモクp-ム色素顎粒は主として複眼の深部に,またプテリジン誘

導体L素棒粒はその表層部に分布している.各種眼色突然変異体は大部分が限色素形成に

関して一定の抑制作用を表わし,遺伝的にその形成過程を完全にまたは部分的に阻止する

機構を有している.これら両系色素の合成は,それぞれ独立した過程をたどるが,両系と

もその最終色素の生合成機構は明らかでない.

この眼色形成に関する両代謝系は,複眼形成以前の幼虫期の脂肪体細胞に,すでに分化

した代謝都城として確立されている.すなわち,紫外線顕微鏡の生体観察によれば,3令

期の幼虫脂肪体 (左右相称で1対,片側の細胞数約 800,1層-ん平状細胞)の前半分は

トリプトファン代謝域としてキヌレニン願粒を含む細胞群,後半分はプテリジン代謝域と

してその聴粒を含む細胞群から成る (ミシガン大学 RIZXI教授との共同研究).各種阪

色突然変異体では,この分布域に特徴的差異を示す. また し トリプトファンおよびプテ

リジン添食により,人為的にこの分布域を変化させることができる. トリプ トファン添食

ではキヌレニン含有細胞は後方-拡大され広範囲となるが,プテリジン域を完全に消失さ

せることはない.これは,クロラムフェニコールの前処理によっては影響されない.プテ

リジン添食では,キヌレニン含有細胞は完全に消失し脂肪体はプテリジンJ或のみとなる.

これはクロラムフェニコール前処理によって完全に阻止される.また トリプトファン代謝

系とプテリジン代謝系の発生段階に沿った活性度の比較研究の結果とあわせて,幼虫脂肪

体細胞に見られる両代謝域の分化は,生成された物質 (基質)の量の和対比によって決定

されることが暗示される.桶期にはいると脂肪体細胞は前端部より漸次離反し生殖原細胞

群前で後半分と完全に離れる.後半分の細胞は生殖細胞を包み,雄ではプテリジン額粒が

増大するが雌では変化しない.離反した前半分の細胞は少数群となって頭胸部に移行し,

限盃内部にも多数見られる.これらの発生生理学的役割については明らかでない.

4) こん虫における酸可溶性ヌクレオチ ドの分布と変異 (平): 高等動物の核酸合成と

直結した型転換の研究は種々試みられている.しかし使用されたDNAがそのまま細胞に

取 り込まれて過去的変換をひき起こすという考え方には難点が多い.現在までに遺伝的変

換をこのような方法て起こしたという確証は得られていない.すべて体細胞における変換

でしかない.このような段階において要求されることは,高等動植物における核酸合成の

素材としてのヌクレオチ ドの分布と発生的変化が明らかにされることである.これまで,

この分野の研究報告はかなり多いが,ヌクレオチ ド抽出方法における難点のため統一的な

結果が得られていない.幸い名古屋大学理学部教授鈴木旺氏の協力を得て,遺伝の材料に

多 く使用されているこん虫-ショウジョウバエ,カイコ,コナマダラメイガーを申しにその

ヌクレオチドの標準分布図の作成を開始した.現在までに得られた結果は次のようなもの
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である.ショウジョウ/;-の野生型 の幼虫には塩基およびヌクレオシド (イノシンとウ

リジン)は量質ともに多く含まれているが,ヌクレオチドは確認できるほど存在しない.

さなぎでは UDP-acetylglucosamineをはじめほとんど成虫と同様の多くのヌクレオチ ド

を認めることができたが,ヌクレオシドはほとんど確認できなかった.成虫では,幼虫とさ

なぎをあわせた様相を皇した.個々の物質では, DPN,AMP,IMP,ADP,ATP,TDP

などであるが現在同定中のものが多い.限色突然変異体の成虫間では顕著な差異は見られ

ない.ただ, 82Pの幼虫添食によって得られた雌バ-のヌクレオチ ドには,約2%の取り

込みが見られる.この雌が産卵した卵には,雌の取 り込み中の 37%が移行していた.こ

のうち約370が卵のヌクレオチ ドに含まれ,この約 38別まオ1)ゴヌクレオチ ドと推定さ

れた.これらの研究は現在進行中である.

第2研究室 (木原)

1) 栽培イネと野生イネの系統維持 (木原 ･片山): 本年は東アフリカおよびマダガス

カルに採集旅行を行なった.そのほか外国の研究者から送付 されたものを合わせて合計

11種182系統が新たに加わり,現在30種4,447系統の栽培イネおよび野生イネを系統維

持している.

2) イネ属の遺伝学的研究 (木原 ･片山): 前年度に引き続き Ory2:aODIcinalisの各

地の系統を用いて種内系統分化と地域的関係を研究している.別に前年度までの研究でシ

ッキム地方の栽培イネには tndica と Japonica両型の分化の糸口が兄 いだされたの
で,本年度はシッキム地方の 14系統と Zndicaおよび Japonicaの2系統,合計16系

統を用いて diallelcrossを行ない,その結果,合計1,583粒の交雑種子を得た.

3) イネ属植物の日長性の研究 (片山): 新たに採集された系統を主として用い,種々

の日長性を支配する国子別に実験を行ない,従来行なってきた実験結果にさらに幅を加え

た.本年度は別に短日処理の累積効果の研究を行なった.すなわち,一定期間短日処理を

行なった後長日条件下に移しふたたび短日処理を行なった場合,前回の処理の効果が有効

なものとして残っているかどうか,もし残っていれば中間に加えた長日処理期間がどの程

度まで許されるかの点を詳細に調査した.その結果,累積効果は種や系統により,また処

理方法によりかなり異なり複雑な結果を示したが,一般に限界日長時間の長い系統ほど累

積効果が大きいという傾向が認められた.

4) イネ属の腔と旺乳の親和性の研究(片山):イネ属各種の肢と腫乳の親和性から種の

間の類縁関係を調査するとともに,交雑不可能と目されている組み合わせを可能にしてゲ

ノム分析を進めるなどの目的で,イネ属各種の肱と腫乳の相互移植実験を行なった.その

結果技術的にいくらかの見通しを得るとともに,近縁種間の移植実験でその一部に肱と肱

乳の組織の癒合が認められた.

5) イネ属における花芽刺激移行範囲の研究 (片山): イネ属には一年生と多年生があ

るが,これは環境条件によって変化することがある.この機構を調べる第 1段階として,

本年度は主稗が出穂した後のおのおのの分けつ芽の生長点の状態を双眼顕微鏡下で観察し

た.その結果この現象は主程が生殖生長になった場合に低位分けつ芽にまで花芽形成の刺
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激が移行して,すべての分けつ芽が生殖生長になっているか (一年生), あるいは一部が

栄養生長の状態で休眠しているか (多年生)に支配されており,一年生と多年生の違いは

花芽形成刺激移行範囲の差によるものと思われる.

6) コムギにおける雄性不稔細胞質一回復因子系の研究 (木原): これまでの核置換の

研究で, Ae.oaudala,Ae･ovataおよび T.timopheeviの細胞質が,コムギの雄性不

稔を引きおこすことがわかった.これらの不稔細胞質を利用して1代雑種コムギを育成す

るには,Flで稔性を正常に回復する,いわゆる ｢回復因子｣を捜す必要がある.そこで,

これまでに連続戻し交雑で育成した雄性不稔系統 (普通系および二粒系コムギ)に種々の

コムギを交配し,Flでの稔性の回復を調査した.

Ae.caudataの細胞質に対してほ,普通系13品種,二粒系8品種を調べたが,Flで正

常に稔性を回復するものは発見できなかった.Ae･ovataの細胞質に対しては普通系9品

鍾,二粒系8品種を調査したが,このうち,P168と呼ぶ普通系コムギの1系統の Flだ

けが正常な稔性を示した.T.limopheeviの細胞質に対しては二粒系6品種だけを調査し
た.このうち T.dicoecum 2品種,T･polonicum 1品種の雑種がほぼ正常な稔性を示

した.

7) 二粒系コムギにおける γ 遺伝子の形質発現 (常脇): 倍数性の進化学的意義を解

明する一つの方法として,6倍性コムギの既知の遺伝子を4倍性コムギに導入し,その形

質発現を研究している.ここでは,γ遺伝子について述べる.γは6倍性パンコムギに発

見された遺伝子で,そのホモ個体は普通アルビノであるが,高温では緑色になり正常に生

育する.-テロ個体の自殖次代では正常3に対Lvirescentlを分離する.

この γをもつパンコムギに二粒系コムギを交配し, 得られた5倍雑種に二粒系コムギ

を連続戻し交雑し, γに閑し-テロの4倍性植物 (l～)を3個体得た.これらの自殖種

子の発芽率は 70TOで,そのうち,2個体が JUVであったが,す ぐ枯死 した. これに反

し,同じ連続戻し交雑から得られた正常(VV)の4倍性個体の種子の発芽率は9170であ

った.このことから,γ遺伝子の作用は二粒系コムギでは非常に強く現われ,種子を致死

させることがわかった.

8) コムギにおけるネクローシス遺伝子 の地理的分布,Ⅰ.ネクローシス の遺伝的基

礎 (常脇): コムギの雑種にしばしば遺伝的ネクローシスが現われるが,これまでこれは

三つ の補足遺伝子 Nel,Ne2,Ne3によるものと考えられてきた. しかし, Chinese

SpringxMachasublet.のF2および F8の検定交雑の結果,i)従来ネクローシスと一括

して呼んできたものは狭義のネクローシスとクロp-シスに区別する必要が あ る こ と,

ii) ネタp-シスは Nelと Ne2に, タロローシスは Ne3(Ch之と再命名する)と第4

の遺伝子 Chlに支配されていること,iii)在来の検定品種 Prelude,JonesFife,Macha

sublet.の遺伝子型 (半数体の)は,それぞれ Nelne20hlCh2,nelNe20hlCh2,Nelne之Chl

oh之であることが明らかになった. これらの検定品種に世界各地の品種を交配し, Net,

Ne2,Chl,Ch2の地理的分布を調査し栽培コムギの系統分化を解明するため,昨年度から

本表題の研究を始めた.
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9) コムギにおけるネクローシス遺伝子の地理的分布,Ⅱ.日本の在来コムギにおける

分布 (常脇 ･中井): 上記の3検定品種に,日本の在来コムギ198品種を交配し,ネクロー

シスに関与する遺伝子の分析を行なった.その結果得られた各遺伝子型の新度は次のとお

りである.nelne2ChlCh2111品種,Nelne2ChlCh263品種,nelNe2ChlCh216品種,neュ

ne20hlCh23品種,遺伝子型が部分的に未決定のもの5品種. この結果から,各優性遺伝

子の日本集団における頻度を計算すると, Net32.070,Ne28.20/0,Chl0.05′乙,Ch2

98.570である.Nelは南関東から東海信越地方に特に多く分布し,Ne2ほ北日本と中国

四国地方にだけ見られた.

10) 新種 ミズタカモジの分類と生態 (大井*･阪本): 1927年本m正次氏によりオオタ

チカモジグサ (AgropyronMayebaranumHoNDA) と命名された植物は,そのタイプ

標本を調査の結果,自然の種間雑種であることが明らかとなった.そこで今までオオタチ

カモジグサと呼ばれていた種に対して,新しい学名,Ag.humidumOIIWIetSAEAMOTO

(ミズタカモジ) を与えた. この種の生態的特徴は休閑水田のような湿潤な環射 こ生育す

ることである.このような特徴に適応して,穂の下の節に離層が発達し,5月の成熟期に

はそこから上部が折れて種子を散布し,下部が多年生化していて,10月ごろになると梓

の各節から新しい芽と根を出すようになる.6月の水田準備中に種子も株も水田中に一様

に分散され,休閑田ではこの種の斉-な密生集団を形成する.

ll) 日本産およびネパール産カモジグサ属植物のゲノム分析 (阪本): 日本産のカモジ

グサ属植物5程,つまり4倍種のアオカモジグサ,エゾカモジグサ,イヌカモジグサ,6

倍種のミズタカモジ,カモジグサ,およびネパール産の4倍種,AgrOPyrOnSemieoStatu仇

と Ag.gmelini,ならびに北米産4倍種 Ag･trachycaulum を用いて多数の種間雑種を

つくり,14組み合わせの Fl雑種について,形態学的,生理学的ならびに細胞学的研究

を行なってきたが,本年はその成果をまとめた.それを要約すると,i)ほとんどのFl雑

種は生育おう盛で,Flの形質は両親の中間またはそれよりすくやれていた. ii)Flはどの

組み合わせでも完全な不稔を示し, Flの高い不稔性はカモジグサ属の種の基準推定に重

要な実験的基礎を与えるものと考えられる.iii)Flの PMCの染色体接合から,日本産
5種とネパール産2種のゲノム構成を推定した.日本産5種は細胞遺伝学的に非常に近縁

な関係にあり,3種の日本産4倍種は同じゲノム構成をもち,2種の6倍種は4倍種のも

つ二つのゲノムにさらに他の一つのゲノムをもつことが明らかとなった.2種のネパール

産4倍種は日本産4倍種と基本的に同じゲノムをもつが,その間には分化が起こってお

り,日本産×ネ/ミール産の雑種組み合わせでは染色体接合の明らかな減少が観察された.

この研究に用いた北米産の4倍種は日本産のものと異なったゲノムをもつことが考えられ

た.

12) 日本産カモジグサ属の自然雑種形成 (阪本): ここ数年にわたって三島付近のカモ

ジグサ属憶物の自然集団を調査し, アオカモジグサ (4倍種)×カモジグサ (6倍種) お

よびミズタカモジ (6倍種)×カモジグサ (6倍種)の二組の自然雑種を兄いだした.本年

暮 国立科学博物館
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はその結果をまとめた. i)アオカモジグサ×カモジクサ の雑種は両者が混生する河川の

堤防や丘陵地帯のすそ部で兄いだされた.23株の山然雑種は完全な不稔性を示し, この

組み合わせでは自然に移入雑種形成は起こっていないと考えられた. ii) ミズタカモジと

カモジグサの雑種の場合は,異所性および同所性自然雑種形成が観察された.前著の場合

はおもに平地の水田の(,I.]辺に兄いだされ,34株の山然雑種を調査した結果,低率ではあ

るが着粒がみられた.後者の場合は丘陵部の休閑田中に両種の混生集団が兄いだされ,そ

の中に雑種植物が観察された.この雑種は 0.2-0.470の割合で両親の戻し交雑が明らか

に起こっており,戻し交雑値物およびその後代子孫の形質発現と種子稔性の回復から,こ

の足しも合わせでは移入雑種形成が起こる可能性が示唆された.

13) -ゾムギおよび-マムギとカモンクサの属目調往種 (阪本): Agropyron と Ely･

JmuSはコムギ族の系統発生を考えるうえで重要な2属である.そこで東亜産 Elymus属

の-ゾムギ (2n-28)および-マムギ (2n-42)とAgropyron属のカモジグサ (2n-42)

の｢砧こ二親の属間F3雑種をつくり,形態の比較と細胞学的観察を行なった.Flは両親

よりも生育おう盛であった.Flの穂の形はややねじれる El?JmuS型で,親の Elymus

では穂tFかつ多くの節に小穂が2個ずつつくが,Flではその傍和よ弱く,小棒が2個つく

穂軸節は全節の 1/3-1/4にすぎなかった.Flは完全な不稔を示した.Flの PMCの

MIにおける平均の染色体接合からみて,-ゾムギには少なくとも一つの,-マムギには

少なくとも二つのカモジグサと共通なゲノムの存在が示唆される.また-マムギの第3の

ゲノムはカモジグサの他の一つのゲノムと部分相同のものであろう.

D.生 化 学 遺 伝 部

昨年 (1963年)6月から,米国オ-イオ州ウェスターン･レザーブ大学のScHWARTZ教

授の研究室に留学中の遠藤徹研究員は,本年夏,同教授がインディアナ大学植物学教室へ転

勤したので,これと行動を共にし,9月1日から留学先をインディアナ大学のScHWARTZ

研究室に移転し,引き続きトウモロコシを材料として遺伝生化学的研究を続けている.

当部本年の各研究室の概況は次のとおりである.

第1研究室 (名和)

高等生物における形質転換の研究 (名和): コナ ＼･ダラメイガ (EphesLia)の鱗毛細胞

について形質転換の実験が進められた.今まで用いら托た系統よりさらに明りょうな黒色

鱗毛をもつ系統を得て,形質転換に必要な条件が調べられた.また鱗毛細胞原基を除去後

その再生しつつあるときの幼虫を DNA で処理することによって,形質転換機構の解析

が試みられた.いくつかの精製法による DNA 試料の, また幼虫,さなぎ,成虫からの

DNA の活性,それに添加物の効果などが比較された.これらのことからこん虫における

形質転換現象には,受容細胞の発達の時期とともに,溶液中での DNA の状態などが大

いに関係することが示唆された.

つぎに,辻田,坂口とともに家蚕を用いて形質転換が調べられた.家蚕幼虫から DNA
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が精製されたが,15%前後の混在するRNAの除去は,RNA分解酵素の使用によって

も困難であった.したがって RNA を含んだ DNA試料が用いられたので,どちらの効

果か今のところはっきりしないが,脱色 (卵色)突然変異について形質転換と思われるも

のが得られたが,結果の解明にはさらに後代の検定が必要である.

第2研究室 (小川)

1) 臓器組織特異性たんぱく質の発生遺伝学的研究 (小川): 艦の発生に伴う臓器組織

の分化のしくみを,骨格筋たんぱく質を中心､に研究している.筋分化の機構を解く手がか

りとして,本年は X線照射ならびに化学薬剤の骨格筋たんぱく質の分化に及ぼす影響を

調査した.

筋分化に及ぼす Ⅹ線の影響は,照射が肱の発生過程のどの時期に行なわれたかによっ

て非常に異なる.筋たんぱく質の発現直前に Ⅹ線を照射すれば,その生合成は抑制され

るが,受精して間もない時期に照射を受けると逆に筋分化は促進される.

2) 動物の細胞分裂物質の研究 (小川): 癌細胞.旺ならびに再生組織を材料として,

臓器組織の分化現象と関連を保たせながら,細胞の分裂増殖およびその制御について調べ

ている.最近は動物の細胞分裂を促進または抑制せしめる作用を示す植物成分について調

査を続けてきた.

新しい発癌物質として注目されているキンクネソボ (CitrussinenSi80sBECK)の果

皮油 (sweetorangeoil)で誘発された,マウス上皮細胞の異常増殖現象について,上皮

組織のたんばく構成の消長を細胞学的所見と対比させながら調べている.この研究は,特

定研究 ｢細胞段階における癌発現秩偶の遺伝学的研究｣ (代表者:竹中要)の分担課題で

ある.

3) 植物ウイルス病の化学 (小川･目下*): 総合研究 ｢ウイルスによるふ入りと遺伝

子によるふ入りの比較研究｣(代表者:木原均)の分担課題である.

高等植物においても,ウイルスの感染により,宿主の遺伝子情報の伝達系が乱され,柄

徴としてのふ入り現象が遺伝性に転化する可能性が最近考えられるようになった.これを

実証するため,ウイルス感染によってふ入り現象のみとめられる,あるいは,遺伝子によ

って支配されているふ入り植物のRNAで,ふ入りの現象のみとめられない情物を処理し,

その形質に及ぼす影響を詳しく調査している.

4) セルロースアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): 電気泳動分析にお

いて,セルロースアセテート膜を緩衝液の支持体とすれば,従来のろ紙に比べ微量の試料

で,短時間でしかもすぐれた分析成績をあげることができる.セルロースアセテート膜の

別の特長は,寒天同様免疫沈降反応あるいは免疫電気泳動分析法にも利用できる点にあ

る.

この新しい研究資材をわが国に紹介して以来,装置,分析方法の改良とその普及に努め

てきた.セルロ-スアセテ-トがすぐれていることがようやくわが国の研究者にみとめら

れ,ことに臨床生化学の仮域ではろ紙法にまったく代わろうという傾向にある.

◆ 木原生物学研究所
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いままで,セルロースアセテート膜はすべて輸入品 (英,栄,独,伊製品)にたよって

いた.本年これら諸外国の製品よりすぐれた分離能と分析成続の再現性を備えた国産品の

開発に成功した.

5) 植物における放射線の障害模作 (遠藤): トウモロコシ種子に対する γ線 (50kr)

の障害効果を,芽生の生長に伴う酵素の消長を中心に追跡した.その結果,可溶性たんぱ

く質の量には有意差をみとめないが,パーオキシダーゼの大部分と酸性エステラーゼの一

部の活性は増大し, pH7.5のエステラーゼのみは7日目以降活性は減少する.これに対

しリンゴ酸およびグルタミン酸両デヒドロゲナーゼにはほとんど障害はみられない.

7) たんぱく質高次構造の組織特異性 (遠藤): トウモロコシの pH7.5よステラーゼ

を支配する遺伝子座 Elにおいて,EIFが支配するエステラーゼの場合,狂乱ならびに芽

生から単離された両エステラーゼの性質ほほほ同一であるのに,EF の場合は 6M 尿素

に対する抵抗性のみが大きく異なることが兄いだされた.したがって生体内におけるたん

ぱく質の高次構造は,必ずしも常に1次構造から自動的に決定されるものではなさそうで

ある.

第3研究室 (辻田)

1) 色素救粒の遺伝生化学的研究 (辻田･桜井): 家蚕の遺伝形質である幼虫休色のう

ち,内皮色素によるもの,たとえば黄体色性や皮膚の透明性 (池蚕性)が,皮膚細胞のど

んな構造物を介して決定されるかについては,これまではっきりしていなかった.著者ら

は i)黄色色素 (セピアプテリン)のようなプテリジン代謝産物ばかりでなく, プリン

代謝による尿酸もともにほぼ球形をした色素額粒中に含まれること, ii)正常蚕の皮膚細

胞の細胞質中に充満する色素額粒は白色を呈するのに対し,黄体色蚕のそれは黄色を呈す

ること,また iii)池蚕では皮膚の透明度にしたがってこの頻粒の量が少なくなり,かつ形

状の異なったものも現われることなどを明らかにした.

色素頼粒本来の構成分はたんばく, リピド,RNAおよび糖などであり,たんばくほ額

粒内側の可溶性たんばくと頼粒外殻の不溶性たんばくから成る.これらの構成分について

本年度行なった実験は次のとおりである.

a) 可溶性たんばくから三つの特異的色素 たんばくの分離精製: これまでの実験に

より,セピアプテリンと結合するたんばくを,尿酸と結合するたんばく,イソキサントプ

テリンと結合するたんばくとの混合分画から分離精製しうることを明らかにした.その後

セピアプテリンと結合するたんばくほ若干の不純物を含むため,これを除去する方法を検

討し,また尿酸たんばく複合体,イソキサントプテリンたんばく複合体の混合する分画か

ら,両複合体をそれぞれ単独に分離精製することができた.

b) 三つの特異的色素たんばくのアミノ酸分析: それぞれのたんばくを 6Ⅳ の塩

酸で加水分解し,2次元ペーパークpマ トグラフ法によりアミノ酸を分析した.その結果

いずれも12種類のアミノ酸 (アルギニン,リジン,アスパラギン酸,グルタミン酸,アラニ

ン,グリシン,ロイシン (またはイソロイシン), フェニルアラニン, セリン,バリン,

スレオニンおよびチロシン)が検出され,さらに実験を継続中である.色素頼粒中最も多



30 国立遺伝学研究所年報 第 15号

量に含まれる尿酸と結合するたんばくでは,グリシン含量が著しく多い.これは,この特

異的たんばくを構成するポリペブタイ ドのアミノ酸連鎖においてグリシンが所在する頻度

が著しく高いことを暗示するものである.このようにクリシン含量の多い特異的たんばく

ぼ,網糸を構成するたんばく ｢フィブロイン｣において知られている.

C) 色素頂粒外崇を構成する不溶性たんばくの分析: fTI_常蚕 (支 124) から精製し

た色素腎粒の外殻たんばくをアミノ酸自動分析器 (柴ui化学製)にかけ分析した結果,17

種類のアミノ酸 (リジン,ヒスチジン,アルギニン,アスパラギン酸,//ルクミン酸,ス

レオニン,セリン,プロリン,グリシン,アラニン,シスチン,バリン,メチオニン,イ

ソロイシン,ロイシン,チロシン,フェニルアラニン)が検出され,それぞれのアミノ酸

が定量された.

d) 色素裾粒の1)ピドの分析: 正常系 (大道,支 124),突然変異系 (E-len,a-len)

などを村紬こ用い,これらの幼虫皮膚から集めて精製した色素斬粒とその外殻を試料とし

て,ベンゼン･クロロホルム混液およびベンゼン･石油エーテル･ユタノ-ル泥波で薄層

クロマトグラフィーを行ない,6個の共通のスポットのほかに,正常系のみ,1胴orj不飽

和脂仇酸と考えられる過剰スポットが現われることを兄いだした.共通の6個のうち,3

個はパルミチン酸,ステアリン酸,オレイン酸であると推定される.

e) 色素たんばくをめぐる諸問題: 上述のとおり色素額粒について新 しい事実を明

らかにし得たので,これを基礎として,色素たんばくをめぐる種々の問題を解明すべく実

験の計画中である.

2) 淡薫体色蚕系統の育成 (辻LII･桜井): 訳体色蚕 (len)と淡講体色蚕 (a-len)と

の Fl雑種では全部黄体色蚕となるが,lem 平のさなぎにX線 (5,000r～8,000r)を照

射して,これを d-lem に交配すると,次代の荊体色蚕中に少数の渋茶体色蚕が現われる.

この変異体を d-lem に戻し交雑し, 次の代に分離する正常に近い体色あるいは著しく淡

い黄体色の幼虫を残して固定する.このようにして得た淡黄体色蚕の数系統のうちには,

体色が正常幼虫とほとんど遣わない,しかも皮膚細胞のプテリン･レダクターゼ活性が弱

く,イソキサントプテリン含量も著しく少ない系統が含まれている.これらの淡黄体色蚕

系統は,それぞれの幼虫から色素額粒を分離精製して,その構成たんばくのアミノ酸組成

を普通の黄体色蚕のそれと比較研究するため作製したものである.

3) 家蚕における平衡致死の研究 (辻田･桜井): 現在保存する YD4黄色致死の系統

は,毎回掃き立てるほとんどすべての蛾区が黄色致死蚕を分離するようになっている.こ

れは第III染色体の対をなす染色体の一方に Ieml遺伝子が座乗し,他方の染色体上のIem

座に近いところに偶発的に生じた r仇 突然変異 (限の分化が遅れ, わい小蚕となり致死

作用を伴う劣性突然変異)のため,毎代生き残る Ieml/rm どうしの交配により生ずる次

代の Iemlホモの個体と rn ホモの個体が, 1眠期の前後で淘汰される結果にはかなら

ない.この YD4系統について遺伝生化学的研究を始めている.



研 究 の 概 況 31

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部における研究活動の目標は,農作物や家畜の品種改良をやっている人たちに

役だち,あるいは育種学の進歩に貢献するような研究を開発していくことである.育種に

は動物と植物の区別があるが,動物と植物に共通した基礎理論の研究も必要であるから,

応用遺伝郡には,動物を扱う第 1研究室,植物を扱う第3研究室および基礎理論を扱う第

2研究室がある.これらの研究室は,それぞれ独白の材料と課題をもって研究を行なって

いるが,それらに共通して部としてかかげている二つの目標がある.一つは現在の家畜や

農作物がどのようにして野生の動植物から生まれ,どのようにしてわたくしたちの生活に

はいってきたかという,家畜作物の起原と順化の研究であり,他の一つは,生産力や生理

形態に関与する量的形質とはどのようなものであるかという問題である.ニワトリをみて

ち,卵用種と肉用種では体型が違 う.いったいどこがどのように遣 うのであろうか.そし

てその違いが,ニワトリの生活機能や発育にどういう関係があるのであろうか.イネやム

ギでは,一株にたくさんの小さい穂をつけるものもあれば,大きい穂を少ししかつけない

品種もある.茎が伸びるといっても,ただ全体的に伸びるのではなく,節の数と節問の長

さがいろいろあって,しかも品種によって伸びる節問の場所が遣 うのである.穂の性質は

収量に,茎の伸び方は倒伏に重大な関係がある.遺伝子が動植物のからだの部分をどのよ

うに,そして他の部分とどのような関係をもたせながら発育させていくのであるかを解こ

うとするのが,さしあたりの課題である.このために,一方では量的形質を支配する遺伝

子の多面発現の研究を行ない,他方では発育過程の誤差として起こる発育不安定性の研究

を行なっている.

上にしるしたものは,応用遺伝部の各研究室に共通した基本的な課題であるが,それと

ともに他の機関から依頼されて行なっている研究もある.

第2研究室においてほ,本年は特別研究生として,林野庁函館営林局向出弘正技官,農

林省四国農業試験場武田元吉技官,中華民国台湾省台南農業改良場嘉義分場徐進生主任,

北海道大学大学院学生島本義也,アラブ連合政府奨学生 ･東京大学大学院学生 M.S.Eレ

BALALおよび丸山幸光が,研修を兼ねて当研究室の研究に参加した.

研究室別に研究活動の内容を概説すると次のとおりである.

第1研究室 (酒井)

ここではニワトリとウズラを材料としている.

1) ニワトリの頚椎肋骨の左右不相称性に関する研究 (河原): 白色レグホン種の閉鎖

群と3近交系統 (近交係数約 60-70%)で,第3から第 12の頚椎肋骨における左右不

相称指数を調べたところ,閉鋳群は 2.78,近交系はそれぞれ 4.35,3.02,2.84で, 系

統問には著しい差があった.この不相称性は,ニワトリの生存力や隆能と関係があるよう

にみえる.

2) ニワトT)の脚部の左右不相称性 (藤島): 2品種 (WL,RIR)を使い, 歴郡と各
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指虻の左右の長さを,0,3,6適合で測定したところ, i)艦長,祉長ともに左右不相称

性が兄いだされ,ii)不相称の強さは品種で異なり, iii)第2虻と第3虻の不相称の間に

は正の相関があり,かつ iv)不相称性は成長とともに各部位で特異的な変化を示すこと

がわかった.この不相称性がニワトリの運動能力や生産能力とどういう関係があるかは,

将来の研究をまたねばならない.

3) ウズラにおける近親交配効果の発育遺伝学的研究 (河原): これは日下近親交配を

重ねながら材料を準備している.

4) ニワトリの経済形質に及ぼす性染色体と母体効果 の研究 (河原): Flの正逆交雑

および戻 し交配法を使って,性成熟口令の早晩に性染色体が関与し,その遺伝子は羽毛発

生伴性遺伝子と関連 があることを兄いだした. 産卵能力にも性染色体 の関連が認められ

た .

5) 誘発奇形の研究 (河原): γ線によって誘発される脚祉欠除に関して系統の比較を

行なったところ,奇形誘発頻度と奇形の程度とは正の相関を示した.また厚生省の委託研

究費を受けて,サリドマイ ドその他の薬物の処理効果についても研究を行なっている.

6) ニワトリの卵重と体重の遺伝 (河原): ニワトリの卵長と卵幅に関し,正負の選抜

を行なっているが,その目的は,体重その他の母鶏の形質と卵の諸形質との遺伝相関を知

ろうとすることである.

7) ニワトリにおける競争力の品種間差異 (藤島):ニワトリの3品種 (WL,BPR,RI

R)杏,1遇令から異品種混合区と単品種区に分けて飼料制限給与の状態で飼育し, 両区

の成長を比較検討した.その結果,i)競争力は品種で異なり,ii)競争は5遇令ごろから

起こり,iii)BPRが最も強かった.

第2研究室 (酒井)

この研究室で取 り扱っている材料は,イネ,オオムギ,タバコ,アサガオ,林木,ショ

ウジョウバェの各種にわたっている.

1) ショウジョウバェ集団における連鎖不平衡の効果 (井山): この研究は,生物集団

中に連鎖不平衡があると,遺伝子に超優性効果がなくとも,連鎖効果として超優性のよう

な作用が現われるという仮説を実験的に確かめようとするものである.

2) オオムギにおける競争の研究 (井山): 異なる遺伝子型間の現争が,個体の配置法

に応 じて相加的になっていくという仮説を実験的に証明した.

3) イネにおける発育不安定性の遺伝 (井山): Ⅹ 線照射 の後代系統について, 各種

形質の発育不安定性に関与する遺伝子の突然変異,選抜実験,および他の形質との関係を

追求している.

4) メ/ミコの発育不安定性の diallel分析 (島本): タバコの葉の左右不相称性と葉脈

問変異について6品種の diallel分析を行なった結果,遺伝子効果はおもに相加的であっ

たが,部分優性もあり,また,組み合わせによっては細胞質効果または遺伝子型間の働き

合いが認められた.

5) タバコの発育不安定性の遺伝 (島本): 葉の不安定性に差のある両品種のFlとF乏
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についてその遺伝分析を行なった.その結果は,F8の調査をまってとりまとめる.

6) タバコの花器形成の発育遺伝学的分析 (島本): 5本の花糸の間の量的分化と発育

不安定性との間に正の遺伝相関が兄いだされた.これがどのような遺伝子の働きによるか

を明らかにするため,目下研究を続けている.

7) タバコの量的形質に対するⅩ線処理の効果 (丸山): タノミコの菓数,菓長,菓幅,

葉脈数,棄身左右不相称性などの諸形質に対する Ⅹ線の効果を調べた.いずれの形質も

量的突然変異を起こしたことが認められたが,特に葉脈数と左右不相称性に関する突然変

異は興味ある問題を包含し,目下分析中である.

8) イネの休部の発育遺伝学的研究 (ELBALAL): 1959年 に出発した Ⅹ線処理集団

とその対照集団を使って,イネの各部分の遺伝子支配の関係および発育関係の追求を行な

っている.

9) イネの穂と種子発芽における発育不安定性の品種間差異 (秩): 穂の発育と種子発

芽に関し発育不安定性の品種間変異を研究した.材料には,日本イネのほか,多数のイン

ド型イネや台湾在来種を含む.目下台湾に帰国して,取 りまとめ中である.

10) オオムギの節問と葉の形成に関する発育遺伝学的研究 (武田): オオムギの Ⅹ線

処理後代の系統を使って,統計遺伝学的分析を行なったところ,節問相互間,また節問と

それに相当する薬鞘の長さとの問の遺伝相関はきわめて高く,共通遺伝子の存在を示した

が,葉は他部との相関が低く,別個の遺伝子による支配が考えられた.個体内変異ではか

った不安定性は, 穂下の第 1節問と, 基部の第5節問が高く, 第3,第4節間は低かっ

た .

ll) 林木における競争の研究 (向出): 林分内の個体間費争を立証する統計量 を定義

し,各地から集めたスギ林について,競争の起こり方は地域的に異なること,競争効果は

胸高直径には強く出るが,樹高には出にくいこと,同一遺伝子型内では競争効果は出ない

こと,スギでは競争は著しいが, トドマツではきわめて出にくいことを兄いだした.

12) 競争効果を含んだ遺伝パラメーターの推定 (向出): 現存の林分の分散および共分

散を使って,遺伝および環境による分散成分を推定する方法は先に当研究室から発表され

たが,競争が起こっている林分の分散と共分散から,遺伝,環境および競争の成分を分割

する方法に成功した.研究の結果によると,競争が起こる場合には,遺伝力がはなはだ低

く,母樹の選抜が困難になることが明らかにされた.

第3研究室 (岡)

野生イネと栽培イネを材料として,進化と適応の機作とそれから結果するものを探究し

ている.おもな研究項目は下記のとおりで,すべて,岡室長と森島教官の共同研究として

行なわれている.

1) Oryzasalivaと0.glaberrimaとの雑種における染色体組み替え: この交配の

Flは不稔性がきわめて高いが,選抜により約 40の稔性の高い F6系統を分離し,それ

らを両親系統に戻し交配した.また両親の4倍体どうしの問の交配試験も行なった.これ

らの雑種における標識遺伝子の分離から,上記両親種の間の染色体組み替えは,種内の場
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合と同様に起こることを兄いだした.

2)0.sativa品種間の F2不稔性:F2 の不稔性は主として個体の発育を通じて作用

する遺伝子による diplonticsterilityであり (0Ⅰ(AandDoIDA,1962),したがって Fl

不稔性とは本質的に異なると考えられる.多数の品種組み合わせについて調査を続けてい

るが,まだ結論を得るに至らない.

3) OIPerenni8系統間の Fl不稔性の調査: 本種は世界各地の熱帯に分布する野生

イネで,そのうちアジアのものが sativaの祖先と考えられる.本研究は,昭和 33年か

ら続いているが,本年度はニューギニアとオーストラリアの系統を材料に加えた.今まで

すでに種々の雑種不稔群が兄いだされている.

4) イネ雑種集団における自然淘汰の研究: 台湾中興大学胡兆華教授 との共同研究と

して行なわれているが,今までの成鏡から,栽培圧力 (栽培型-の進化を起こす自然淘汰

圧)の作用が明らかにされてきた.

5) 季節反応性と葦型の遺伝: 森島は本年2月から 12月まで,岡は11月からフィリ

ピンの国際イネ研究所に出張し,同所の T･T･CHANG博士と共同で,イネの量的形質の

遺伝の研究に従事した.表題の項目については目下分析を続けている.

F.変 異 遺 伝 部

動物,植物および微生物の放射線遺伝学が主題日である.原子力予算によるγ線温室が

完成し,生体照射の連続弱照射実験に期待がかけられた.第 1研究室 (動物)は土用清が

ネズミ,向井松美はショウジョウ/ミニを材料に研究している.吉川勲は9月に放射線医学

総合研究所に転出し,山崎常行 (京大･農 ･大学院学生)が協力して集団遺伝学的研究を

行なった.この研究は米国 NエH.の研究費による ｢放射線誘発突然変異の適応度への効

果｣の分担である.

第2研究室 (植物)でほ松村清二,藤井太朗および馬淵智生 (研究委員会職員)が,コ

ムギ,イネ, トウモロコシおよび Arabidopsisを用いて主として RBE と線量率の問題

を研究した.東洋レーヨン科学振興会研究助成金による2か年にわたる研究は終了報告を

｢遺伝学雑誌｣,第 39巻,第1-2号に掲載した.ロックフェラー財団からの研究費による

｢イネの細胞学ならびに遺伝学的研究｣では木原研究室に協力し,他方,9月からは日米

科学協力事業の一端として E.良.SEARS･松村の ｢太平洋地域における栽培コムギの系

統分化の遺伝学的研究｣が3か年の予定で開始された.また 10月中旬から1か月間 ドイ

ツのH.GAUL博士が文化締結国の交流 (文部省調査局)により釆目して各地を回った.

第3研究室 (放射線実験室)では石和浩美が2月末に留学のため渡米し,池永満生が突

然変異生成機構と放射線の生物効果の生物物理学的研究を行 な った. また加藤武司 (阪

大 ･医･助手)が流動研究員として ｢連続弱照射による γ線誘発突然変異の研究｣ の課

題で研究に協力した.
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第1研究室 (土川)

1) マウスによるポリジーンの放射線誘発突然変異率の研究 (土川 ･向井): ポリジー

ンの放射線誘発突然変異率がショウジョウバェでは,主遺伝子におけるよりも著しく高い

結果がえられているので,これをマウスについて検討してきているが,量的形質として体

重のほか,さらに非連続変異形質ではあるが複数遺伝子による支配が考えられている骨変

異について,引き続き調査を継続中である.

2) H-2および Hb座位の突然変異率の推定 (土川): ともに昨年につづいて実験を

行ない,後者については体細胞突然変異率を推定するため,準備段階として-モクロビン

に対する抗体産生の実験を続け,ほぼ目的にかなう抗体がえられることがわかった.

3) 放射線感受性の系統差の問題 (土川): 昨年大図が行なった実験をさらに検討し,

無照射のもので腹旺内単核食細胞の誘発数に差異のあること,照射直後に有意差は認めら

れないが三日後にふたたび差異が現われることがわかり,また薬物に対する感受性の系統

差については,とくにェチルウレタンによる奇形誘発の系統差について追究し,その差異

が遺伝的であり,またコーチゾンによるロ薫製誘発の場合と同様母体の影響も関係するこ

とを認めた.

4) 遺伝子座を異にするポリジーン間の位置効果の研究 (向井 ･山崎): 突然変異ポリ

ジーンが相同染色体の一方のみにあるときほ超優性を示すが,両方の染色体にあ る とき

は,たとえ遺伝子座が異なっても,-テロで有害であることを発見し,古典仮説と平衡仮

説を統合する端緒をつかんだ.

5) 劣性致死遺伝子-テロの生存力-の効果 (向井 ･吉川): 自然淘汰圧なしに累積し

た劣性致死遺伝子は-テロで,どのような遺伝的背景においても生存力を下げること(1.5

-2.570)を発見した.41の劣性致死突然変異遺伝子のうち,超優性を示すものは1例も

なかった.

6) 放射線誘発突然変異の生存力-の効果 (向井 ･吉川): 昨年度に引き続き同種類の

実験を行ない,ホモの遺伝的背景で一方の染色体のみが誘発突然変異をもつときでも,そ

れらの染色体が自然淘汰の結果できた共適応遺伝子系をもたないときは,超優性の発現は

ないことを発見した.

7) 連鎖不平衡の研究 (向井 ･山崎): 昨年度に引き続き,キイロショウジョウバエの

se,ew遺伝子の集団内での行動を追跡し, とくに se遺伝子に関して永久的連鎖不平衡

が成立したと思われる3例を得た.これらの集団では se遺伝子が非常に高い頻度で (約

0.4)4年間 (約 100代)集団中に維持されている.

第2研究室 (松村),第3研究室 (松村)

1) 放射線影響に対する RBEの研究: 一粒コムギを用い 14.1MeV中IFi-A.千 (オ- ク

リッジ国立研究所および広島大学原爆放射能研究所)の RBEはγ線に比し10-15倍で

あるが,Assionneutronsではやや大きく,一方 Po-Beによる平均 7.2MeV中性子で

は 14.1MeVの場合の2-3倍大きいことを認めた (松村).

Arabidopsisによる重イオン粒子の研究はカT)フォルニア大学 Hilac装置により,He,
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C,Arイオンを用いた.致死率は Heがもっとも高 く, Arがもっとも低かった.無毛

の体細胞突然変異は Cがもっとも高くγ線に比L RBEは約 20,Arがもっとも低 く

約8と推定され,LET の非常に高い Arでふたたび低下したことは従来の仮説に一致し

た. また重イオン粒子照射では γ線, 中性子でほとんどみられない古形的生育を示すも

のが非常に多く,組織に対する破壊力が大きいことが推測された 帽証)0
2) 高等価物における紫外線作用の研究: トウモロコシの花粉に紫外線 を照射すれば

腫乳突然変異 (Su-su)が生じることは古くから知られているが, この花粉に可視光

線をあてると,微生物で一般に見られるような光回復現象があることを兄いだした.紫外

線照射だけのものと,紫外線に可視光処理を加えたものの突然変異頻度を比較すると,可

視光処理によって全体突然変異 (全変異粒)は著しく低下し,逆に部分突然変異 (キメラ

粒)が増加する傾向が見られた. これらの事実から, 紫外線によって花粉の DNA 中に

生じた thyminedimerが,突然変異誘発に何らかの形で関与していることを示唆してい

るものと解釈できる (池永 ･馬淵).

Arabidopsisの芽生に,微生物に対して致死効果の高い 274mFLの紫外線を 100ergs/

mm2/secで 1-100分照射し, 光回復効果を除 くために照射後 24時間暗室におき,後

2週間にわたって生存率を調査した. 生存率は処理時間の延長とともに低下L,10分照

射では約半分が枯死し,100分照射での致死率は 95%となった.芽生の茎は透明である

ために, 紫外線の致死効果は 生長点に対するよりほむしろ茎に対する影響かとも考えら

れ,紫外線の高い致死効果が突然変異にむすびつくかいなかに疑問があり,現在実験中で

ある (藤井).

3) 紫外線の致死効果の回復機構の研究 (池永 ･近藤): 大腸菌の紫外線抵抗性が著し

く異なる種々の系統を用いて, 紫外線照射を受けた菌の γ線に対する感受性の時間変化

を追 うことにより,従来より提唱されている回復機構のモデルの妥当性を検討した.また

紫外線照射をした Tlファージの増殖能力が, 宿主によってさまざ まに変化すること

(hostcellrecovery)を用いて広範な研究を行ない,回復機構に開通したいくつかの興味

ある事実を兄いだした.

4) EMSによる突然変異誘発の実験 (藤井): 一粒コムギを用い,EMSの 0.1,0.3

および0.5%液により24時間処理 し,比較には γ線を0.5,1.0および 1.5kr照射し

た.材料は正常種と chlorina-テロ植物を用い,前者では次代の劣性変異を,後者では

処理世代の体細胞突然変異を調査する.0.570区では発芽率が著しく低下し,さらにsyner-

gisticeffectをみるために EMSo.570と γ線 lkrの処理を行なったが,ほとんど発

芽しなかった.

5) 放射線影響に対する線量率と貯蔵効果: 特定研究 ｢突然変異生成 における放射線

の線量率効果の基礎研究｣(代表者:田島弥太郎)の分担として研究された.水分含量 13

70の一粒コムギ種子を,空気 酸素および窒素のアンプルにつめ,19･7r//hrと 10kr/hr

の線量率で 10-15kr照射した. 3ガスとも援照射が 急照射に比し効果が大きく,芽

生の伸長がおくれ,貯蔵効果はあまりみられなかった.空気にくらべ,酸素効果は予期に
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反し,あまり著しくなく,窒素の放射線影響を軽減する効果が緩急照射ともに兄いだされ

た.水稲種子 (水分含量 1270)も同様の3種類のガスに封入して急照射した.空気と酸

素のものは照射後室温に貯蔵すると芽生の伸長を抑制したが,窒素ではその効果がなかっ

た (闘､い 馬淵).

トウモロコシ花粉に γ線の1,100rを線量率を変えて照射すると,Su-suによるキ

メラ粒の頻度は変わらないが,全変異粒は急照射では増した.照射後 60分までの貯蔵で

は影響はなく,分割照射で突然変異率が減少したが,これは Su-suの突然変異が 2hits

による染色体異常によることを示す (馬淵).

6) その他のコムギの放射線遺伝学的研究: 各系の花粉 における放射線感受性の比較

を行なったが,予想どおり2倍瞳 (AA および DD) は感受性が強く,4倍種 (AABB)

と6倍種 (AABBDD)では大差がなかった (松村 ･馬淵).各系における加令種子の放射

線感受性を調べるため, 1-2年加令したものに γ線を照射したが,加令とともに感受

性は増し,加令と放射線障害は additiveに働くことがわかった.水稲でも同様の結果が

得られた.これは試扱研究 ｢植物笹子の永年保存に関する研究｣ (代大老:西山市三) の

分担である (松村 ･藤井).｢原子炉ならびに γ圃場の共同利用に関する研究｣ (代表者:

松尾孝嶺)の分担としてほ, 昨年度と同様にコムギ群を γ圃場に完値して,成熟までの

問連続弱照射を行なった.だいたい同様の結果を得たが,ごく弱い線量率の照射では,坐

体でも相当の抵抗性がみられた (松村 ･藤井).

一粒コムギにおける突然変異のクラスター的u｣.現の機構を知るため, chlorina-テロ

の若い陸に γ線を照射して,その縞の発現を調べた (藤井).

7) 種子たんばくの種特異性の研究 (松村 ･馬淵): 生化学遺伝部桜井の協力で,コム

ギとイネおよびそれらの近縁種について電気泳動法が用いられた.ゲノムの差によること

はもちろん,同一ゲノムのものでも種によってたんばくの種類あるいは化学構造が異なっ

ていることが暗示された.一方,イネ屈のゲノム分析:王木原研究室と共同して継続した.

8) ｢放射性同位元素による内部照射と外部照射との遺伝的効果の比較｣(代長者:松村

清二)(池永 ･近藤): 横閑研究の継続課題である.本年度はカイコのさなぎの中期に32P

を注射して, 32Pが雌の生声直細胞の DNAに大量に取り込まれるような条件下で実験を行

なった.その結果, 32Pの内部照射もγ線の外部照射も,ri-rJ一線量では同じ変異誘発効果

を示すこと,いいかえればここで用いた実験条件のもとでは 32p - 32S の原子核変換の効

果は認められないことが明らかにされた.

9) 液体シンチレータ-の発光過程の研究 (加藤): 溶媒に吸収された放射線のエネル

ギーが発光体に渡されるまでのエネルギー移動の過程について,溶媒系,シンチレーター

系,クエンチャー系をいろいろと組み合わせて研究を行なった.

10) 線量測定 (相葉･池永): 新たに設躍された γ線照射温室内での線量率の空間分

布,および室内漏洩線量の測定を行ない,極遥l則｣の照射実験が行なえるようになった.

また 65キューリ-に増量された 60Coγ線照射宝および既設の 137Csγ線照射室の線量

測定は常時行なわれている.
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G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質の遺伝学

的研究がなされ,rそのほか随時に外部からの遺伝相談に応じている.一方第2研究室で

は,これまで人類集団の遺伝学的理論と統計的方法の研究がなされてきたが,木村資生室

長と平泉雄一郎研究員とが7月1日から新たに発足した集団遺伝部に転出したので,それ

に伴って第1研究室の外村晶が第2研究室長に昇任し,入坑の染色体異常に関する研究を

拡張することになった.また7月から大石英恒が研究員として加わった.

今年行なわれた研究の概況は下記のとおりであるが,これらはロックフェラー財団およ

び文部省科学研究費の援助によるところが大きい.

第1研究室 (松永)

1) 分泌型 ･非分泌型による淘汰の研究 (松永 ･平泉): 前年度の年報に報告したよう

に,1962年夏秋田県大館市において,妊娠歴聴取および親子の ABO血液型を判定する

大規模な調査が行なわれた.その際被験者の唾液を採取したが,その後これについて吸収試

験により分泌型 ･非分泌型の別を判定した.検査の完了した2,329組の夫婦と子供 5,786

人の資料を統計的に分析し,次のような知見が得られた. i)分泌型･非分泌型は常染色

体上の優劣1対の対立遺伝子によって支配されることがわかっているので,各遺伝子型の

生存率,-テロの親における分離比などを最尤得点法によって推定したが,各型の生存

率に有意差はなく,分離比もほぼ 50%に近い値が得られた. ii)一方夫婦の型の各組み

合わせ別に, 生存率, 子の死亡率を比較すると, 夫婦がともに非分泌型の組み合わせで

は,他の組み合わせに比べて平均生存児数が約 1070低く,その差は570水準で有意であ

った.この所見が生物学的にどこまで意味があるか,日下分析中である.

2) 網膜謬腰の治癒率と愚老の生存率(松永): 網膜謬腔は幼児の眼を冒す悪性腫癌で,

出生児当たり約4.2×10~5の頻度で発生し,治療を加えなければ患者は死亡する.この病

気の大半は遺伝しないが,一部に不規則優性に遺伝するものがあるので,医療の進歩はこ

の病気に対する淘汰の力をゆるめるおそれがある.この点を明らかにするために,以前に

北海道で悉皆調査の対象となった患者を再調査し,さらに 1901年から1940年までの問

に七つの大学病院で治療を受けた患者の追跡調査を行なった. その結果, i)網膜屡睦に

対する眼科手術の遠隔成賃は,片眼性のものでは,50-65%,両眼性のものでは約2270

で,最近 60年間にほとんど変わっていないこと,ii)手術の時機を返した者も含めると,

患者の生存率は片眼性の者で約 0.57,両限性の著では0.20であることが推定される.

3) 人口傾向の遺伝的影響 (松永): 最近のわが国における出産率と死亡率との急激な

低下は,世界の注目するところであるが,産児制限,人口の都市集中などに伴う人口構造

の革命が,将来の国民の遺伝的資質にどのような影響を及ぼすかを検討している.

4)人類の遺伝生化学的研究 (篠田): 人血清たんぱく質および赤血球内酵素にみられる

個体差について次の研究を行なった.

a) 南紀古座川流域の住民約1,300人から採取した血清について,昨年に引き続き
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Hp(-プトグロビン)型を判定した.現在までに検査された約 600人の成窮に基づいて

計算すると,Hpl遺伝子の頻度は約 0.256となる.Hpの塑別安定性について調べたと

ころ,2-1型は 2-2型および 111型に比べかなり不安定で, 溶血血清で特に顕著であ

る.夏期の室温下に数日間保たれた場合, デン粉ゲル電気泳動では 2-2型との区別が困

難となる.したがって集団調査のときに血前の保存を適切にしないと, 2-1型を 2-2型

と誤判する機会が多くなる.一方血清が -20oCで保存された場合では,2年後において

もHp型の判定には支障がない.

b) 前年度の年報で,上記集団について赤血球 G-6-PDの活性をグルタチオン安定

性試験により検査し, いわゆる ｢プリマキン過敏症｣(伴性遺伝) とみなされる個体は,

男子535名のうちただひとりであることを報告した.その後和歌山医大半田順俊教授と協

力して,この住民の家族関係,年令などに関するデータを得たので,これに基づいて正常

範囲における G-6-PD活性値の量的変異を統計的に分析した.i)血球 100cc当たりの

GSH 情 (post･incubation値)は,年令増加に対しわずかであるが正の回帰を示す.ii)女

子は平均して男子よりも活性値 が多少高いが,分散はかえって有意に小さい.iii)親子

間,同胞間の相関を調べると,母-息子,娘一娘の間で0より有意に高いが,ほかの組み合

わせではいずれも有意な相関は認められなかった. これらの所見は, G-6-PD活性の量

的変異が, Ⅹ 染色体上の複対立遺伝子または modifierに支配 されるとする仮説に一致

している (篠田･松永).

C) 赤血球車の酸性 phosphataseは, 電気泳動的に少なくとも三つのグループに分

かれることが確認された.それらは基質特異性の点で白血球などの酸性 phosphatase と

は区別できる.この個人差は人類の正常多型形質の一つとして集団遺伝の材料に利用でき

る見込みがあるので,目下その遺伝的基礎について研究を進めている.

5) 核酸の機能と構造 (篠用): 核酸の機能と構造との閑係を調べるために,昨年につ

づき DNA(胸腺)の化学修飾を行なった.DNAを弱アルカリ下において TNBSで処

理すると,分子内のグアニン塩基が選択的に化学修飾を受け,このものは 430m′̀付近に

吸収極大を持つので肉眼的に検出できる.この知見は,酸処理による構成塩基の分析およ

び部分水解によるヌクレオチ ド分析などに応用すると便利である.

第2研究室 (外村)

1) 人繁等jIの染色体異常に関する研究 (大石 ･外村): 前年度から引き続いて,各種の先

天異常患者の染上体分析を行なってきた.本年度の調査のなかで特記すべきものは,副腎

性器症候群の疑いのある3才の女児に兄いだされた Ⅹ 染色体の構造的異常である.X染

色体は次中郡着糸点を有する染色体であるが, この患者では,2個の Ⅹ 染色体のうちの

1個は端部着糸点をもっており, pericentricinversionに起因する異常と解釈される.

BH-thymidineを用いたオー トラジオグラフィーにより,この異常を確認し,報告する予

定である.一方,ダウン症候群の染色体調査では,30例のうち 13-15:21転座型と21-

22:21転座型の2例を発見したが,散発性で,両親の染色体はいずれも正常であった.普

た,ダウン症候群に関しては,染色体異常を確認した症例が集積されてきたので,転座型や
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モザイク型の頻度,患者出生時における両親の年令分布などについて分析を進めている.

2) Ⅹ染色体とドラムスティックの関係 (外相 ･大石): 末しょう血の多核自血封三にみ

られる ドラムスティックが,1個のⅩ染色体の全体から由来しているのか,それともある

特定な部分を除いた他の部分だけから成っているのかということを究明するために,X染

色体の短腕部を欠失した ⅩA個休と, 長腕郡のイソ染色体を有する ⅩⅩ 個体とを材料

として, 異常 Ⅹ 染色体によって表現されるドラムスティックの大きさを比較検討した･

その結果,後 掛ま前者の2倍の値を示し, Ⅹ 染色体の長腕部はその全体が ドラムスティ

ック形成に関与しているものと推定された. また, 正常な ⅩⅩ 細胞におけるドラムステ

ィックの大きさ, Ⅹ 染色体の短腕部と長腕部との腕比, および女性細胞の半数染色体に

対する1個の X染色体の面積比を計算し,それらの結果から,Ⅹ 染色体の短腕部の少な

くとも 1070は ドラムスティック形成にあずかっていないという結論を得た. この こ と

は,Ⅹ 染色体の異常凝縮,さらには遺伝的不活性化という問題に関連し, その不完全性

という現象を説明している.

3) 新生児 における性染色質とドラムスティックの研究 (外村 ･曽我*･井奥**): 節

生児における性染色体異常の発生頻度を調査する目的で,性染色質や ドラムスティックに

ょる性判定を開始した.調査数がまだ少ないので,頻度に関しては述べることがてぎない

が,新生女児 100名中に ドラムスティック2個 (ⅩⅩⅩ 型) を有する個体が1例発見さ

れた.また,新生女児 20名について,出生後0日から6日目までの性染色質の出現頻度

を連続的に調べ, 出生後2日目までは,成人女子における頻度 (257G)に比較して著し

く低いことを確認した.

H｡微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では細菌およびバクテリオファージを用いて,遺伝子の微細 結造および遺

伝子作用の調節機構の問題を中心に研究を行なっている. ｢サルモネラ菌の免疫遺伝学的

研究｣をテーマとして組織された免疫遺伝研究会は,引き続き米国 N.Ⅰ.H.の研究補助金

(AL02872)を得て継続され,発足以来6年目を迎えた. 本年4月研究協力者として新た

に山口滋 (東京教育大学大学院), 鈴木安子 (名古屋大学大学院) の両名が参加した.昨

年から始められた総合研究 ｢細菌の遺伝学｣(代表者 :池田贋之助) には ｢細菌べん毛の

遺伝学的研究｣を分担課題として参加し,本年度も引き続き文部省科学研究費の補助をう

けた.本年 3月飯野室長 を代表者とし,名和 (生化学第 1), 坂口 (形質第2),森脇

(細胞第 1)を共同研究者とするグループの ｢細胞分化の遺伝生化学的研究｣に対して,莱

洋 レーヨン科学振興会から研究助成金が与えられた.同助成金により,分析用超遠心分離

戟 (SpincoE型)が購入され,細胞成分の分画と分析に活用されることになった.

本年度の主要研究は二つあり,一つはサルモネラ菌べん毛の抗原特異性と形態形成に伴

+ 東洋 レーヨン三島工場病院′ト児科

++ 鳥取大学医学部産婦人科
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うFu｣題であり, これはべん毛たんぱく質の酵素分解による分析, べん毛たんぱく質単量

体からのべん毛合成,ならびに形成されたべん毛の機能すなわち運動性という三つの観点

から研究が行なわれた.他の一つはサルモネラ菌の遺伝子作用の調節機構に関する研究で

あり,抗原変異の遺伝的機構を明らかにするための実験が inJUivoおよび invitroで合

わせ行なわれ,また栄養素感受性に関する調節機構解明が生化学的手法で行なわれた.

第1研究室 (飯野)

1) フラジェリン構造遺伝子間の相互作用 (飯野): 1相べん毛たんぱく質 (フラジェ

1)ン)の構造遺伝子 Hlに関する-テpジノー トでは,フランェ7)ンの合成について対立

遺伝子内抑制 (allelicrepression)が起こることはすでに報告したが,さらに2相フラジ

ェ1)./の構造遺伝子は同一染色体上の Hlに対しても,同一細胞内の異なった染色体上の

Hlに対しても抑制作用をあらわすことを兄いだした.またエソトジノー トが ah1- をも

つとエンドジノー トの Hl自身の活性を失うばかりでなく, エキソジノー トの Hlに対

する抑制作用も失われることを兄いだした.

2) サルモネラ菌のわん曲べん毛突然変異株からの2次的べん毛変異型 (三谷 ･飯野):

2相構造遺伝子の突然変異によりべん毛がわん曲型に変異した S.abortuS･equiを0.270

半流動寒天培地で培養して,正常型へ完全に復帰した変異株のほかに,菌体の運動性およ

びべん毛形態上から,わん此型と正常型との中間の性質を示している突然変異株を分離 し

た.それらの変異株は,光学顕微鏡による運動性の観察,半流動寒天培地上での遊走性の

相違,また電子顕微鏡によるべん毛型の観察により,5種の型に類別された. P2277

-ジによる導入実験の結果,少なくともそのうち4型の突然変異形質は2相構造遺伝子に

よって支配され,2相にのみ特異的に現われることがわかった.また各変異型とわん曲塑

変異株に対する抗血清問の相互吸収の結果では,べん毛抗原に差は認められなかった.

3) べん毛抗原決定遺伝子の微細構造 (山口･三谷 ･飯野): 部分的に異なった g群

のべん毛抗原をもつ4枚のサルモネラ菌を用いて血清吸収試験を行なった結果,g群抗原

に少なくとも9種の抗原決定群が存在することが認められた.現在,それらの抗原決定群

の特異性を決める区域のべん毛構造遺伝子 (Hl)内における配列状態を導入による組み替

えによって,また抗原決定群の相違とべん毛たんばくの構造との対応関係を指紋法によっ

て検討している.

また抗-1,2血清を含む半流動寒天平板を選択培地として用い,2相抗原 1,2をもつ

S･typhi仇uriumSW577株から抗原性突然変異株 20株を得た.抗11,2血清をおの

おのの変異株で吸収した吸収血清に対する各変異株細胞の凝集試験を行ない,消失した抗

原決定群の種類により,突然変異型が4群に大別できることを兄いだした.

4) サルモネラ菌の種間交雑 (鈴木 安子･飯野)= 糖発酵性とべん毛形成能力とを選択

形質として用いて,S･abonyの Hfr株が S.abortus･equiの SL23株に由来する突然

変異株と接合して雑種を形成することを確かめた.接合直後形成される異質接合体は,細

胞分裂に伴って単数体に還元する･この系を用いて両属の遺伝的比較分析をすすめている.

5) べん毛の invitro再構成 (飯野): 名古屋大学理学部朝倉昌,江口吾郎両氏との
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共同研究により,サルモネラ菌のフラジェリンが,音波振とうによって短く切断したべん

毛片を核として重合し,べん毛織経の再構成が行なわれることを兄いだした.重合のため

には適当な濃度の塩類 (0.2M KCl,0.01M phosphatebuffer,pH7.0)を含む溶液に,

過飽和 (5mg/ml)の状態にフラジェリンを加えることが必要である.しかし外部からエ

ネルギー源を加える必要はない.重合によるべん毛繊維の生長速度は,フラジェリンの種

によって異なるが,SJ25株の2相べん毛を構成するプラジェリンでは 0･08〃/minで,

生菌における生長速度とほぼ一致している.

6) 細菌の運動性に関する退伝学的研究 (榎本): べん毛形成が野生型と変わらずに行

なわれながら運動性を消失している突然変異体の遺伝的解析によって,べん毛の運動性を

支配している遺伝子系が三つの座位 (A,B,Cシス トロン)からなっていることを兄いだ

した.Salmonellaabonyの高頻度接合型 (Hfr)とその F-および S.typhimuriun

由来の F-との間の接合実験により,A,B両シス トロンはヒスチジン合成遺伝子 (his)

と1相べん毛たんばく構造遺伝子 (Hl)の座位との問に位置し,Cシス トロンは Hl遺

伝子とトリプトファン合成遺伝子 (try)との問に,Hl遺伝子と非常に近接して存在する

ことを明らかにした.なおこの実験により, Hl遺伝子に近接して存在することが知られ

ている βα1遺伝子と運動性 Cシス トロンとの相互位置もまた明らかにされた.

7) 弱運動性突然変異に関する研究 (榎本): Salmonellatyphimurium の異常な運

動性を示す突然変異体のうち,弱運動性を示す突然変異体の分析を行なった.この突然変

異体は液体培養では野生型と識別できない程度の運動性と増殖を示すが,半流動寒天培地

上では遊走性を示さない.この突然変異体のべん毛形態は,電子顕微鏡による観察では野

生型のそれと区別できないし,またべん毛抗原も野生型のそれと同一であった.一方べん

毛染色によるべん毛数の検査および生化学的手法によるべん毛たんばくの定量から,この

突然変異体のべん毛数が野生型のそれの約1/3に減少していることがわかった.これらの

事実から,この突然変異体の弱運動性は,正常ではあるが数の少ないべん毛に起因するこ

とが結論された.また P22ファージによる導入実験から,べん毛数に関与しているこの

突然変異の座位が運動性遺伝子 B シス トロン内に含まれていることが明らかになった.

8) 菌体運動時のべん毛形態について (三谷): 暗視野顕微鏡でメチルセルロース溶液

中を遊走するサルモネラ菌を観察すると,べん毛は1本の束を形成し,進行方向を軸とし

て回転しつつ前進する.正常型およびわん曲型という単一べん毛の形態は,メチルセルロ

ース溶液中では束状べん毛の性質として現われる.

従来の電子顕微鏡観察によると,サルモネラのべん毛は菌体から無方向に散在している

倹しか得られていない.しかし電顕試料として運動性のよいわん曲型突然変異株を用い真

空中で急速に乾燥させると,大多数のべん毛像は束状をなしているのが観察された.さら

にクロムシャドーにより束状べん毛を観察すると,教本のべん毛が平行して軸のまわりを

回転しているらせん構造を示す像が得られた.現在束状べん毛の形成と菌体運動との相関

性を検討している.

9) Chi77-ジの宿主域突変異体 M8に対するg群サルモネラ菌の感受性 (山口):
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Chiファージの宿主域は,べん毛の存在,その運動性,およびべん毛の抗原型に依存する

ことが知られている. g群のべん毛抗原をもつ菌は chiファージには抵抗性であるが,

宿主域突然変異体 M8の感染に対してほ,i)透明な溶菌斑を作るもの,ii)濁った溶菌

斑を作るもの, iii)溶菌は起こすがファージ増殖の見られないものがある. Chiおよび

M8に感受性の菌株 (S.typhimurium TM2)と g群の菌株との間でべん毛抗原決定

遺伝子の相互導入を行ない,導入株に対する chiおよび M8の感染性を調べた結果,こ

れら3群の間の感受性の相違はべん毛以外の田子によることが示された.

第2研究重 (飯野)

1) Invitroフラジェリン合成系の研究 (鈴木 秀憶): 遺伝子作用 の調節機構を明ら

かにするために,サルモネラ菌の無細胞抽出液による能率のよい試験管内たんぱく合成系

を構成し,合成された特異たんばくを検uけ る方法を検討した.無細胞合成系は NIREN-

BERG型を基礎とし,反応液中にヌクレオシト㌧三 リン酸の閃けつ添加を行なって mRNA

の合成を促し,たんぱく合成量を増加させた.注目する特異たんばくとして,べん毛の構

成単[むL=んぱくであるフラジェリンをとりあげた.フラジェ1)ソほ適当な条件を与えると

重合してべん毛に再構成され得るので, 無細胞抽出液中に混在する 14C-アミノ酸で標識

した少_蛋,:のフラジェリンを多量の担体フラジェリンに添加してべん毛に再構成する方法を

確立した. また抗原型 1,2と抗原型 enx のフラジェリンについては, DEAE セルロ

ースによる分離が可能なことが兄いだされた.さらに電気泳動法の応用も試み,これらの

手段とべん毛再構成系とを組み合わせる方法を中心として,合成された微量のフラジェリ

ンの検出をいっそう適確にするよう研究を進めている.

2) 栄養素感受性突然変異体の研究 (石津): Salmonellatyphimurium のアルギニ

ン感受性突然変異体がもつ基本的性質について研究を続けた.培養条件のうち,少なくと

も温度や倍濃変はこの変異体のアルギニン感受性に顕著な影響を及ぼさない.また種々の

アミノ酸やアルギニンの前駆体などほ,この変異体の生育を抑制する力をもたない.さら

にこの変異体のアルギニンおよびウラシル合成系の酵素群のうち,少なくともオルニチン･

トランスカル,(ミレ-ス,アスパルテー ト･トランスカルバミレ-スは野生株と同等の活

性をもっている.カルバミルリン酸合成酵素についても,一見正常のようにみえるが,こ

れについてはさらに検討を加える必要がある.

この突然変異体は,アルギニンにより生育が阻害されているとき,ウラシルを与えれば

ただちに正常な生育を回復するが,逆に正常に生育しているときにアルギニンを与 え て

ち,ただちには生育が抑制されない.このことは,アルギニンによりウラシル合成系が阻

害され,ウラシル飢餓の状態が生ずること,また正常な培養環麓からアルギニン培地に移

しても,ウラシル自体またはその合成系酵素群,あるいはまたその酵素群の合成系の蓄積

があるた軌 ただちにはアルギニン阻害を受けないことを暗示する･アルギニンとウラシ

ルが共に存在する培地からウラシルを取 り去ると,即時アルギニン阻害を受けることは,

この暗示を支持するように思われる.現在この突然変異体のRNA合成系を中心に,アル

ギニン阻害の本質を明らかにするための実験を続けている･
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3) 細菌の突然変異体選択法に関する研究 (石津): 特定の遺伝子の微細構造を明らか

にし,さらにその機能を研究するためには,その遺伝子内に生じた突然変異体を一つでも

多 く取ることが先決問題である.従来サルモネラ菌や大腸菌などにおいては,ペニシリン

選択法というす ぐれた方法が開発されており,比較的容易に各種突然変異体を選択するこ

とができるのであるが,いろいろな誘発要因によっても突然変異が誘発されにくい遺伝子

に関する突然変異体を,しかも数多く選択する必要がある場合には,たい-んな時間と労

力を費やさなければならない.現在,ペニシリン選択法に加えて,チミン要求性突然変異

体のチミン飢餓死を利用する方法や,5-fluorouracilなどの核酸塩基類似物質を利用する

方法などにも検討を加えつつ,サルモネラ菌のアルギニン合成系構造遺伝子群に対する調

節遺伝子や抑制遺伝子に関する突然変異体を多数取ることを試み,実験を進めている.

4) 細菌類の生活環の研究 (鈴木 秀穂･飯野): 細菌類を用いて生活環の原因と形態形

成の機構を追求することの可能性について調査研究した.土壌中から分離したものおよび

分譲を受けたものを含めて,教程の粘液細菌について,特に栄養生長と子実体形成の条件

に留意して培養条件の確立をはかった.

生活環はまた芽胞形成細菌においてもめいりょうに見られるが,芽胞形成については多

くの研究があり,ただちに分子論的解析を行ないやすい利点があるので,Baoillus属を用

いて種々の生長段階におけるRNA合成の変化について研究した.その結果, リボソーム

RNA の合成は栄養生長期から芽胞形成期-の転換によって休止しないことを確認した.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においてほ生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究を行なっている.こ

のような研究は集団遺伝学と呼ばれる分野に属し,現在では分子遺伝学と並び遺伝学の重

要な研究分野の一つとなっている.しかし,本研究所においては,これまでこの方面の研

究は異なった部に属する研究者によって行なわれてきたもので,本年7月1日に至って集

団遺伝部が設置され,初めて一つの部として研究が行なわれるようになったものである.

ただし,現在のところは1研究室 (第 1研究室)のみからなる不完全な形である.

部長木村および研究員平泉は人類遺伝部第2研究室から配置転換されたのであるが,と

もに集団遺伝学の研究を長年続けてきたものである.すなわち,木村は過去 15年にわた

り集団遺伝学の理論的研究を,また平泉は 10年間主として実験的研究を行なってきた.

集団遺伝学の重要な目標の一つは進化機構の解明で,第 1研究室においてもこの線にそ

って研究を行なっている.集団遺伝学の研究方法のうえ最も著しい特色は,自然集団に関

する実験および観察と数理および統計的解析とが互いに協力して進むことである.将来,

第2研究室の増設が認められれば,人類も含む生物集団について,その遺伝的構成に関す

る数理,統計的研究をさらに拡張して行なっていきたい.集団遺伝部の発足とほぼ時を同

じくして ｢第 1回遺伝研セミナール｣が7月9日から3日間本研究所で開かれ,題目とし

て集団遺伝学が取り上げられたので,木村はその世話人としてこのセミナールの運営に努
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力し,成功裏にこれを終わらせることができたのは辛いであった.

第1研究室 (木村)

1) 有限区間における遺伝子頻度の勾配に関する研究(木村): これまでR.A.FISHER

や J.B.S.HALDANEにより遺伝子頻度の勾配に関する数理的研究が行なわれたが,いず

れも生棲区間の長さは無限であることを仮定している.木研究においては区間の長さが有

限であるとして,勾配の程度を調べている.最も簡単な場合として,対立遺伝子間に優劣

関係のないことを仮定し,p′′-Xp(1-p)なる2階非線型の微分方程式を0を含む区間で

ベキ級数を用いて解くことを試みた.その結果 -1.5≦Ⅹ≦1.5 の程度の区間については

きわめて精度の高い近似解が得られることがわかり勾配の強さは区間の長さに著しく左右

されることが明らかになった.ただし,ベキ叡数による方法がどの程度の長さの区間まで

適用できるかは今後に残された問題である.

2) 突然変異遺伝子の保有機構と集団適応度の低下に関する数理的研究 (木村): 突然

変異の集団に及ぼす遺伝的害作用を総括的に表わすには ｢突然変異の荷重｣によるのが普

通である. この概念の基礎になるものは Haldane-Mullerの原理として知られているも

のであるが,これは異なった座にある突然変異遺伝子の問にエビスタシス (非相加作用)

があれば厳密には成立しない.本年は突然変異の荷重がエビスタシスの存在の下でどのよ

うになるかを明らかにすることを目標に研究を行なった.その結果,適応度の減少量が個

体の含む突然変異遺伝子の数に比例せず,その数の2次式で表わされる場合について,近

似的に荷重を計算することに成功した.特に適応度の減少量が突然変異遺伝子の数の自乗

に比例する場合には,荷重は総突然変異率の約半分となることも明らかになった.また,

自然淘汰による集団適応度の増加率について新しい知見を得,電子計算機による数値例で

確認中である.

3) SD 効果の生ずる時期 (平鹿): Segregationdistorter(SD)はキイロショウジ

ョウ/:-の第Ⅱ染色体の右腕,動原体の近くに位置するlocusで,SD 杏-テロにもつ雄

では,減数分裂のある時期に,SD が正常な SD+を切断すると考えられ,したがって子

孫には SDが9070以上の高い頻度で伝えられる.Ⅰ.SANDLER はこの減数分裂を観察し,

第 Ⅰ分裂中期で第Ⅱ染色体に関する acentric,dicentric などを兄いだし,また第Ⅱ分裂

後期では染色体橋を観察し,染色体切断が事実起こっていることを確かめた.CROW ら,

また平泉は,それぞれ別の方法で,遺伝学的に切断が事実起こっていなければならないこと

を示してきた.ところが最近, SD -テロ雄の減数分裂の観察がより広範囲に行なわれ,

Ⅰ･SANDLERが観察したような染色体異常は確かに,ある低い頻度で起こってはいるが,

これは何も SD -テロの雄に限らず,正常な雄でも同じように起こっていることがわか

ってきた.こうなると,染色体切断に対して多少の疑問がもたれてくるわけで,むしろ,

いまだ否定しつくされてはいない単純な精子間の授精競争の可能性のほうが頭をもたげて

くるようになった.すなわち,精子が形成される以前の時期では,相手になんら影響を与

えなくても,精子形成後 SD をもっている精子が正常な SD+ をもつ精子と混在すると

き,なんらかの理由によって相手を押えてより多く授精にあずかれば,観察されるような
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期待値 (1:1)からの大きいずれも生じうる.この点をいま一度確かめるた糾こ次の予備

的な実験を行なった.cnbw ? を SD/cnbwおよび bw/Cyの 8で重複授精させて,

その Flにおける bw と Cyの分離比を調べた.ここに bw染色体はSDYF用に対して

sensitiveであり, bw/SD Sからは SD が 9070以上の高い頻度で子孫に伝えられる

が,Cy染色体は insensitiveで,Cy/SD の 8からは, Cy,SD ともに正常の 1:1

の比で子孫に伝えられる.重複授精させると, Cy,bwをそれぞれもった精子が SD を

もった精子と混在する時期があるはずで,もし SD 効果が単純な授精競争にもとづくも

のなら,bwにくらべて,Cyがより多くFlに出現してくるはずである.結果をみると,

bw:Cyの比に関して対照区および実験区の問にまったく差が認められず,したがって,

まえに述べたような機構にもとづく精子問の授精競争の可能性を否定しているように思わ

れる.言うまでもなく現在の結果は SD が正常の SD+に,精子形成前,たとえば減数

分裂の時期,なんらかの影響を与え,それが精子形成後に,SD+をもった精子の授精力

の不活性化をもたらすというような機構の授精競争の可能性を否定する ものではない.

これをもっと criticalに行なうためには, その一つとして精巣移植の方法が考えられる

が, これは, まだなされていない. しかし, どうしても減数分裂またはそれ以前の時期

に,何か,分離比のずれをもたらす原因となることが起こっていなければならず,おそら

く,たとえ細胞学的に,顕微鏡の下ではそれとわからなくても,切断またはそれと同等な

異常が起こっているものと思われる.

4) 放射線誘発突然変異が適応度に与える遺伝的影響 (平泉): 低線量の Ⅹ線照射に

よって誘発された突然変異は,キイpショウジョウバエの幼虫期の生存力に関し,平均し

て-テロ-シスを示すとの報告がある.平泉はたとえ生存力に関してはまさってみえても,

他の形質では劣っており,結局適応度を総合的にみた時には低下しているのではないかと

の考えから,数年前から,生存力のほかに,幼虫期発育速度,および雌の稔性をも同時に

調査してきた.結果は次のように要約される.

材料はキイpショウジョウバェの第Ⅱ染色体.精子を毎分 100 rの割合で5分間計500

rの Ⅹ線照射.①は照射をうけた第II染色体を示し,Al-(+/+)-(+/㊤),A2-(+/+)

-(㊨/㊦),4 -(+/㊦)-(㊨/㊨)とする.

a) 雌稔性: 調査した染色体数-169.各系統につき2-4匹の雌がテストされ,羽

化後九日間に生産された Flの数で測定した.なお,コントロール･クロスとは,照射実

験区におけるとまったく同じ交配を,照射なしで行なったもので, 目的とする Ⅹ線の影

響以外の未知の要因にもとづく変化を知るた糾こ行 なったもので,77染色体がテス トさ

れた.結果は次のように要約される.

十/+ i+/㊨ l㊨/㊨
照 射 実 験 区

コントロール･クロス
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この表から,十/㊨,㊨/㊤ ともに,+/十 に比して雌の稔性がそれぞれ低下しているこ

とがわかる.

b) 幼虫期発育速度: 照射区では 190の,コントロール･クロスでは 81の染色体

がそれぞれ調査された. なお次表に示される数字は, スタンダー ドのス トック (cnbw)

の発育速度と,各遺伝子型のそれとの差にもとづいて計算されたもので,単位は日,この

数字が大きいのは発育速度がおそいことを示し, したがって,たとえば dl>0の時は,

+/◎ の発育速度が +/十 よりも速いことを示す.結果は次のようになった.

仁 ｣. ｣_

この表から,十/① の発育速度は +/+に比して速められるが,㊨/㊦ のそれほおそく

なっていることがわかる.

C) 幼虫期生存力: 照射区では 207,コントロール･クロスでは 148の染色体がテ

ス トされた.交配は +/Cy?×+/cnLbwさ である.Cy/cnLbwの--は一般に生存

力が低 く,環掛 こよる変動が大きいと考えられたので, dlに関しては +仏 の--の生

存力を,また dsに関しては +/C〝の--の生存力を標準として測定した.
AI A3

照 射 実 験 区

コントロール･クロス
~010168±01030 照 射 実 験 区 芦 0･0405±0･021

この裏から,有意水準は低いが,+/㊦>+/+約 170くらい,また +/㊥>④/㊤ 約6

%くらい,つまり +/+>①/㊦ 約5%くらいであることがわかる.

以上を総合すると, +/㊤ は生存力と発育速度に関しては +/+ にまきっているが雌

の稔性では劣っていることになる. これら適応度の各要素の総合はまだ計算途上 に あ る

が,しかし稔性低下の割合の大きいことから考えて,合計の適応度に関しては,+/◎ は

+/+ に劣るものと考えられる..一方,㊨/㊦ ほいずれの形質に関しても +/+に劣って
いる.したがって合計適応度に関してもかなり大きい低下を示すものと思われる.
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太朗
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藤 島 通

藤 島 通

票ナ戸 寛璽)
平泉雄-那

Jl.:L! ;･;･)

飯野 徹雄

池永 蒲生

慧姦 票筆)

石津 純一

井山 審也

井山 審也

片山 忠夫

片山 忠夫

片山 忠夫

ネズミチフス菌の弱運動性突然異異体

Arabidopsisによる中性子の RBE
ArabidopSisによる各種放射線の致死効果について

Arabidopsisによる重イオン粒子の RBE

加令種子の放射線感受性

へテロ-シス (雑種強勢)育種の方法

ニワトリにおける競合力の品種間差異

ニワトリにおける脚部発育不相称について

Ⅹ線誘発突然変異と適応度

SD効果は精子問競争にもとづくか

サルモネラ菌べん毛の遺伝学的研究

32Pによるカイコの突然変異誘発,Ⅱ.32P 注射によ
る変異の研究

内部照射によるカイコの突然変異誘発

ネズミチフス菌のアルギニン感受性突然変異休

集団遺伝学の基礎理論, I.

植物の競争の働き方について

イネの祖先と野生イネの生態

イネの感光性の研究,Ⅳ.感光性の強さ (その2)

イネの感光性の分化

愛 媛 大 学愛 媛 大 学

都 市 セ ン タ ー

愛 媛 大 学

高 松 農 協 会 館

国立遺伝学研究所

岐 阜 養 心 会 館

高 松 農 協 会 館

国立遺伝学研究所

愛 媛 大 学愛 媛 大 学

愛 媛 大 学

国立遺伝学研究所

愛 媛 大 学

国立遺伝学研究所

高 松 農 協 会 館

岐 阜 大 学

島 根 農 科 大 学

備 考

日本遺伝学会第 36回大会

日本遺伝学会第 36回大会

第6回日本アイソトープ会議

日本遺伝学会第 36回大会

日本育種学会第 26回講演会

全国種鶏遺伝研究会講演会

日本家禽学会秋季大会

日本育種学会第 26回講演会

第132回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 36回大会

日本遺伝学会第 36回大会,
受賞講演

日本遺伝学会第 36回大会

第129回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 36回大会

第 1回遺伝研セミナール

日本育種学会第 26回講演会

学術講演会

日本作物学会第138回講演会

静 岡 大 学 】第 16回熱帯農学会
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河原 孝忠

河原 孝忠

河原 孝忠
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木 原 均

木 原 均

木 原 均

木 原 均

木 原 均

木 原 均

木 原 均

芸･:一 一●-..

木村 資生

木村 資生

墓H# 文誓)

卵重と体重の関係についての遺伝学的分析

輸入鶏と国産鶏の性能比較と今後の育種の諸IlH題

今後のニワトリ育種のあり方

鶏性における奇形誘発頻度と奇形の程度の関係

受精率に関する 1,2の考察

性成 熟に対する正逆交雑効 果の遺伝学的分析

タネナシの効用

Fertilitiesofnucleussubstitutionlinesinwheat.

遺 伝

カラコルム･ヒンズークシの学術探検

TheorlglnOfwheatinthelightofcomparative
genetics.

コムギの起原

コムギの起原

1代雑種コムギ育種の基礎的諸問題

集団構造に関する飛び石状模型について

集団遺伝学の進路と研究の促進

電子顕微鏡に よ るショウジョウノミニのSR因子の形態
的観察

4. 3

6.27

ll.18

10.18

4.6

ll.9

4.ll

6.ll

†壬…; 圭…‡

7.16

8.5

10.31

ll.16

10.14

10.20

10.20

10.19

国立遺伝学研究所

新潟 市 医師会館

愛 娠 大 学

都 市 セ ン タ ー

岐 阜 養 心 会 館

銀座ロータT)-ク
ラブ

NorthCarolina
StateUnivリ
U.S.A.

農 業 研 修 所

静岡県立静岡高等
学校

Edinburgh,
Scotland

富 山市県 民会館

東 京 教 育 会 館

高 松 農 協 会 館

愛 媛 大 学愛 媛 大 学愛 媛 大 学

全[ij種鶏遺伝研究会.T推演会

新潟県養矧姦会講演会

日本遺伝学会第 36回大会

日本家禽学会春季大会

日本家禽学会秋季大会

農業技術研修会

静岡高等学校文化祭

The10thInternational
BotanicalCongress

富山ユネスコ協会

｢高校教育｣講演会

日本育種学会第 26回講演会

日本遺伝学会第 36回大会

日本遺伝学会第 36回大会シ
ンポジウム
日本遺伝学会第 36回大会
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冷

湘

瓢
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松本､† 清二

松村 清二

松 永

英松永
英

松永
英

松永
英

松永
英

松永其

松永
英

松永其

松永
英

PliedeT6Ellc6nleknerugnegn.etischenFolgen desTrends弓1･]01
Someremarksontherecurrenceriskofcongenital
imalforrnations.

WHO瑚1ヨ家会議に出席 して

優生学について

ろう者の遺伝と 結 婚

人間の遺伝

遺伝と人生

結婚と遺伝

1.25

2.21

4.22

6.8

6.12

. 8 . 17

i 9 ･ 11

愛 媛 大 学

大 磯 ホ テ ル

都 市 セ ン タ ー

日本原子力研究所

Univ.Mdnster,
Germany

Institutfar
Humangenetik,
Univ.Miinster,

Germany

Univ.Bonn,

Germany

CentralHospital,
Eskilstuna,
Sweden

国立遺伝学研究所

三島市徳倉小学校

都立大田ろう学校

静 岡 市 公 会 堂

国立中央 青年 の家

静岡県立 吉原 高等

学校

日本遺伝学会第 36回大会

CollferenceonMechanisms
oftheDoseRateEffectof
Radiation attheGenetic
andCellularLevels,U.S.-
JapanCooperativeScience
Program

第6､回日本アイソトープ会議
(パ不ル討論会)

日本原子力研究所ラジオアイ
ソトープ研修所 EPTA コー
ス

客翫肯義

Institutskolloqulm

Kinderklinik

Staff-meeting

第124回三島遺伝談話会

三島市北上農業協同組合婦人
部

PTA

第 19回関東都県数学教育研
究 会

職員研修会

吉原高等学校文化祭
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森島 啓子

森島 啓子

森島 啓子
向井 榔実

向井 輝美

向井 輝美

向井 輝美

村上 昭雄

.∴ .･ i

分泌型 ･非分泌型による淘汰 和歌山医科大学
lSomeaspectsofnumericaltaxonomy.

Pathwaysofevolutionincultivatedrice.

Observationoff一oatingriceinThailand.

自然集川にわける遺伝的変異の保有,Ⅰ.

Drosophilaにわける糧的形質の突然変異

キ イ ロシ ョウジョウバ ェ におけるシス トロ ン 間 でのシ
ス･トランス効果

ポ.)ジーン突然変異と自然集団の遺伝的構成

ポl)ジーン突然変異と自然集団の遺伝的構成

力イコの精 (那)原細胞に対する 14.1MeV速中性子
線および 137Csγ線誘発突然変異体のcluster分布の
比較

1･5MeV核分裂速中性子線のカイコの精 (卵)原細胞
に対する誘発劣性可視突然変異におけるRBE

カイコの受精揃糸における放射線誘発突然変異率

RattusrauusL･にみられた染色休多型現象

9.ll
Univ.ofthe
PhilipplneS

鳥 二…H c:ムeRi;;sinica

7.ll
7.28

10.19

10.20

ll.20

10.20

7.18

4.ll

10.19

国立遺伝学研究所

放 射 線 育 種 場

愛 媛 大 学愛 媛 大 学

国立遺伝学研究所

愛 媛 大 学

東 北 大 学

東 京 大 学

愛 媛 大 学

日本人類遺伝学会第9回大会

日本遺伝学会第 36回大会

SpecialSeminar

DepartmentalSeminar

Seminar

第 1回遺伝研セミナール

第3回放射線育種場シンポジ
ウ ム

ロ本遺伝学会第 36回大会

日本遺伝学会第 36回大会シ

ンポジウ ム

第131回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 36回大会

日本放別線影響学会第6回大

会

日本蚕糸学会第 34回学術講
演会

日本遺伝学会第 36回大会
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名和 三郎

名和 三郎

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

大石 陸生
小 林 進
坂口 文吾

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

H .∴ !:】

,:..∴ ･,･Ii

鬼丸善美治

大島 長造

大島 艮造

大島 長造

姦急 歪莞)

コナマダラメイガの形質転換

コナマダラメイガの形質転換

セルロースアセテー ト電気泳動法

セルロースアセテ-ト膜電気泳動について

国産セルロースアセテー ト膜,セパラックスについて

電気泳動用フィルム,FujiSeparaxについて

DrosophilanebulosaとD.Willistoniの SR 因子
間の相互作用,I.相互作用の特徴

放射線育種における諸問題

イネにおける栽培型の起原と品種の進化

ThecultivationandbreedingofOryzaglaberrima
inAfrica.

西アフリカにおけるイネ育種の問題点

イネの授粉体系に関連する形質の変異

蚕卵殻の薬剤透過性について

Geneticsofresistancetoinsecticidesin
Dro80Phila.

Deleteriousgenesinnaturalpopulationsof
Drosophilamelanogaster.

キイロシ ョ ウジョウバェ自然集団における有害遺伝子
の研究, I.大集団と小集団

ショウジ ョ ウバェにおける致死遺伝子の染色体上の分
布

2.22

3.27

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

8. 6E東 京 大 学

12. 7

10.19

7.28

10.14

12.17

4.6

10.15

4.12

7.9

8.ll

10.19

10.13

富士写真フィルム
足柄工場内研究所

愛 媛 大 学

放 射 線 育 種 場

高 松 農 協 会 館

Ⅰ.R.R.Ⅰ.

東 京 大 学

高 松 農 協 会 館

東 京 大 学

BritishMuseum,
England

NorthCarolina
StateUnivり
U.S.A.

愛 媛 大 学

名 古 屋 大 学

東京遺伝談話会

第125回三島遺伝談話会

電気泳動学会セミナー

北海道衛生検査技師会

電気泳動学会第 15回総会

高分子化学談話会

日本遺伝学第 36回大会

第3回放射線育種場シソポジ
ウム

第6回日本育種学会シンポジ
ウム

ThursdaySeminar

日本育種学会第 25回講演会

日本育種学会第 26回講演会

日本蚕糸学会第 34回学術講
演会

The12thInternational
Congressoflnsectology

GeneticsSeminar

日本遺伝学会第 36回大会

日本動物学会第 35回大会
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佐渡 敏彦

佐渡 敏彦

佐渡 敏彦

佐波 敏彦

佐渡 敏彦

佐渡 敏彦
HoppE,L
NETT.
SHEIM,P.

佐渡 敏彦
MAXINO.

DAN,T.

笑岩 違重)

刑梓 E,lq=--

酒井 寛一

酒井 寛一

酒井 寛一

酒井 寛一

Cellularstudiesofantibodyformation.

生体内培養による抗体産生の研究

抗体産生-その生体内培養と蛍光抗体法による解析

生体内培養による抗体産生の研究

生体内培養による抗体産生の研究

Furthercytokineticstudiesonantibodyformation.

抗体産生の細胞学,Ⅰ.抗体産生細胞の増殖と細胞周
期の解析

DrosophilanebuloSaとD.WillistoniのSR田子問
の相互作用,Ⅱ.相互作用の機構

Dro80PhilanebuloSaと D.Willistoniの SR因子
問の相互作用

Contributionstotheproblem ofspecies
colonizationfrom theviewpointofcompetition
andmigration.

ContriblJtionstotheproblem ofspecies
colonizationfrom theviewpointofcompetition
andmigration.

Developmentalgeneticsofquantitativecharacters
inhigherorganisms.

Developmental等eneticsofquantitativecharacters
inhigherorganlSmS.

Developmentalinstabilityandthedevelopment
ofquantitativecharacters.

2･17廃 RidgeNat･

5.23

6. 6

6.ll

7.24

4.15

10.18

10.19

5.1

2.14

2.20

3.3

3.10

3.15

国立予防衛生研究
所

武田薬品工業研究
節

九 州 大 学

国立遺伝学研究所

PalmerHouse,
Chicago,
U.S.A.

愛 媛 大 学

愛 媛 大 学

国立遺伝学研究所

Ⅰ.U.B.Sリ
U.S.A.
Univ.of
California,
Berkeley,U.S.A.

NorthCorolina
StateUniv.,
U.S.A.

IowaState
UnivりU.S.A.
Univ.ofCalifornia,
Davis,U.S.A.

Biol.Diy.Seminar

第128回三島遺伝談話会

Fed.Amer.Soc.Exp.Biol.

(Amer･AsslnLmun｡1｡gists)

日本遺伝学会第 36回大会

日本遺伝学会第 36回大会

第126回三島遺伝談話会

AsilomarSymposium on
〟TheGeneticsof
ColonizingSpecies〃

公開講演

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar
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酒井 寛一
酒井 寛一
酒井 寛一

酒井 寛一inhigherorganisms.
望 警 護 'ST -iiEt=r=e% typic 卜≡‡1喜

pey空pme_nta_l琴竺eJicsofquantitativecharacters】8.18

酒井 寛一

罪浩 墓石)
-∴ .,i

発育と遺伝

イネの梓と穂の反復的量的形質間の発育遺伝的関係

イネの穂揃い度の育種学的研究

阪本 寧男 iカモジグサ属の実験分類別 勺研究
1

阪本 寧男 fTriticeaeについて

阪本 寧男

慧㌔ 光蓬)

烏委 棄竺)

I:ill-I.1. ･二;

ェゾムギおよび-マムギとカモジグサの属問雑種につ
いて

家蚕幼虫皮膚細胞の色素救粒リピド

タバコ植物 における発育 遺伝学的研究,特に反復する
量的形質の遺伝的関係

タバコにおける発育不安定性

9.14

10.15

ll.28

4. 64. 6

4.8

6.6

10.20

10.18

4. 6

10 . 14

同立遺伝学研究所 :第 126回三島遺伝談話会

Edinburgh,
Scotland

IrlStitutf也r
Vererbungs･und
Zdchtungs-
forschungder
Technische
Universit孟tzu
Berlin

目黒 林 業 試験場

高 松 農 協 会 館

名 古 屋 市 教育館

東 京 大 学東 京 大 学

横 浜 成 美 学 園

京都大学農業植物
実験所

愛 媛 大

The10thInternational
BotanicalCongress

育種連絡協議会

第6回日本育種学会シンポジ
ウム

国立遺伝学研究所創立 15周
年記念講演会

日本育種学会第 25回講演会日本育種学会第 25回講演会

第4回コムギ遺伝学シンポジ

ウム

京大コムギの会

日本遺伝学 会第 36回大 会

愛 媛 大 学 1日本遺伝学 会第 36回大会

東 -,rjl,一 大 学

高 松 農 協 会 館

日本育種学会第 25回講演会

日本育種学会第 26回講演会

C)⊂〉

同
姓

淋
打
亜
雪
路
頚
骨
甚

#

)5
亜



本
井

出
田

木

島
酒

篠
半

鈴

平 俊 文

. .㍉ .i

H鳴,-弥太郎

相島弥太郎

出島弥太郎

m島弥太郎鬼丸lLfj..一美治

言違詣 品蒜 こ醐 る花糸の発育と量的分化に関す 110.18E愛 媛 大 学

l

リボソームの合成

ショウ ジ ョウバエ幼虫脂肪体細胞における分化と遺伝
子作捕,Ⅱ.
アサガオに生ずる腫癌について

カイコの休眠卵における突然変異反応

カイコ珊 (那)原細胞に対する欄 の分割鮒 と突 】然変異率(続報)

Mechanismscontrollingtwotypesofdoserate
dependence.ofradiationinducedmutation
freqllenCylnSilkworm gonia.

DNA のEL,.TI)亮類似体による突然変異生成墨験 (続報)

外 村 晶圭染色体の異常凝縮
外 村 品

川 ･11

笑岩寸 英,Ll'1.''_i)
辻田 光雄
桜 井 進

人類の染色休異常の発現機構

Ⅹ染色体とドラムスティックの質的関係

Ⅹ染色体の遺伝的不活性化とドラムスティックとの関
係

家蚕幼虫皮膚細胞の色素頗粒を構成するたんば くにつ
いての分析

ll.14;和 歌 山医科 大学

7.24

10.18

10.19

国立遺伝学研究所

愛 媛 大 学愛 媛 大 学

4.11と東 京 大 学

10.20

7.30

ll.8

ll.15

12.ll

4.12

東 北 大 学

大 磯 ホ テ ル

愛 娠 大 学

日 本 大 学

長 崎 大 学

和 歌山 医科大学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

日本遺伝学会第 36回大会

日本人類遺伝学会第9回大会

第128回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 36回大会日本遺伝学会第 36回大会

日本蚕糸学会第 34回学術講
演会

日本放射線影響学会第6回大

会

ConferenceonMechanisms
oftheDoseRateEffectof F%
Radiation attheGenetic
andCellularLevels,U.S.-
JapanCooperativeScience 湘
Program

日本遺伝学会第 36回大会 瓢

染色体学会 1964年度年会シ
ンポジウム

第6回原子爆弾後障害研究会

シンポジウム

日本人頬遺伝学会第9回大会

第 132回三島遺伝談話会

日本蚕糸学会第 34回学術講
演会

0)
ト.l



法‰ 光慧)

法‰ 光慧)
常脇恒一郎

I.-J日 i

嘉 鎧 .%)

･･-l･ 弓

渡辺 泰州

渡辺 隆夫

:.'5rL:'侶
吉田 俊秀

吉凹 俊秀

吉田 俊秀

EAEBw,だ副
田
脇
田

青
森
粟

俊

孝
･l

日日

田
木
谷

ノ

書
中
深

書
向井 輝美

家蚕幼虫皮膚細胞の色素頼粒のたんばく分析

ヵィコの幼虫の哉体色性と油蛮性の発現における関連
性

日本在来コムギにおけるネクローシス退伝子の分布

マウス系統間における placentalfusion の頻度差に
ついて

マウスの奇形誘発物質に対する反応にみる系統間差異･
Ⅰ.cBA と C3HeB/Fe系問におけるEthylurethane
に対する反応の差異

マウスの歯槽骨異常吸収の研究,特にその発現に関与
する遺伝的要因と環境要因との働き合いについて
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癌と遺伝
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4NQOによる染色体の切断
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の生存力への効果
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C.その他の研究活動
海外における活動

松永 英: WHO 専門家委員会出席ならびに各国研究機関視察,研究打ち合わせおよ

び講演のため,スイス,西 ドイツ-出張 (38.12.8-39.1.28)

岡 彦-: イネの研究のため西アフT)カ諸国へ出張 (38.10.16-39.1.31)

木原 均: 第 9回オリンピック冬季競技大会などに日本代表選手団団長として参加,

およびコムギの遺伝に関する研究連絡, 視察のためオース トリアおよびチ

ェコスロバキアへ出張 (39.1.21-39.2.27)

酒井 寛一: 国際生物科学連盟主催シンポジウム出席ならびに各研究機関 との研究連絡

のためアメリカ合衆国へ出張 (39.2.ll-39.3.19)

森島 啓子: イネの研究のためフィリピン国際イネ研究所およびタイ-出張 (39.2.15

-39.12.31)

石和 浩美: 生物物理学ならびに分子生物学および放射線遺伝に関する研究のためアメ

1)カ合衆国パーデュー大学-出張中 (39.2.29-)

佐渡 敏彦: 放射線障害に関する生物学的研究のためアメリカ合衆国へ出張 (37.8.22

-39.4.30)

平泉雄一郎: 人類遺伝学に関するシンポジウム出席のため, アメリカ合衆国コール ド･

スプリング･--バー生物研究所へ出張 (39.6.4-39.6.20)

森脇 和郎: 高等動物細胞における遺伝子発現機構 の研究のためアメリカ合衆国ミシガ

ソ大学-出張中 (39.6.5-)

遠藤 徹: 放射線により処理された憶物芽生における核酸ならびにたんぱく合成機作

の研究のため, アメリカ合衆国ウェスターン･リザーブ大学およびインデ

ィアナ大学-出張中 (38.7.9-)

木原 均: 科学協力に関する日米委員会第 4回合同会議出席および研究連絡のためア

メリカ合衆国へ出張 (39.6.16-39.7.ll)

大島 長造: 欧米各国の遺伝学事情調査ならびに研究連絡,および第12回国際こん虫学

会出席,講演のため,英国ほか6か国-出張 (39.7.6-39.8.25)

酒井 寛一: 英国エディンバラにおいて開催された第10回国際植物学会議出席ならびに

遺伝学研究上の諸問題について連絡協議のため,英国, ドイツ,スイス,

イタリアおよびアラブ連合の各国-出張 (39.8.2-39.8.31)

岡 彦-: イネの研究のためフィリピン-出張中 (39.ll.7-)

ほかの機関における講義

飯野 徹雄: 東京都立大学理学部大学院非常勤講師

(38.4.1-39.4.1)

担当科目

細 胞 学
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飯野 徹雄: 名古屋大学理学部非常勤講師

(38.6.10-39.3.31)

酒井 寛一: 九州大学農学部大学院農学研究科非常勤講師

(38.7.1-39.3.31)

田島弥太郎: 名古屋大学農学部大学院農学研究科非常勤講師

(39.2.15-39.3.31)

飯野 徹雄: 山梨大学学芸学部非常勤講師

(39.ll.21-)

遺 伝 学

農学研究実験

農 学

遺 伝 学
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ⅤⅠ.図 書 お よ び 出 版

図 書 主 任 (39年度)

図 書 委 員 (39年度)

司 書

購入図書および逐次刊行物

洋 書: FoRD,E.B.;〃EcologicalGenetics"ほか

逐次刊行物: 前年度より継続

新規購入 (〃MutationResearch刀ほか)

和 書: 松村 ･田島編;｢放射線遺伝学｣ ほか

逐次刊行物: 前年度より継続

寄贈図書および逐次刊行物

国 内

図 書: ｢人口動態統計｣ ほか

逐次刊行物: ｢遺伝｣ほか

国 外

図 書:ScHUI.L,W.J.;〃Mutations''ほか
逐次刊行物:〟Geneticalberica''ほか
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常

平

森

越

郎

郎

郎

郎
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種
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出 版

書 名 ページ数 発行数 配布先

国立遺伝学研究所年報 第 14号 95 1,300 内外研究機関,試験場 ほか

芸禁｡慧skeSf.書,en誌;.14 139 1,000 内外研究機関,試験場 ほか
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VII.行 事

1. 第 1回遺伝研セミナール

(趣 旨) 遺伝学における専門分野について,組織的かつ高度の講義を行ない,わが国

における研究者の知識の向上と研究能力の助長をはかることを目的とする.

(題 目) 集団遺伝学

(期 日) 昭和 39年7月9日-11日 (3日間)

(場 所) 国立遺伝学研究所 第 1会議室

(受講者数) 86名 (うち所内 16名)

(資 格) a.大学学部および大学院学生

b.大学,各種研究機関に属する研究者

(経 費) 受講者負担

2.創立15周年記念行事

創立 15周年および新館建築 (第1期計画完工)の披ろうをかねて,下記のとおり諸行

事を行なった.

9月 19日

式 典 (10:30-12:00)

本館屋上において挙行した.来会者のうち,文部大臣 (代理 小林事務次官)をは

じめ,朝永日本学術会議会長,森脇日本遺伝学会会長,平塚国立教育研究所所長など

学会代表,地元側長谷川三島市長からそれぞれ祝辞があり,創立当初からの勤続者に

対し表彰 (表彰状および記念品授与)が行なわれた.

祝 賀 会 (12:30-14:00)

玄関前庭 (芝ふ)において, 来会者一同 (232名)当所の前途を祝し ｢乾杯｣, ス

イカ割りなどの余興もあり,盛会裏に散会した.

11月 28 日

公開講演会 (14:00-16:30)

講演:

あいさつ 国立遺伝学研究所 所長 理学博士 木 原 均

発育と遺伝 応用遺伝部 部長 農学博士 酒井 寛一

癌と遺伝 紳胞遺伝部第 1研究室 室長 理学博士 吉田 俊秀

映画:

生命の誕生

中近東の植物探険 (カラー)

会場: 名古屋市教育館講堂
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主催: 国立遺伝学研究所

愛知県教育委員会

中部 日本新聞社

後援: 名古屋市教育委員会

なお,これら記念行事にさきがけて,9月 19日,前所長小熊拝博士の胸像除幕式を行

ない,行事の一端として ｢国立遺伝学研究所要覧｣を発行 (1,000部)した.



68 国立遺伝学研究所年報 第 15号

ⅤⅠⅠⅠ.施 設

A.新規の施設

1. 本館第1期計画完成

本館新築第1期,第3次工事 (増築延べ 1,144.91m2) は下図のとおり昭和 39年3月

31日完工した.

2 陰

第3次工事完工部分は,本館建物の中央部にあたり,1階には管理部門を,2階南側に

所長室,会議室などを配し,3階を研究室にあてた.

また,従来の共電式電話交換機 (40回線)を自動式電話交換機 (100 回線) に切り替

えた.水道はあらたに市水を本館南側に導入した.

これで,当所本館の第 1期計画は完成した.経過などは次のとおり.

第1次 延べ 1,097.25m2 昭和 36年9月完工

第2次 延べ 738.00m2 昭和 38年1月完工

第3次 延べ 1,144.91m2 昭和 39年3月完工

計 延べ 2,980.16m2(901坪)

なお,本館の特徴をあげると,南側を研究室に,北側を各種の実験室,飼育宴,垣温

室,機械室などにあて,空気調整,冷暖房を要する施設は大体各階とも中央にまとめてあ

る.

2.r線照射温室
当所唯一の γ線照射温室 (温室,延べ76m之,操作室,14.39m2) が,昭和 38年度原

子力予算により昭和 39年5月に完成した.
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この温室は,中央部に設置された 線源 137Cs(40キューリ-)の照射装置により,逮

隔手動操作 (レリーズ方式)で生育中の各種植物に γ線の低線量率照射を行ない, それ

ら植物が受ける遺伝的影響などの実験研究を行なうためのものである.東側半分を照射室

とし･照射装置の背後の半分 (西側)は,照射装置の鉛と,コンクリー トの壁によりr線

をしゃへいして,対照室となっている･線量率は線源から 1m の位置で 4rノh,8m (温

室の末端)で 0･2r/hであり,8m の位置での γ線の慮射ほ地上 1m までとどくように

設計したので･生育中の植物に対しては,高さ 1m までのものは均一な線量の照射が可
能である.

なお配水循環式の暖房と,,'ット方式の冷房設備により, 冬は外温より約 10oC高く,

夏は外trfl-1より約 5oC低 く温度を保つことができる.

_ 亨 軍

3･ 電子顕微鏡室

昭和 27年度に購入した電子顕微鏡 (JEM 3型)は型が古く性能も劣り, しかもひんぽ

んに故障を起こし不便をしていたが, 本年新 たに 日本電子株式会社製の JEM-T6S型

(中型)を庁費450万円で購入した･ この価格は本体340万円のほかに, 試料室の排気系
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の改造,真空蒸着装置,試料冷却装置,露出計,ステレオ装置なとを含めたものである.

本機の性能の特徴は, 加速電圧 60KV,分解能 12.6Å,広範囲の倍率可変 (600-

50,000 倍まで連続的) なとである.なお昭和 32年度に購入した超薄切Ji用 ミクロトー

ム (JUM15型)の試料ホールダー,冷却装置を改装L,さらに電f･顕微鏡室の改修を行

ない,微生物ならびに高等/i:_物の徴糾 措道の研究の態勢を整えた.

なお準備室には超遠心分離機 (SpincoL型)その他か備えつけられている.

4. 分析用超遠心分散機室

東洋レーヨン科学振興会から ｢細胞分化の遺伝生化学的研究｣クループに対して与えら

れた研究助成金により,米国ペックマン社製の分析用超過L分離機 (SpincoE型,1,200

万円) を購入した.それに伴い今まで書庫の一部として使われていた別館の 1室を改装

L,SpirlCOE型専用室とした.本体とともに,An-D (最大回転数 59,7EOrev/min 最

大遠心力 259,700g),An-E (50,740rev/min,187,100g)および SW-39(swinging,

39,460rev/min)の3種のローターと各種部品が購入され .捌垂を終わって 12川こ運転
を開始した.この機軌の新設により, リボソームなとをはじめとする細胞成分の分画や各

種の分析が日用巨になり,特に生化学的手法により遺伝現象の本質に迫る研究の面て活用さ

れ ることになった.

B.既存の施設

1. 本 館 (新館)

本館新築第 1‡紬梱れこもとづ く, 第 1次, 第2次, 第3次1事 (鉄筋コンクリ- ト造

り, 3階建てクリーム色総タイル張 り)のうち,昭和36年9月に第 1次 (延べ 1,097.25

m2約332坪)れ 昭和 38年 1月に第2次 (延べ 738m2約223坪)が完成. (第3次工

事については ｢新規の施設｣の項参照)

2. ショウジョウバエ実験室

新館の2階にショウショウバ-Lji験室か完成し別館の実験室から昭和 38年 3月に移転

丁をした.新実験室は 25oCに保たれた実験室か 2室と系統飼育室 (25oC と 18oC各1

呈)と飼料調理室からなる,この共同施設は5部門に属する約 10名の研究者が使用して

いる.実験室内でも年中ショウショウ/ミェの飼育と実験ができるので研究は継続して行な

える. 25oCの飼育室には研究中の系統を保存し, 18oCの飼育室には各種突然変異系統

と野生系統を保存し,わが国および諸外国の研究者との交換,送付などの希望に応 じてひ

ろく利用されている.飼料調理室には乾熱滅菌器を置き使用済みの飼育ぴんを消毒し,そ
の後洗浄する装置がある,また飼料を作る装置があり毎週数丁一本の飼料を作ることができ

る.

3. 図 書 室

書庫の大部分は故 GoLDSCHMIDT 博士が生前に寄贈された文献によって占められてい

る.
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ゴール ドシュミット文庫

Prof.Dr.R.B.Got.DSCHMDTは BerlinDahlem の KaiserWilhelm Institutfiir

Biologieの副所長当時,多くの日本留学生を指導し, また1924-26年東京大学講師在任

中は各地の大学においても遺伝学を講義するなど日本に対して深い理解と親しみとをもっ

た人であった.おもな研究は Lymantria の性決定をはじめ動物遺伝学のあらゆる分野

にわたり,また植物に関する論著もあり遺伝学者として最も間口の広い学者であった.坐

理遺伝学は氏がはじめて提唱した新しい研究領域である.

氏は 1936年アメリカに招かれて California大学教授となったが,1948年4月満 70

才を迎え同大学を停年退職するに当たり, 旧友, 知己, 門下生の多い日本遺伝学界のた

め,ことに多年親交のあった当研究所所員の請い入れて5万部をこえる別刷りと数百部の

単行本との譲渡を快諾されたばかりでなく, 1958年4月他界されるまで引き続き別刷り

や単行本を寄贈された.

外国雑誌のバックナンバーはまったくこれを欠き,単行本もまたごくわずかなものにす

ぎなかった新設間もない本研究所の文庫に,幸いに入手できたゴールドシュミット文庫は

大いにこの渇をいやしてくれた.なみなみならぬ博士の友情は感謝にたえない.また貴重

な文庫所蔵のために不燃質構造の書庫を建築寄贈された静岡県当局の好意は,われわれの

忘れえないところである.

4. 恒 温 室

フレオンガス使用による冷凍装置と電熱暖房装置との研用により常時六つの小室がそれ

ぞれ 00,50,100,150,200,25oC の恒温に保持される.おもに材料の保存,発育の抑制

または促進,高温または低温の形質発現におよばす影響の研究に利用されている.

5. 光学および化学実験室

ここには分光光度計,凍結乾燥装置,光電色沢計, pH メ-ター (フィリップス会社

製),マノメーターほか化学的実験に必要な器具器材が整えられている.

6. 微 生 物 実 験 室

昭和 32年3月に完成した. 1階には微生物実験室 3,無菌室 4,機械室 1,滅菌呈

1,2階にはシェ-カ-室 2,系統保存室 1が設けられている.横桟宝には トリオン, エ

アーテンプ,/､イ ドロサ-ムなどを備えて各無菌室の無菌状態の保持はもちろん,温湿度

を調節できるように設計された.-

この実験室にはフランスから輸入された DeFonbrune式 ミクロマニュプレータ-,強

力音波振とう器などが整備されている.

7. 移 動 網 室

コムギなど禾穀類の貴重な研究材料を,鳥害や風雨による損傷から守る実験圃場の探護

施設として画期的なもので,昭和 34年に完成した.

網室は幅 10メートル,奥行き 20メートル,高さ2.5メー トルで,4すみのみ固定基

礎で支えられ,ほかの部分は全部分解して持ち運びできる.固定基礎は3か所に設けられ,

3年 1期の輪作に応じて移動できる.
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8. 調節温室と晴耕温室

調節温室は昭和 27年度の官庁営繕費 (120万円)により造られた木造モルタル仕上げ

87.6m之の温室で, 同年の機関研究費550万円により13.2m2の温室2重と3.3m2余の

暗室2重を温湿度や光を調節しうるようにした.この種の温室としてはわが国ではじめて

造られたものである.昼間15-30oC,夜間 15-25oC,湿度は60-8070で使用している.

また隔離温室は昭和 32年度に官庁営繕費 (657.4万円)により造られ,温湿度調節装

置は 32-33年度の機関研究費 (1,300万円)によって完成した.以前の調節温室と区別

する意味で隔離温室と名づけた.次表に示す各室および機械室,作業室などから構成され

ている.

温湿度条件の調節はチラーと-イドロサーム (燈油用)を用いたウォーターワッシャー

方式による自動調整冷暖房装置により,暗室は最低1,000ルックスの照明光がえられ,日

長および波長の変更が可能である.

ガラス温室および暗室では,高等植物の温度, 日長反応などの生理遺伝的研究を行な

い,開花結実を自由にコソトロールして遺伝学的研究を促進する.また六つの小隔離室で

は,他家受粉憶物の系統維持や病害抵抗性の遺伝学的研究ができる.冷暗宝は低温処理,

春化処理を行なうためのものである.

ガ ラ ス 温 室

ガ ラ ス 温 室

小 隔 離 温 室
暗 童

冷 暗 室

網 室

温 度 条 件
夏 期 冬 期
昼間 夜間 昼間 夜間

空気吹き流し200 120

290 150 200 120
290 150 200 120
290 150 200 120

00-50

湿 度

60-70%

60-70%

60-70%

60-7070

9. 温 室

日本専売公社によって造られた.将来は暖房設備を入れて使用したい希望である.タバ

コの研究材料をはじめ,各種植物の栽培に当てられている.

10. 水田温室と自動短日圃場

ロックフェラー財団研究費 (昭和 32年度)によって建てられた.水田温室は栽培室

(ガラス室)2重,機械室,研究室を含み,栽培室内にはポットを置く台と水田が備えら

れている.温度の調節は2基の灯油を燃料とする-イ ドロサ-ムにより昼夜所定温度が自

動的に与えられる.また空気温度は一定に調節されるが,冷却および除湿の設備はない.

夏季の室温は外気同様に保たれる.

自動短日圃場は熱帯原産のイネその他の短日性植物を栽培し,自由に出穂成熟させるた

め設計された施設である.1区 9m之の5区を設けた.光をしゃ断する屋根はL,-ルの上

をモーターでけん引,または圧搾空気エソジンによって作動する.その運動は普通の時間
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統御時計のほかに,アス トロダイアルといわれる特殊な時計 (指示された緯度の毎日の日

の出日没時問に応じて移動する)によって緯度的調節をも行なえる.

11. こん虫飼育室と特別蚕室

こん虫飼育室では家蚕をはじめショウジョウバェを除くこん虫類の飼育が行なわれる.

全国から集められたカイコの突然変異120系統の系統保存も行なわれている.

昭和 34年度原子力予算で新設された特別蚕室には,カイコを材料とした放射線遺伝学

の研究を強力に推進させるのに十分な設備が整えられた.ここには環境条件を制御できる

γ線照射飼育室,対照飼育室のほか,普通飼育室が 2重あり, さらに付属施設 として

蚕種冷蔵室 2,人工ふ化室,調査室がある.γ線照射飼育室は 60Co3キュ-リーを線源

としカイコを飼育しながら少線量の γ線を長時間にわたって照射できる特別の装置があ

る.

12. 第1ネズミ飼育舎

-ツカネズミ (マウス)飼育室 4,ネズミ (ラット)飼育室2のほかに飼料,敷きわら

貯蔵室,調理室,宿直室,実験室がある.飼育だなはつり下げ式で,自由に位置が変更で

きる.全飼育室の動物収容頭数は 10,000頭で,保持している系統はラット14系統 (近

交系は7系統),マウス近交系 24系統,突然変異系約 40系統である.

13. 第2ネズミ飼育舎

昭和 32年度科学技術庁原子力予算によって,-ツカネズミを使った放射線遺伝学の研

究のため,特に造られたのがこの第2ネズミ飼育舎で,昭和 33年度の原子力予算で固形

飼料の調製機とケージが追加購入された.五つのネズミ飼育室は恒温装置により常に一定

の温湿度が保たれる.ほかに実験室,暗室,係員室,洗浄消毒室,固形飼料調製室および

倉庫,さらに係員の宿直室などが設けられている.

14. 放 射 線 実 験 室

昭和30年度の官庁営繕費その他計650万円により,1階のアイソトープ実験室と地下の

γ線照射実験室が造られた.1階には管理室,実験室,更衣室,オ-トグラフ室,フP ド

重,測定室,貯蔵室,動物飼育解剖蔓および植物室 (ガラス)などがあり,地下室は 6OCo

による γ線連続照射を動植物に実施する目的で放射線防御を考慮して特別に設計された.

内部設備は庁費 と輸入機械および機関研究費によって特殊な γ線照射装置,放射装置,

各種放射能測定器がそろえられている.γ線照射室はその装置とともにわが国最初の考案

で, 60Co50キューリーを天井中央 2m の高さにあげ,床面に同心円的に 1日 300r,

150r,50r,1r,と線量をかえて照射されるように設計された.

昭和 33年度には上記実験室を拡張して放射線実験室を完成した.増築部分の1階は大

小のⅩ線照射量,操作室,測定室,工作室と既設の管理室の拡張で,地下は中性子 (Ra-

Be500mg)とγ線 (137Cs6,000キューリー)の照射実験室である.内部設備としては,

現在 Ra-BelOOmgと 187Cs2,000キュ-リー,187Cs4,000キューリー をもち, 中性

子装置は 34年度の科学技術庁原子力予算で, 137Cs装置と追加の 137Cs,4,000キ ュー

リーの線源は昭和 34,35年度の機関研究費で完成された.
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15. 鶏 舎

昭和 27年社団法人全国種鶏遺伝研究会によって建設された産卵鶏検定舎1むれ 酵卵

育雛舎1むれ コロニー舎3むねは,同研究会の解散とともに寄付された.現在はこれら

のほかに,中雛用育雛バタリー舎3むねを追加建設して,毎年約600羽の成鶏を飼育し,

ひなは年産 20,000-30,000 羽である.主要鶏種は 3/4が白色レグホン種, 1/4が横斑

ロック種で,ほかに若干の近交系がある.なおウズラ500羽を飼育し,実験を始めた.

16. 組織培養実験室および顕微鏡室

組織培養実験室には準備室 1,無菌室2を設備し,頗徴鏡宝には昭和 29年度の文部省

科学研究費によって購入したオーソルックス顕微鏡およびミクロキネ (顕微鏡映画撮影装

置)が備えられ,顕徴鋭写真室が併設されている.

17. 免疫用ウサギ飼育室

｢サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究｣にたいして米国 の国立衝立研究所からおくられた

研究補助金の一部によって,昭和 35年4月に完工した.建物は径 4.5m,高さ 2.5m

の円筒型で床はコンクリー ト,側面は鉄骨ガラス張りである.中央には建物の中心を軸と

して回転できる3段の飼育台があり.おのおのの飼育台にはそれぞれ8個の飼育箱が環状

に設置され,また下面には下水につながる排尿漏斗が取りつけてあって,給飼,清掃を能

率的に行なえる.周囲には飼育箱洗浄用の流し,飼料だなおよび採血台が備えてある.

18. 冬期栽噂フレーム

昭和 35年度の機関研究費 ｢カイコを材料とする放射線の遺伝におよぼす影響に関する

研究｣ の一部により建てられたもので, 東西 18m 南北 5.4m で建坪は 97.2m2あ

る.昭和 36年2月中旬に完成した.骨組みは鉄骨を使い,木わくにビニールを取りつけ

たもので,156株のクワを促進栽培できるようになっている.

19. 実験圃場 ･その他

圃場

圃場名

西 1番圃

西2番囲

西 3番国

東2番圃

東4番国

東5番国

東6番圃

面 積

2,238平方メートル

5.665平方メートル

5,826平方メートル

3,107平方メートル

8,408平方メートル

7,846平方メートル

1,785平方メートル

用 途

一般作物

一般作物

一般作物

一般作物

クワ35よび一般作物

クワ

クワおよびクヌギ

計 34,875平方メートル

ほかに水田 400平方メ-トル

庭園および道路

観賞用樹木として,また品種保存のため,ツバキ,サクラ,カニテを多数収集し,構内

に憶えつけてある.ソバキの一部,サクラの大多数は構外道路のサクラとともに3-4月
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のころには研究所に色どりを添えている.本館前,蚕室,ネズミ飼育室の前のメタセコイ

ヤ,本館前のコルクガシは貴重な資料となっている.

おもな研究用栽培植物

Aegilopsspp.,AgrOPyrOnSpp.,Hordeum spp.,Tritieum spp.,Oryza spp.,

Chrysanthe仇unSpp.,ColchieumautumnaleL.,DianthuschinensisL.,GlorioSa

SuPerbaL.,NaroisSuSSpp.,PharbitisNilCHOIS.,ZephyrantheSSpp.,Medica90

trunoaturaVILLD.,Melandriun albumL.,Rumea:acetosaL.,CannabisSativuB

HEAfSL.,CapsicumannuumL.,Prunusspp.,MorusbombycisKoIDZ.
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ⅠⅩ.実験材料の収集と保存

A. イ ネ (Oryza)

種 名

0.abromeitianaPROD.

0.altaSwALLEN

O.auStraliensisDoMIN

O.barthiiA.CHEV.

0.braohyanthaA.CHEV.etRoEHR.

0.breviligulataA.CEEV.etRoEER.

0.00arotataRoxB.

0.0ubenSiSEKMAN

O.eiohingeriPETER

O.glaberri仇aSTEtJD.

0.grandiglumiSPROD.

0.granulataNEES

O.latifoliaDESV.

0.longiglu仇iSJANSEN

O.malampuzhaensiSKRISE.etCEAND.

0.meyerianaBAILL.

0.minutaPRESL

O.oblcinaliSWALL.

0.paraguaiensiSWEDD.

0.perenniSMoENCE

*0.perrieriA.CAR(TIS

O.punctataKoTSCⅡY

O.ridleyiHoox.

0.8ativaL.

0.saliJUaf.BPOntaneaRoscEEV.

0.80hlechteriPILGER

O.stapjliRoscHEV.

0.8ubulataNEES

O.tisseranliA.CIIEV.

● 本年度新しく入手した種

数統

4

5

2

75

12

33

3

8

16

00

5

m

お

15

3

18

42

76

1

90

1

10

6

舶

67

1

12

1

1

系

4

4

1

3
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B.コム ギ (Triticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoidesBAL.

T.monococcumL.

T.dicoccoideSKORN.

T.dicoccum ScHiiBL,

T.durumDESF.

T.orientalePERC.

T.persicu仇 VAV.

T.polonicumL.

T.pyramidalePERC.

T.turgidumL.

T.timop7!･eeJUiZIIUK.

T.aestivumL.

T.compactumHosT

T.maohaDEK.etMEN.

T･speuaL.

T.sphaerococcum PERC.

合成6倍コムギ

2. 栽培パンコムギ

日本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ品種

オース トラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア品種

北欧品種

C.コムギの近縁種
1.Aegllops

種 名

Ae.aucheriBoISS.

品種または系統数

3

3

3

3

4

1

3

1

1

1

2

7

2

2

4

2

6

00

23

19

50

241

300

84

231

別

6

2

2
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Ae.bicorniSJAUB.etSp.

Ae.biuncialiSVIS.

Ae.caudataL.

Ae.columnarisZHUK.

Ae.comoSaSIBTE.etSM.

Ae.orassaBoISS.

Ae.cylindrioaHosT

Ae.heldreichiiHoLZM.

Ae.kotsohyiBoISS.

Ae.longissinaScIIW.etMUscⅡ.

Ae.oJUataL.

Ae.8haronenSi8EIG

Ae.speltoideSTAUSCE

Ae.SquarrosaL.

Ae.triaristataWILI.D.

Ae.triuncialisL.

Ae.turco仇anicaRosH.

Ae.umbeuulataZHUX.

Ae.uniaristataVIS.

Ae.variabilisEIG

Ae.ventricosaTAUSCH

2.Agropuron

Ag.campestreG.G.

Ag.caninum (L.)P.B.
Ag.ciliare(TRIN.)FRANCH.

Ag.cristatum (L.)GAERTN.

Ag.dasystachyu肋 (Hoo又.)ScRIBN.

Ag.desertoru仇 (FISCH.)ScHULT.

Ag.elongatum (HosT)P.B.

Ag.humidumOHWIetSAXAMOTO

Ag･inerme(ScRIBN.etSMITH)RYDB.

Ag･intermediun (HosT)P.B.

Ag.junceum (L.)P.B.

Ag･littorale(HosT)DUA(.

Ag.peotinifor仇eRoEA(.etScHULT.

Ag.repenS(L.)P.B.
Ag.npariumScRIBN.etSMTH

2

1

1

2

2

2

3

1

4

1

6

2

2

6

7

6

1

3
3
3
5

3

3

1

6

1

4

1

CO
1

8

7

3
2

3

】
⊥
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Ag.semicoStatum NEES

Ag.Sibiricum (WILLD.)P.B.

Ag.smithiiRYDB.

Ag.spicatu肌 (PURSE)ScRIBN.etSMITH

Ag.traohycaulu肌 (LINK)MAI｣TE

Ag.trichophorum (LINK)RICHT.

Ag.tSukushiense(HoNDA)OHWI

Ag.yezoenSeHoNDA

3.ASPerella

As.31aponicaHACK.

AS.longe･aristata (HACK.)OHWI

4.EtuTnuS

El.canadensisL.

El.dahuricusTURCZ.

El.glaucusBUcKL.

El.nollisTRIN.

El.sibiricusL.

5. Sltanion

St.hystrix(NUTT.)J.G.SMTH

6.Eremopgrutn

Er.buonapartis(SpRENG.)NEVSXI

Er.orientate(L.)JAUB.etSpACH.

Er.triticeum (GAERTN.)NEVSKI

7. HenrardI'a

Hn.persicaHUBBARD

8.HeterantheuuTn

Ht.piliferu仇 HocHST.

9. TaenlatherzJm

Tn.aSPerum (SIMK.)NEVSKI

Tn.crinitum (ScHREB.)NEVSXl

1

5

3

1

2

5

9

4

1

D.花井,その他

1. サクラ

大 島 桜 系: 大島桜,大提灯,普賢条,一葉,紫桜,牡丹桜,八重曙,渦桜, 戯麟, 班

戸桜,松月,白妙,彰金 (右近),御衣黄, 荒川匂, 楊貴妃, 天の川, 狩

衣,雪月花,名島桜,兼六園菊桜,旭山,嵐山,宝珠杖, 八房, 御所桜,

汐登, 白雪,福録寿,千麻桜,車鮭,福桜,珠数掛桜,翁桜,南殿,太白,
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紅虎の尾,気多白菊桜,泰山府君,御車返 (見返桜,鎌倉桜,桐ケ谷),雨

宿,法輪寺,小汐山,苔清水,衣通姫,倭大島,薄重ね大島,手軌 胡蝶,

御室有明,関東有明,千里香,衣笠,大島八重 (差木地),菊枝垂,火打谷

菊桜,本智幸小菊桜,来迎寺菊桜,塩釜桜.

山 桜 系: 山桜,薄塁,塁染,上旬,駿河台匂,滝匂,佐野桜,御座間匂, 日吉八重,

琴平八重,清澄枝垂,高砂 (奈天), 静匂, 奈良八重桜, 左近の桜, 駿府

桜,木の花桜,若樹の桜 (一才桜),山桜枝垂.

染井吉野系: 染井吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野, 船原吉野, 天

城吉野,咲爺矩,染井匂,鞍馬按,御帝吉野.

彼 岸 桜 系: 彼岸桜,江戸彼岸 (ウバ彼嵐 アズマ彼岸,紅,白), 枝垂桜 (糸桜), 熊

谷,十月桜,寒桜,修善寺桜,染井彼岸,正福寺枝垂 (浜村枝垂),砥園菊

咲枝垂,修善寺紅寒桜.

そ の 他: 寒耕桜 (耕寒桜一台湾直移入),千島桜,盟月桜,悠道桜,菊咲奥丁字桜,

霞桜,筑紫桜,箱根桜 (豆桜,富士桜),緑考桜,支那実桜,東海桜,岳南

桜,野中大山桜, ヒマラヤ桜,大箱根桜 (大島桜×箱根桜),雲ケ畑南殿,

仙台屋桜,稲葉心田,貴船雲珠,山越桜,八重箱根桜, 八重西方寺桜, 西

方寺桜,伊予熊谷桜.

2. ふ入り植物

双 子 菜: アジサイ, ウツギ,ヤマブキ,金葉 コデマリ,■モチ,ムクゲ, カエデ, セ

リ,アオキ,ツルマサキ,ギンマサキ,キンマサキ,マユミ,イボタノキ,

ツバ キ.

単 子 葉: ギボウシ,カンゾウ,アマ ドコロ, シロフノ､カタカラクサ, シマフムラサ

キツユクサ,アシ,フトィ.

裸 子 植 物: 白斑ヒバ,黄斑 ヒバ,斑入糸ヒバ,金糸ヒバ, クジャクヒバ, 雪冠スギ,

ソナレ,蛇の目マツ.

3. ツパキ

八 重 系: ′ト紅葉,鶴毎衣,紅車,無類紋,蝦夷錦,寒陽袋,鈴鹿の関, 蜜′ト船, 紅

千鳥,天の川.

牡 丹 系: 玉牡丹,熊坂,明石潟,淀の朝日,鴇の羽重,潅花紋,獅子頭,神楽獅子,

紅戯廟,雪牡丹,源氏車,眉間尺,光源氏, 白牡丹,乱拍子, 星牡丹, 自

雁,花橘,白獅子,花車.

千 畳 咲: 千年菊,箆児島,自乙女,紋乙女,蓮見白,乙女,紅乙女,染川,昆嵩黒,

墨染,和蘭陀紅,残雪.

一 重 系: 朝鮮椿, 白臨,抜筆,蝶千鳥.

唐 子 咲: 紅唐子,紋唐千,淡路島,京庸子,黒竜,紅獅子.

早 咲: 紅柁介,初嵐,白太神楽,能牡丹, 白拍子, 白玉, 白玉紋, 白露錦, 仏蘭

西白,荒獅子.
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七 木: 緋縮緬,見驚,春 日野.

五 木: 唐錦,後嶺山.

木: 藻汐,和歌の浦, 日暮.

妻: 雪見車,月見草.

葉 替: 盃葉,錦魚椿.

ふ 入 り: 弁天椿,斑入乙女,複輪一休.

新 花: 蓮上の玉,大白玉,光明,春曙紅,四海波,八重白玉,大虹,群胡蝶.

肥 後 椿: 御所椿,自鶴.

雪 椿: 越の姫,紅陽殿,島の錦,雪小町,閏の夢.

4. ウ メ

満月,特出錦,金筋梅,東都,開運梅,一重寒紅,蝶の島,簾の内,青等,八重茶青,浜

千鳥,筑紫紅,映山白,栖鷺梅,春日野,古里錦,唐梅,内裏梅,未開紅.

5. カエデ

早乙女,花泉鋳,松ヶ枝,遅々,赤地錦,立田川,紅枝垂,陀人,狂獅子,鷲の屠,奥州

紅,青茶錦,紅鏡,三業楓,瓜膚蛙手,獅子頭,青〆,袖の内,一行寺,血染,織殿錦,

大盃,金閣,楓,名鳳,爪紅,鴫立沢,唐楓,舞孔雀,限り錦,鈎錦,辰頭, 日笠山,赤

〆の内,異聞,置霜,漣波,男獅子,時雨鳩.

6. アサガオ

大輪 (蝉菓)系: 天津,太陽錦,太平楽,右近,碧竜,団十郎,陽春,幽露, 深淵, 白

妙,耕千代宝,千代の極,太平替,雁,初雁,茸火,松島吹掛,若水,

紅吹掛,時津風,暁雲,田毎の月,天竜,紫の香, 王昭君, 雁吹掛,

菊水,国の光,毛無,藤桃吹掛,紫雲竜,天津風,初雪, 大鳥, 新利

久,山紫水明,桃太郎,黒鳩,暁の光,太陽,東亜の光, 彩華鉢, 戸

部の誉,翠雲,赤地錦, 白雲,富士,晴天,鳴神,新書仙,美女の舞,

幽境,太平夢,黒王,月桂冠,宇旭,瑞雲,錦宝,大黒天, 谷風, 御

所紋,鳴海潟.

肥後アサガオ (洲浜)系: 老松,司紅,殿上人,天の原,御狩宿,春月,法衣,立田川,

磯千鳥,高砂,藤衣.

花型遺伝子系: 並咲,獅子咲,乱れ獅子,台咲,捻梅咲,乱菊咲,石畳咲, 縮咲, 桔

梗咲,渦咲,采咲,立田咲,南天咲,八重咲,牡丹咲,孔雀咲.

菓型遺伝子系: 常葉,丸葉,芋葉,笹葉,立田薬,南天葉,獅子葉,油菜,林風葉(倭

性,劣性),乱菊菜,鼻薬,靖輪業,縮緬葉,柳菜,-デラセア葉,礼

雀葉,はだぬぎ,洲浜葉 (千鳥菜).

花模様遺伝子系: 刷毛目絞,吹掛絞,覆輪,吹雪,事故,覆輪抑圧,筒白,花筒色抑圧,

章,雀斑,立縞,条斑.

その他の遺伝子系: 木立,石化,咲分け,斑入,黒種子,自種子,褐色種子,象牙種子,

栓島,夫婦咲き,枝垂, クリームイエロー, クリームイエロ-抑圧,
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打込み,袋咲き,小人,毛茸制限.

E. ショウジョウバエ

1･ キイ口ショウジョウバエ (Drosophilamelanogaster)(1,136系統)

野 生 型- 129系統

本 邦 産: 80系統

外 国 産: 40系統

isogenic: 9系統

突然変異種- 117系統

第 1染色体: 25系統

第2染色体: 19系統

第3染色体: 18系統

第4染色体: 1系統

混合染色体: 54系統

野 生集 団致死遺伝子型- 440系統

野生集団半致死遺伝子型- 250系統

野 生 集 団正常遺伝子型- 200系統

2･ クロショウジョウバエ (Dro80Philavirilis)(14=系統)

野 生 型- 4系統

本 邦 産: 3系統

外 国 産: 1系統

突然変異種- 10系統

第 1染色体: 3系統

第2染色体: 1系統

第3染色体: 1系統

第4染色体: 1系統

第 5染色体: 2系統

混合染色体: 2系統

3･ ウスケE3ショウジョウバエ (Drosophilapseudoobscura)(34系統)

PP型- 7系統

AR型- 10系統

CⅡ型- 7系統

ST型- 10系統

4. その他の種類 (4系統)
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F. カ イ コ

突然変異系統

第 1連関群 (od;ode;ose;eVg)

第 2連関群 (pM;pS;pea;pSa12Y;Gr;Greol;Y;oa)

第 3連関群 (Ze;len;len l;a-len)

第 4 連関群 (L;Spc;Llem qoc)

第 5連関群 (pe;re;ok;oc;bw)

第 6 連関群 (E;ECa;ED;EDl;EG'd;Eq;EKp;EMG;EMs;EN;Ewe;Eup;

ENa;EG'dENc;EKpED;EKpEH;ENcE;ENcEE;EHpED;Ere;b2)

第 7連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+ae;+be)

第 9連関群 (I-a)

第 10連関群 (wl;W乏;W3;WO古;jl;b3;OeW)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2;U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (cls)

第 17連関群 (Bm)

第 19連関群 (elp)

そ の 他 (al;Gl;仇-gr;nb;Nd;rb;so;SP)

(青白;褐色斑点蚕;大造;笹)

染色体異常系統 /へ {ノー･･ヽ
ZW2 (+od･W･+p･pSay/od)/{＼(∫-~~~~-I
ZIOl (+od･W･+p･pSa/Z+/Zoo)(雌致死)

Iu ■=iii=l
H108 (W･+Py･pSay)

一~■･ヽ
WIPIO8 (W･+Pyoα)

Ei■▲ココ
改 7 (W･+py欠)

亡::iilli
M3 (W･pM)

･(＼
限性虎蚕 (W･Ze)J-■■■ヽ
T-20 (W･+W2)

P′Y (+pに伴 う致死)

Dup (+py･pSaY/py)
/-･･＼

Q121 (+py･pSay/pYoa/pyoα)
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C32

GHI

GH3

GH4

GH13

Trisomic2

Trisomic6

Trisomic14

Trisomic112

G. ネ ズ

国立遺伝学研究所年報 第 15号
■-~~-I
(pSa･+pYoα)(+p-Y間交叉価の高い系統)

(U･EKp)

(U･EN)
/･一･＼
(U･EH)
ー-一ヽ
(U･No)

(pS/pM/+p)

(HKp/+/+);(Ewe/Eu/+);(END/ED/+)

(+oa/oa/Di)

(pSay/pY/py)

iコヽ
i=l

1. 系統維持をしている純系マウス (MusmzLSCulzLS)

A/HeMs(Inbreeding122代),AKR/JMs(71代),BALB/cJMs(89代),BL/De

(?+4代),CFW/MS(26代),C57BL/6HeMs(33代),C57L/HeMs(31代),

CBA/StMs(31代),C3HノHeMs(31代),C3HeB/De(?+4代),C58/LwMs

(?+9代),DM/Ms(48代),DD/Ms(32代),D103/Ms(46代),DBA/2(?+

4代),HR/De(?+4代),NH/LwMs (49代),RF/Ms(?+17代), SL/Ms

(29代),SMA/Ms(53代),SWM/Ms(30代),SWR/Ms(78代),STOLI(?

+3代).

2. 系統維持をしている突然変異系マウス (MusmuSCulzLS)

第 Ⅰ 連 関 群 Chinchilla(och),extremedilution(ce),pink-eyeddilution(p).

第 ⅠⅠ 連 関 群 short-ear(se),dilute(a),dilutelethal(dl).

第 ⅠⅠⅠ 連 関 群 piebald(a),hairless(hr),rhino (hrrh),Viabledominant

spotting(Wv).

第 V 連 関 群 non-agouti(a),black-and･tan(at),Lethalyellow (Ay).

第 ⅤⅠ 連 関 群

第 ⅤⅠⅠ連 関 群

発 ⅤⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅠⅩ 連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

第 ⅩⅠⅠ連 関 群

第 ⅩⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅩⅤ 連 関 群

Caracul(Ca).

Rex (Re),tipsy(ti).

brown(a).

tailless-wild-5(T/tw5),Brachyury(T),Fused(Fu).

obese(ob).

jerker(Je).

leaden(ln).

Twirler(Tw).

連関群不明のもの furless(fs),alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly

(Po),dwarf(dw).

3. 系統維持をしている純系ラット(Rattusnorvegicus)

ACI/N (Inbreeding78代)
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Albany(31代)

Buffalo(46代)

Castle'sBlack(23■'代)

CW-1(22代)

Fischer(86代)

Long-Evans(23で代)

Nagoya(20代)

NIG-Ⅰ(20代)

NIG-ⅠⅠⅠ(14代)

~ ~mG-ⅠⅤ (15代)

Shiihashi(27代)

Tailless-W (27代)

Wayne'spink-eyed'yellowhooded(64代)

Wistar(46代)

Wistar-King-A (179代)

4. その他飼育繁殖中のネズミ類

チ1,イニ-ズノ､ムスター (Cricetulusgriseus)

クマネズミ (RattuSrattuS)

マス トミス (MaslomysnatalenSis)

5. 維持しているネズミの腫療系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELD),プラズマ細胞腰癌 (Ⅹ5563)

班. 細菌とそのファージ

1. 細 菌

Salmonellatyphimurium (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

77-ジ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然突異株:

非運動性突然変異株:

Salmonellaabortus-equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異変株:

85

TM-2,LT-2,LT-7など

350株 アミノ酸要求性, プリン要求性, ピリミ

ジン要求性, ビタミン要求性など

株

株

株

株

株

株

1

0

0

0

0

0

1

5

2

0

6

1

30株

アルギニン感受性

SL-23
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ファージ抵抗性突然変異株: 30株

無べん毛性突然変異株: 20株

非運動性突然変異株: 10株

べん毛抗原に関する突然変異株: loo株

Salmonellaabony

野生株: SW-803

Hfr株: 10株

F一株: 10株

アミノ酸要求性突然変異株: 20株

薬剤抵抗性突然変異株: 20株

ファージ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Salmonella属の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapest,S.banana,

S･essen,S.kingston,S･derby,S･california,S.reading,

S.kaposJUar

GroupCl: S.oranienburg,S.montevideo

GroupD: S.sendai,S.moscow,S.rostock,S.pensacola,S.enteritidis,

S.dublin,S.berta,S.wangata,S.blegda仇,S.miami,S,ndolo,

S.claibornei,S.panama,S.canaStel

GroupE4: S.senftenberg

GroupG2: S.wichita

Salmonella の種間雑種 180株

Escherichiacoli(大腸菌) 60株

野生株: K,B,S,C,Rowなど

栄養素要求性突然変異株: アミノ酸要求性, プリン要求性, ピリミ

ジン要求性, ビタミン要求性など

薬剤抵抗性突然変異株, ファージ抵抗性突然変異株,Hfr株,F一株など

Serratia(霊菌)属の細菌 70株

Ser.indica,Ser.plymuthicum,Ser.仇arCeSCenS

野生株のほかに,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗性突然変異株, ファージ抵抗

性突然変異株などを含む

Shigeua(赤痢菌)属の細菌 20株

Sh.boyd,Sh.sonnei,Sh.dySenteria,Sh.jumu!ri

野生株のほかに薬剤抵抗性突然変異株などを含む

その他の細菌 若干

2. バクテリオファージ



実験材料の収集と保存

Salmonella のファ-ジ

Escherichia のファージ

Serratia のファージ
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P22(Hl,H4,H5など),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,

Lambdaなど

Sigmaなど
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Ⅹ.庶 務

A. 歴史 と使命

歴史 昭和 15年 8月京城で催された日本遺伝学会第13回大会が,国立遺伝学研究所

設立決議案を満場一致で可決した.これに翌 16年 4月日本学術振興会内に設けられた第

4(遺伝)特別委員会が協力して,国立研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 8月,日

本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.こ

れらの努力が実を結び,昭和 24年 5月,吉田内閣の第 5国会において設置法案が可決

され 同年 5月 31日文部省設置法の改正公布をみ,ここに待望 10年の国立遺伝学研究

所が 6月 1日に誕生した.

最初は,庶務部のほか,第 1(形質遺伝),第 2(細胞遺伝),第 3(生理遺伝)の 3研

究部をもって発足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地として静岡県三

島市富士産業株式会社所有の土地 77,771.8平方メー トルを買収するとともに,同社の建

物 4,445.1平方メー トルを借り受け,12月1日研究所を現在の地に移した.のち.文部

省,大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市,日本専売公社,ロックフェラー財団などの援

助により,逐年研究施設は拡充され,昭和 35,37,38年度にわたり,本館 (鉄筋コンク

I)- ト造り,3階建て)第 1期計画が完工し,研究所はようやく面目を一新するに至っ

た.また研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年に変

異遺伝部,35年に人類遺伝部,37年には微生物遺伝郡が増設され,さらに39年度には集

団遺伝郡の新設をみ,現在 9部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい領域に属し,開拓されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も,さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究者の育成

と国民の科学知識の向上に貢献することを使命としている.

既設の9研究部門のほか,将来,分子遺伝,生物物理ならびに微緋 権道などを取り扱う

部を設け,また家畜の遺伝と改良を広く研究する部門が拡充され,これらが相互に密接な

協力態勢を整えたならば,遺伝を中心とする諸問題に総合的な成果が得られることが期待

できよう.

B.組織 (機構と職員)

文部省設置法 (昭和 24年 5月 31日 法律第 146号)(抄)

第 2章 本 省
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第 2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条の 3,第 26条,第 27条及び第 27条の2に規定するもののほか,

文部大臣の所轄の下に,国立の学校及び次の機閲を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本芸術院

日本学士院

(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立近代美術館,国立

西洋美術館,統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置 く.

2. 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に

関する重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3. それぞれ,の機関の長は,評議員会の推薦により,文部大臣が任命する.

4. 評議員会は 20人以内の評議員で組織する.

5. 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6. 評議員の推薦,任期その他評議員会の組織及び運営の細目については,政令で定

める.

(国立遺伝学研究所)

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

をつふ さどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2. 遺伝学研究所内部組織は,文部ぎ令で定める.

文部省所轄機関評議員会令 (昭和 24年 7月 18日 政令第 274号)(抄)

第 5章 国立遺伝学研究所評議員会

(所掌事務)

第 18粂 国立遺伝学研究所に置かれる評議員会 (以下 ｢国立遺伝学研究所評議員会｣ と

いう)は,左に掲げる事項に関し審議し国立遺伝学研究所長に助言する.

1. 国立遺伝学研究所の行 う毎年の研究及びその他の事業の計画

2. 国立遺伝学研究所の行 う研究及びその他の事業の経費その他国立遺伝学研究所の

運営に必要な経費の見積
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3. 国立遺伝学研究所 と他の遺伝学に関係のある機関との連絡に関する重要事項

4. 国立遺伝学研究所の人事その他の運営管理に関する重要事項

(組 織)

第 19粂 国立遺伝学研究所評議員会は,評議員 16人以内で組織する.

2. 評議員は,教育,学術,経済等の各界における学識経験のある者のうちから,文

部大臣が任命する.

(準用規定)

第 20条 第 1条第 2項から第 4項まで及び第 3条から第 9条までの規程は,国立遺

伝学研究所評議員会に準用する.

第 1章 国立教育研究所評議員会

(所掌事務)

第 1条 (略)

2. 前項第3号の重要事項の範囲は,評議員会の議を経て,国立教育研究所長が定め

る.

3. 評議員会は,国立教育研究所長の候補者を推薦する.

4. 文部大臣は,前項の規程により推薦 された候補者を適当でないと認めるときは,

評議員会に対 し,他の候補者の推薦 を求めることができる.

(組 織)

第 2条 (略)

第 3条 評議員の任期は,2年 とし,1年ごとにその半数を改任する.但 し,再任を妨

げない.

2. 評議員に欠員を生 じた場合の補欠評議員の任期は,前任者の残任期間とする.

3. 評議員は,非常勤 とする.

節 4条 評議員により会長として互選 された者は,評語員会の会務を総理+る.

2. 評議員により副会長として互選 された者は,会長を補佐 し,会長に事故があると

きは,その職務 を代理する.

3. 会長及び副会長は,1年ごとに改選する.

4. 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ

前任者の残任期間とする.

(会 議)

第 5条 評議員会の会議は, 会長が必要 と認めるとき, 又は評議員の過半数の要求があ

ったときに,会長が招集する.

第 6条 評議員会は,評議員の過半数が出席 しなければ, 議事を開き, 議決をすること

ができない.

2. 評議員会の議事は,出席 した評議員の過半数をもって決 し,可否同数のときは,

会長の決するところによる.

(説明の要求等)



庶 務 91

第 7条 評議員会は, 国立教育研究所の職員に対 し, 説明又は意見の開陳若 しくは資料

の提出を求めることができる.

2. 国立教育研究所長は,評議員会に出席して意見を述べ,又は国立教育研究所の職

員をして意見を述べさせることができる.

(庶 務)

第 8条 評議員会の庶務は,国立教育研究所において処理する.

(雑 則)

第 9条 この章に定めるもののほか, 評議員会の議事の手続その他その運営に関し必要

な事項は,評議員会が定める.

(附 則)

1. この政令は,公布の日から施行する.但し,国立遺伝学研究所評議員会に関する

規程は,昭和 24年 6月 1日から適用する.

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第 2号)(抄)

第 3章 所轄機関

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置 く.

2. 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 10部を置 く.

1. 庶 務 部

2. 形質遺伝部

3. 細胞遺伝部

4. 生理遺伝部

5. 生化学遺伝部

6. 応用遺伝部

7. 変異遺伝部

8. 人類遺伝部

9. 微生物遺伝部

10. 集団遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の 2課を置 く.

1. 庶 務 課

2. 会 計 課

2. 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

1. 職員の人事に関する事務を処理すること.

2. 公文書難を接受し,発送し,編集し,および保存すること.
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3. 公印を管守すること.

4. 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

5. 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

6. 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3. 会計課においては,次の事務をつかさどる.

1. 予算に関する事務を処理すること.

2.経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

3. 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

4. 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

5. 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

6. 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行 う.

2. 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝 との関係に関する研究

を行 う.

2. 細胞遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行 う.

2. 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行 う.

2. 生化学遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置き,各室において

は,前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生

物に関する研究を行 う.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行 う.

2. 応用遺伝部に第 1研究室, 第 2研究室及び第 3研究室を置き, 各室において

は,前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種

技術の理論に関する研究を行 う.

(変異遺伝部)
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第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行 う.

2. 変異遺伝部に第 1研究室, 第 2研究室及び第 3研究室を置き, 各室において

は,前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射

性同位元素による突然変異に関する研究を行 う.

(人類遺伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類迫伝に関する研究を行 う.

2. 人類遺伝部に第 1研究室及び節 2研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行 う.

(微生物遺伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては微生物の遺伝に関する研究を行 う.

2. 微生物遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研

究について,それぞれ遺伝子の構造 と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する

研究を行 う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団避伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行 う.

2. 集団遺伝部に第 1研究室を置き, 前 項の研究のうち進化遺伝に関する研究を行

う.

(各研究部の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部及び集団遺伝部においては,前9条に定めるものの

ほか,各部の所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

1. 国の機関の求めに応 じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学的

基礎資料 を提供すること.

2. 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導

すること.

3. 内外の諸機関と連絡協力すること.

4. 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

附 則

この省令は昭和 39年 4月1日から施行する (昭和 39年 3月31日 文部省令第7号)
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磯 構 図 (昭和 39年 12月末現在)
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敬 具 定 数 (昭和 39年 12月末現在)
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北 海 道 大 学 教 授

東 京 都 立 大 学 教 授

放 射 線 医学 総 合研究所所 長

国 立 科 学 博 物 館 館 長

東 京 大 学 名 誉 教 授

農 業 技 術 研 究 所 所 長

大 阪 大 学 教 授

東京 大学応用微生物研究所所長

坂 田 種 苗 株 式 会 社 社 長

科 学 警 察 研 究 所 所 長

静 岡 大 学 教 授

客 鼻

部 別

形質遺伝部 田 中 義 麿

揮

卓

LILIENFELI)

田

川

原

田

畑

田

河

舌

北

坂

古

和

憲

誠

秀

覚

武

種

文

㌃

T
稔

人

郎

郎甫
要

司

党

男

雄

雄

基

吾

6

6

6

6

6

6

8

6

6

6

6

6

6

6

6

38

38

詔

詔

38

38

38

39
39
39
39
39
39
39
3

官 職 名 学 位 発令年月日

1

･･ ∴ { tト ; :I...(.I.I:.I
京都大学名誉教授 :理学博士 ! 25. 8.25

1北海道大学名誉教授 農学博士 . 30.10. 1

京都大学名誉教授 理学博士

!Ph.D.

所 長 文部教官 理学博士 木原 均

事務職員 (庶務部)

官 名

文 部 事 務 tl:
文 部 事 務′17
文 部

部

部

郡

部

文

文

文

文

･.IT:
･lp･H
Ir:･=

･.I

J
=

務

務

務

務

務

事

事

事

事

事

職 i

.臥

名

一

務 課 長

｡｢ 課 長

庶 務 係 長

人 事 係 長 心 得

経 理 係 長

用 度 係 長

永

口

中

野

根

見

野

森

南

田

中

関

鶴

真

31.ll.16

38. 4. 1

名 発令年月日
. ‥ ｣'-_-J_ニ

徳 弘 ･ 39. 4. 1

明 雄 ; 31. 7. 1
茂 ! 38.6.16
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31 .12. ll

25.4. 15

1

2

1

1

1

1

1

3

2

4
0

0

4

4

0

5

0

1

1

1

1

5
4

4

7

4
4

2
0

3

2

2

2

3

3

3

3
1

3

1

翁

8

0

1
2

日
日
日
日

光
3
4

2
9

25
l

1

0

0

3

2

9

8
4

8

31
怨

25

3
7

1

1

1

1

1

8

1

1

0

1

1

1

6

1

6

1

1

1

3

1

1

2

8

7

5

4

4

2

7

7
9

4

9

4
3

7
4

9

7

1

1

1

1

加

29
29
39
33
36
加

26
35
29
36
認

36
36
39
37
27

37
認

郎

五
=
彦

治

要

秀

郎

秋

造

均

太

文

敏

美

俊

和

芳

長

弥

富

島

口

渡

九

中

田

脇

田

島

原

文

郎

男

雄

俊

一
寧

光

恒

田

坂

佐

鬼

竹

青

森

米

大

木

平

常

阪

人

郎

徹

進

恕

三

川

和

藤

井

小

名

遠

桜

1

1
忠

通

也

子

二

清

美

朗

莫

生

共

晶

恒

孝

雄

敏

穂

寛

彦

孝

審

啓

清

短

大

浩

満

英

友

徹

雅

秀

井

原

島

山

島

村

川

井

井

和

永

永

村

石

田

野

本

木

酒

岡

河

藤

井

森

松

土

向

藤

石

池

松

外

大

篠

飯

榎

鈴

l

】

負
究

研文部技官,

細胞遺 伝部‖ 文部教官,室 長 J理学博士
霊宝 .r芸書芸≡
長 】理学博士

理学博士理学博士

l■h･.lI･.;
M.S.

農学博士農学博士農学博士

農学修士

農学博士農学博士農学博士

.1･h.IIl;.II

農学博士

-ヽ--
ノ

ー

ノ

駐

離
散

鮎

野

馳

触

野
師
群
蝉

畔

野

群

群

長

究員究員究員

長

長

長

員

員

長

究

究

待

長

点

員

員

員

長

心

員

貞

貞

員

長

長

員

貞

長

員

貞

究

究

究

究

長

究

究

究

究

究

究

究

究

研

研

部

所

研

研

研

部

室

室

研

研

部

室

研

研

研

研

部

室

研

研

研

研

部

室

研

研

室

研

研

文部教官,文部教官,文部教官,文部教官,文部教官,文部教官,
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生理遺 伝部1

生化学遺伝部′.ち文部教官,

い 文部教官,

文部教官,文部教官,文部教官,文部教官,

文部教官,

文部教官,文部教官,文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,

文部教官,
変:異遺伝:部

｢

人類遺 伝部′11
＼

微生物遺伝部く
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農 場 F文部教官,

雄

津

村

泉

沢

石

木

平

官

持

}

~.
...

駐

匙

...
門
札

..

.:

.‥

･

∵

.

研

部

研

研

非常勤研究鼻,流動研究員,奨励研究生

官 名 ; 職 名 ; 氏 名 ; 学 位

郎

司

夫

四

武

忠

戸

藤

山

白

加

片

退職者および転出者

官 名

文 部 教 官

文 部 技官

純

資

79

1

0

9

5

3

1

1

2

0

1

1

1

1

認

24

35

別

一
生

郎

明

発令年月日 】備 考

医学博士 :37.10. 1 1非常勤

39.4. 1 i流 動1

39･4･ 1 F奨 励

応用遺伝部 i
第1研究室長
庶務部事務員
生理遺伝部
研究補助員

微生物遺伝部
研究補助員
生化学遺伝部
研究補助員

生理遺伝部
研究補助員

山 田行雄
遠藤 晶子

有 光 佳 子

鈴 木 紀子

任命年月日

29.10.16
37.4.1
38.8.1

37.7.1

海 老 武彦!36.4.1
田中瑠美子

庶務部事務員j鈴 木 恵子
庶 務 部 長 大友 端立

37.4.1
36.4.1
36.4.1

異動年 月釧 備 考

39.3.3139.3.3139.3.31

39.6.30

39.9.3039.9.30

39.ll.30

39.4.139.4.1

39.9.1

39.ll.1

退 職退 職退 職退 職退 職退 職退 職

大阪学芸大学(事務局長)
へ転出

文化財保護委員会(事務
局管理官補佐)-転出
放射線医学総合研究所
(遺伝研究部研究員)へ転
也

沼津工業高等専門学校
(事務部施設係長)へ転出

C.土地および建物

土 地 総 面 積 90,688m2 建物総面積 (建坪) 7,083m2

内訳 研究所敷地 81,074m2 (延べ) 10,375m2

宿 舎 敷 地 9,614m2
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区 分 構

鉄筋コンクリ

木 造 かわ

JCノ
き

憎

ぶ
一
ら

∴

.

面 積

実
養
こ
堆

変

調

渡

第

よ

よ

電

お
毒
虫
お

市

警

ん
鵬

頁

窒
び
室
舎

讐

晶

び
お
飼
び

室

温 室

り 廊

1ネ ズ ミ飼 育

ソ

車

ポ圧

動

増

自

作 業

育

定

プ

辛

雛

下

舎

宝

庫

室

舎

コ ロ ニ ー 舎(3むね)

公 務 員 宿 舎 (23むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転 車置 場および物置
特 別 蚕 室

ク ワ 栽 培 用 温 室

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室

調 査 室

鉄筋コンクリー ト造 り2階建
木造かわらぶき平家建一部地
下
木 造 平 屋 建 一 部 中 2階

木 造 大 壁 平 屋 建

木 造 平

木 造 2

木 造 平

木 造 平

屋

階

犀

星

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

鉄 筋 平 家 建 一 部 地 下 室
ブロック造 りおよび木造平家
逮
一部鉄骨ブロック造 りおよび
木造平家建
一部鉄骨ブロック造 りおよび
木造平家建
木 造 平 家 建
ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄

鉄 骨 造 り

鉄 骨 造 り

鉄筋コンクリ-

木 造 平

衣

平

骨

家

家

平

平

家辛り

家

追ト

1,025

663

431

257

132

28

87

36

291

3

52

105

189

119

29

1,966

257

272

1

8

1

4

7

7

5

4

4

4

7

4

9

9

9

7

1

0

3

1

1

1

2,980

1,326

862

270

165

28

87

72

291

3

52

105

189

119

29

1,966

394

272

1

8

1

8

4

7

4

1

3

1

2

D.予 算

国立遺伝学研究所 95,825千円

(姦 琵 葺 …冒;89芸g)

国立機関原子力試験研究費 5,895
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E.諸会と諸規程

諸 会

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

抄 読 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛 夏 の時期を除き毎週水曜日に開かれ

る.

BiologicA1SymposiaofMiBima

外国の関係学老来訪の際,随時開催,講演討論のいっさいを英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

イネ研究委員会

｢栽培イネの起原｣ に関する研究計画とその運用などについて討議する.研究財源は,

米国ロックフェラー財団の援助による.

人類遺伝研究委員会

人類の遺伝に関する研究計画とその運用などについて討議する.研究財源は,米国ロッ

クフェラー財団の援助による.

諸 規 程 (内頬)

部長会議規程

第 1条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置 く.

第 2条 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3条 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

1. 重要な規程および内規の制定および改廃に関する事項.

2. 職員定員の配置に関する事項.

3.重要人事に関する事項.

4.予算要求に関する事項.

5.研究費予算配分に関する事項.

6. 研究および業爵報告に関する重要な事項.

7. 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

8.渉外に関する重要事項.
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9. その他研究および運営に閑し,所長の必要と認めた奉賛.

第 4粂 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときは,あらか

じめ,所長の委任した部長がその職務を代理する.

第 5条 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.

第 6条 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7粂 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の者を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2. 前条により会議に列席した者は議決に加わることができない.

第 8粂 会議は定例会議および臨時会議とする.

2. 定例会議は原則として,毎月第 1,第 3火曜日に開き,臨時会議は所長が必

要と認めたとき,または構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9条 会議に幹事を置き,庶務部課長をこれに充てる.

第10粂 幹事は会議に出席し,議事錠を作成する.

客 旦 内規

第 1条 この研究所に客員を置くことができる.

第 2条 客員は遺伝学研究に造詣深い者で, この研究所において研究を希望するものの

内から所長がこれを決める.

第 3粂 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第 4条 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5条 客員はこの研究所の諸設備を使用してなした研究業績を,所 長の承認を得て発

表することができる.但しその場合は其の旨を記載しなければならない.

第 6条 客員が研究発表をするには,この研究所の業績報告書を用いることができる.

付 則

この内規は昭和 25年 4月 1日から施行する.

特別研究生規程

第 1条 この研究所に特別研究生を置 くことができる.

第 2粂 特別研究生は,大学又または専門学校において関係学科を修め又はこれと同等

以上の学力ある者にして所長が特別研究生として適当であると認めたものに限

る.

第 3条 特別研究生として括導を受けようとするものは,所長あてに左の書類を提出し

て許可を得なければならない.

1. 願 書 別紙様式による

2.履 歴 書

3.推せん状

(イ) 大学又は大学院に在学中のものは所属学長文学部長の推せん状

(ロ) 大学及び専門学校卒業生にして末就職のものは,最終学校の学長,学部
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長文は学校長の推せん状

(-) 官庁,公私団体の委任によるものは,その所属する長の推せん状

第 4条 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5条 特別研究生の研究期間は 1カ年以内とする.

但し,1年以上研究を継続しようとするものは,所長の許可を得て期間を延長す

ることができる.

第 6粂 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7粂 官庁,公私団体から委任を受けて特別研究生となったものについては,前条に

よらないことができる.

第 8条 特別研究生はあらかじめ, 指導教官の許可を得てこの研究所の諸設備を使用す

ることができる.

第 9粂 特別研究生は所長 の許可を得 て指導を受けた研究業贋を発表することができ

る.但しその場合は,その旨を付記しなければならない.

第10粂 特別研究生が研究業績を発表するときは, この研究所の業績報告書を用いるこ

とができる.

第11条 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生規程

第 1条 この研究所に研修生を置 くことができる.

第 2条 研修生は新制高等学校又は旧制専門学校を卒業した者及び新制大学在学中の者,

若しくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので所長が研修生として適当と認

めたものに限る.

第 3条 研修生を希望するものは,所 長に左の香炉を提出して許可を得なければならな

し､.

1.願 書 別紙様式のもの
2.履歴書

3.卒業証明書 (但し新制大学在学中のものは,所属学長又は学部長の依頼状又

は在学証明書)

第 4条 研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術とを研修

する.

第 5条 研修生には,原則として給与を支給しない.

第 6条 研修生の研修期間は 1カ年以内とする.但し,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7粂 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる.

第 8粂 研修生に成業の見込がないとき又は所長がその退所を必要と認めたときは,こ

れに退所を命ずる.
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F. El #

会 合

昭和 39年 1月 4 日 御用始め (新年礼会)

14日 第 161回部長会議

22日 抄読会

24 日 第 123回三島遺伝談話会

28日 第 162回部長会議

2 月 5 日 抄読会

11日 第 163回部長会議

12日 抄読会

18日 第 56回ノミイオロジカル ･シンポジウA

19日 抄読会

21日 第 124回三島遺伝談話会

26日 抄読会

3 月 3 日 第 164回部長会議

25日 第 57回/ミイオ ロジカル ･シンポジウム

抄読会

26日 第 165回部長会議

27日 第 125回三島遺伝談話会

30日 第 58回/ミイオ ロジカル ･シンポジウム

4月 14日 第 166回部長会議

28日 第 167回部長会議
5月 1 日 第 126回三島遺伝談話会

6 日 抄読会

12日 第 168回部長会議

13日 抄読会

20日 抄読会

22日 第 127回三島遺伝談話会

26日 第 169回部長会議

27日 抄読会

第 59回ノミイオロジカル ･シンポジウム

6月 3日 抄読会

5 日 第 60回ノミイオ ロジカル ･シンポジウム

9 日 第 170回部長会議

10日 抄読会
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6 月 13日 第 24回国立遺伝学研究所評議員会

17日 抄読会

23日 第 171回部長会議

24日 抄読会

7月 1 日 抄読会

9-11日 第 1回遺伝研セミナール

14日 第 172回部長会議

15日 抄読会

22日 抄読会

24日 第 128回三島遺伝談話会

31日 第 173回部長会議

9 月 2 日 第 174回部長会議

11日 第 175回部長会議

16日 抄読会

19日 創立 15周年記念式および祝賀会

25日 第 176回部長会議

30日 抄読会

10月 2 日 第 129回三島遺伝談話会

7 日 抄読会

28日 抄読会

30日 第 61回バイオロジカル ･シンポジウム

11月 2 日 第 62回バイオロジカル ･シンポジウム

4 日 抄読会

6 日 第 130回三島遺伝談話会

11日 抄読会

13日 第 63回バイオロジカル ･シンポジウム

18日 抄読会

20日 第 131回三島遺伝談話会

25日 抄読会

28日 創立 15周年記念公開講演会 (名古畳)

12月 2 日 抄読会

9 日 抄読会

11日 第 132回三島遺伝談話会

16日 抄読会
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おもな来訪者 (敬称略)

昭和 39年 1月 8 日 近 藤 孝 悌 麦酒協会

10 日 森 脇 大 五 郎 東京都立大学理学部教揺 (国立遺伝学研

菅 原

14日 後 藤

20日 ′J､ 池

29日 西 村

熊 谷

藤 井

31日 鎌 田

2月 1 日 立 を

究所評議員)

努 京都大学医学部教授

静 彦 後藤貯卵場社長

忠 史 文部省大学学術局学術課庶務主任

豊 喜 熊本大学医学部事務長

照 雄 熊本大学医学部事務長補佐

耕 一 熊本大学医学部会計係長

幸 雄 日本専売公社終務部会計課長

秋 雄 文部省大学学術局学術課長補佐

原 現 書

4 日 宇 津 木 弘

13日 橋 本 敏 彦

小 川 嘉 市

18-26 日 NACE,G.W.

26 日 土 屋 綱 夫

27日 OETJEN,R.A.

27-28 日 EA(ERSON,A.E.

3 月 10 日 柳 田 和 美

17日 水 野 金 平

19日 林 孝 三

24 日 斎 藤 真 助

人 見 芳 夫

24-25 日SANCHEZ-MoNGE,E.

文部省大学学術局研究助成課専門員

東北大学工学部助教授

建設省中部地方建設局営繕部長

建設省中部地方建設局営繕部監督官

Dept.ofZoology,Univ.ofMichigan,
AnnArbor,MichリU.S.A.

静岡県申達農業事務所主事

NationalScienceFoundation,Tokyo

°ept.ofZoology,Univ.ofChicago,

Chicago,IIl.,U.S.A.

東京商船大学庶務課長補佐

建設省中部地方建設局名古屋工事事♯所

長

東京教育大学理学部長

農林省農業技術研究所庶務課長

奈良県立農業研究所主任

Director,CentrodeMe]'oradelMail.

InstitutoNacionaldelnvestigaciones

Agron6micas,Avenida Puerta de

Hierro,Madrid,Spain

27日 片 岡 真 一 日本専売公社技術調査部研究管理課長

武 田 英 雄 鳥取大学医学部助手

30 日 鈴 木 辰 三 郎 陸上自衛隊化学学校長

GRAY･LH･ British EmpireCancer Campalgn,
ResearchUnitinRadiobiology,Lom-
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4 月 6 日 NEUREITER,N.P.

0'CoNNELL,J.E.

吉 川 藤 一

11日 VERLEUR,∫.D.

瓜 谷 郁 三

14日 萩 原 提

中 川 郁 夫

20日 FoRREST,H.S.

21日 牧 野 佐 二 郎
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don,England

NationalScienceFoundation,Wash-

ington,D.C.,U.S.A.

NationalScienceFoundation,Tokyo

文部省大学学術局庶務課長補佐

°ept.ofBotany,FreetTnivりAm-

sterdam,TheNetherlands

名古屋大学農学部教授

国立中央青年の家庶務課長

建設省中部地方建設局設備課長補佐

GeneticsFoundation,Univ.ofTexas,

Austin,Texas,U.S.A.

北海道大学理学部教授 (国立遺伝学研究

所評議員)

23日 小 熊 持 前国立遺伝学研究所長

27日 宮 山 平 八 郎 文部省大学学術局科学官

田 中 信 徳 東京大学理学部教授

池 田 庸 之 助 東京大学応用微生物研究所教授

吉 川 秀 男 大阪大学医学部教授

田 中 克 巳 東京医科歯科大学教授

森 脇 大 五 郎 東京都立大学理学部教授 (国立遺伝学研

究所評議員)

30日 KAMEMOTO,H. Univ.ofHawaii,Honolulu,Hawaii.
U.S.A.

5月 7 日 WHEELER,M.R.GeneticsFoundation,Univ.ofTexas,

Austin,Texas,U.S.A.

THROCXMORTON,LH.Dept.ofZoology,Univ.ofChicago,

Chicago,IllりU.S.A.

9 日 KwACX,B.H.(郭 柄華)

HyosungWomen'sCollege,Taegu,

Korea (大韓民国大坪市暁星女子大学園

芸学部教授)

13日 日 高 醇

18日 石 塚 喜 明

22日 菅 井 良 二

23日 蛭 海 啓 行

松 田 光 司

九州大学農学部教授

北海道大学農学部教授

東京電力株式会社沼津支店三島営業所長

和歌山県立和歌山医科大学助教授

放射線高分子研究所
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5月 25日 SooN,Ⅰ.K. Nam･do,Korea

CHUNG,S.H. Nam-do,Korea

井 上 文 男 日本専売公社秦野試験場経理課長

27日 AUxIER,∫.A. HealthPhysicsDivision,OakRidge

National Laboratory,Oak Ridge,

Tenn.,U.S.A.

CHEXA,∫.S. HealthPhysicsDivision,OakRidge

National Laboratory,Oak Ridge,
TennリU.S.A.

6 月 5 日 HowES,∫.R. AuburnUniv.,Auburn,AlaリU.S.A.

8 日 平 間 巌 文部省大臣官房第 1予算班主査

9 日 MEHRA,P.W. HeadofBotany°ept.,PanjabUniv.,

･Chandiarh,India

田 城 正 一 文部省大臣官房会計課経済係長

高 梨 正 昭 文部省大臣官房会計課

10日 三 輪 伸 雄 静岡県駿東郡長泉中学校長

11日 飯 塚 巳 代 次 茨城県原子力協議会

柿 島 民 堂 原子力燃料公社東海製錬所

桜 井 昭 二 日本原子力発電東海建設所

河 原 清 農林省放射線育種場

若 山 一 幸 日本原子力研究所

村 田 真 道 茨城県原子力説

大 貫 二 郎 茨城県原子力課

仙 波 藤 浩 茨城県原子力課

村 上 成 一 文部省大学学術局研究助成課長

大 山 超 文部省大学学術局研究助成課専門職員

13日 鶴 岡 外 記 東京教育大学人事課長

18日 中 島 廉 平 大阪府立放射線中央研究所総務部長

19日 鈴 木 嘉 一 科学技術庁原子力局アイソト-プ課長

広 岡 一 泊 科学技術庁原子力局アイソト-プ課長浦

佐

多 田 政 雄 科学技術庁原子力局アイソトープ課

24-25日 永 井 烈 大蔵省主計局文部係

高 橋 喬 大蔵省主計局文部係

25日 VENEATESWARLtJ,∫.Headofthe°ept.ofBotany,Andhra

Univ.,Waltair,India

RAO,C.B.∫. ForeignResearchStudent,Facultyof
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Agriculture,Univ.ofTokyo,Tokyo

6 月 28 日 PARI(,Y.S.(朴 潤植)

SectionofAgriculturalProduction,

Dept.of AgriculturalProduction,

MinistryofAgriculture,Seoul,Korea

(大韓民国農林部農業生産局農産課)

29日 LAMMERTS,W.G.DirectorofResearch,Germain'sHor-

ticulturalResearchDivision,Liver-

more,CalifリU.S.A.

7月 3 日 永 田 豊 大蔵省主計局予算総括第1係長

永 井 烈 大蔵省主計局文部係

高 橋 喬 大蔵省主計局文部係

池 谷 勝 昭 文部省大臣官房会計課第 1予算班本省

第 2係長

井 出 勇 文部省大臣官房会計課第1予算班本省

第 2係

LLl 崎 九 八 静岡県財務部主計課

4 日 森 田 久 男 東邦大学医学部教授

6 日 井 上 睦 岐阜大学農学部助教授

8 日 森 茂 樹 山口医科大学長

16日 BAE,S.H.(襲 聖浩)

Crop ExperimentStation O氏ce of

RuralDevelopment,Suwon,Korea

(大韓民国水原市農 林 部農村振興庁農業

研究官)

新 関 宏 夫 農林省農業技術研究所遺伝第1研究室長

17日 RAYCHAUDHtJRI,S.P.IndianAgriculturalResearchlnsti-

tute,NewDelhi12,India

21日 今 村 幸 雄 東京大学医学部

24日 池 田 善 夫 人事院管理局職階課

森 島 和 夫 文部省大臣官房人事課任用班

28 日 関 博 夫 信州大学繊維学部助教授

30日 関 口 徳 太 郎 東京工業大学教員養成所事務長

8 月 2 日 西 田 亀 久 夫 文部省大学学術局庶務課長

吉 川 藤 一 文部省大学学術局庶務課長補佐

友 崎 貢 文部省大学学術局庶務係長

4 日 坂 田 武 雄 坂田種苗株式会社長 (国立遺伝学研究所
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評諌員)

8月 10日 高 垣 東 一 郎 東京順天堂大学助教授

18日 松 島 恒 雄 農林省農林経済局国際協力課

TERIAvANESYAN,D.V.Dept.Director,AllUnionInstituteof
Plantlndustry,Leningrad,U.S.S.R.

KoRSAXOV,N.I. AllUnionhstituteofPlantIndustry,

Leningrad,U.S.S.R.

22日 宮 崎 尉 東京教育大学事務局長

市 川 悌 雄 東京教育大学庶務部長

堀 川 倉 治 東京教育大学経理部長

26日 金 光 正 次 札幌医科大学教授

29日 有 馬 正 高 東邦大学教授

9月 1 日 山 田 一 知 建設省中部地方建設局工務検査課長

2 日 小 森 重 孝 建設省中部地方建設局計画課長

7-8日 DASGUPTA,K.P.CentralSericulturalResearch Sub-

Station,Kalimpong (WestBengal),
India

佐 藤 正 一 農林省蚕糸試験場

岡 崎 正 一 高知大学教育学部教授

14-15日 TAN,W.Y.(譜 外元)TheInstituteofBotany,Academia

Sinica,Nankang,Taipei,Taiwan

(台湾省台北南港中央研究院植物研究所)

17日 白 井 佐 普 静岡県三島市水道課長

26 日 杉 江 清 文部省大学学術局長

村 山 松 雄 文部省大学学術局審議官

27-28 日 CHANG,T.T.(張 徳慈)

InternationalRiceResearchInstitute,

LosBar°s,Laguna,Philippines

l0月 1 日 篠 原 捨 喜 静岡県農業試験場園芸部長

5 日 DoBZHANSKY,Th.TheRockefellerinstitute,NewYork,

蘭

雄

夫

夫

立

7

芙

蓉

英

信

端

了

西

尾

峯

治

友

本

大

仲

明

字

大

橋

日01

N.Y.,U.S.A.

東京都立大学助教授

放射線医学総合研究所遺伝研究部長

農林省農業技術研究所遺伝科長

弘前大学事務局長

大阪大学事務局長

大阪大学施設課長



庶

10月13-14日 DoB2:HANSXY,Th.

29-30日 WoLFF,S.

DoBZHANSXY,Th.

30日 OAXBERG,E.F.

RtTSSEI｡L,W.L.

11月 2 日 OAKBERG,E.F.

RUssELL,W.L.

CHU,E.H.Y.

6 日 HINDY,S.S.

INTSIFOL,J.K.

7 日 CHU,E.H.Y.

WoLFF,S.

KIMBALL,R.F.

ELKIND,M.M.

KALu(AN,R.F.

OsTER,I.I.

SINCLAIR,W.K.

SpARROW,A.H.

HowARDIFI.ANDERS,P.
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TheRockefellerInstitute,NewYork,

N.Y.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,TennりU.S.A.

TheRockefellerInstitute,NewYork,

N.Y.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,TennりU.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,TennリU.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

RiceBreeder,Cairo,Egypt,U.A.R.

Crops Research Institute,Kumasi,

Ghana

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,Tenn.,U.S.A.

NationalCancerInstitute,Bethesda,

Md.,U.S.A.

StanfordUniv.,PaloAlto,Califリ

U.S.A.

TheInstituteforCancerResearch,

Philadelphia,Pa.,U.S.A.

ArgonneNationalLaboratory,Ar一

gonne,Ill.,U.S.A.

Brookhaven National Laboratory,

Upton,N.Y.,U.S.A.

Yale Univ.,New Haven, Conn‥

U.S.A.
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ARVEY,M･D･ NationalScienceFoundation,Tokyo

11月 7-8日 吉 里 邦 夫

立 松 秋 雄

七 田 基 弘

栓 原 尚 窮

9 日 KzMBALL,R.F.

SpARROW,A.H.

10日 吉 川 藤 一

12日 市 川 康 夫

DoBZHANSKY,Th.

12-13日 GAUL,H.

13日 SoNNEBORN,T.M.

田 中 益 穂

三

郎

誠

吉

田

泉

武

今

日71

夫

隆

毅

千

岡

坂

安

宮

日81

文部省大学学術局学術課長

文部省大学学術局学術課長補佐

文部省大学学術局学術課長補佐

文部省大学学術局学術課庶務主任

OakRidgeNationalLaboratory,Oak

Ridge,TennりU.S.A.

Brookhaven National Laboratory,
Upton,N.Yワu.S.A.

文部省大学学術局庶務課長補佐

京都大学ウイルス研究所助教授

TheRockefellerInstitute,NewYork,

N.YりU.S.A.

Max･PlanckInstitutftirZtichtungs-

forschung,Deutschland

°ept.ofZoology,IndiaTlaUniv.,

Bloomington,Ind.,U.S.A.

日本学術会議国際会議係長

農林省農林技術会議事務局長

農林省農林技術会議

東京大学伝染病研究所事務長補佐

東京大学伝染病研究所会計主任

19日 村 地 俊 二 名古屋大学助教授

20日 倉 貫 孝 正 京都大学ウイルス研究所事務長

23-24 日 DoBZHANSKY,Th.TheRockefellerInstitute,NewYork,

N.YリU.S.A.

OsTER,I.I. TheInstituteforCancerResearch,

Philadelphia,Pa.,U.S.A.

27日 土 井 静 雄 沼津工業高等専門学校長

30日 牧 野 正 雄 東京大学伝染病研究所事務長

30日-
12月 1 日 増 田 未 太 郎 文部省大学学術局研究助成課長補佐

加 藤 茂 男 文部省大学学術局研究助成課科学研究

係長

1 日 OsTER,Ⅰ.I. ThelnstituteforCancerResearch,

Philadelphia,Pa.,U.S.A.

3 日 大 木 平 喜 横浜国立大学事務局会計課長補佐
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12月 4 日 下 問 実

5 日 田 口 栄 二

安 藤 和 夫

藤 島 茂

山 本 寛

加 藤 丘

9 日 太 田 尚 茂

中 屋 完

10日 DAVE,M.∫.

RAO,C.ち.∫.

12日 田 中 義 男

SUBBADAH,K.C.
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木原生物学研究所

文部省大臣官房人事課給与班主査

文部省大臣官房人事課給与班給与

第 1係長

文部省大臣官房人事課給与班給与

第 2係長

文部省大臣官房人事課給与班給与

第 3係長

文部省大臣官房人事課給与班給与

第 4係長

建設省中部地方建設局宿舎課長

農林省名古屋植物防疫所清水支所

IndianCancerResearchCenter,Bom-

bay,hdia

ForeignResearchStudent,Facultyof

Agriculture,Univ.ofTokyo,Tokyo

日本原子力研究所 RI研修所主査

Biology Division, Atomic Energy

Establishment,Torombay,Bombay,
India

CIIEN,C.L.(陳 金替)
TheInstituteofBotany,Academia

Sinica,NankaTlg,Taipei,Taiwan
(台湾省台北南港中央研究院植物研究所)

14日 近 藤 宗 平 大阪大学医学部教授

28 日 OAIATA,R.R. N.Ⅰ.H.PacはcO氏ce,AmericanEm-

bassy,Tokyo

G.学 位

本研究所職員で学位を授与されたものは次のとお りである.

授与年月日

39.5.30

種 別

理 学 博 士

授 与 大 学

東京都立大学

官 職

文 部 教 官
研 究 員

氏 名

向 井 輝 美
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H. 受 賞

本研究所職員で賞を受けたものは,次のとおりである.

付

1. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行なう

こととなった.

後 見

理 事 長 木原 均

常務理事 竹中 要,田島弥太郎

理 事 篠遠吾人,和田文吾,松村清二

事業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学

習用プレパラート配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライ

ドの製作,配付,遺伝学実習用小動物および植物の繁殖および配付.

2. 全国種鶏遺伝研究会

全国の有志種鶏家によって組織された任意団体で,ニワトリの育種に関する最新知識の

普及と交換を図り,それらを実際育種に応用して,育種をより効果的に進めようとの目的

から,年 1回程度の研究討論会を開催する.

39年度においては下記の研究討論会を実施した.

6月 27日 国立遺伝学研究所 第 1会議室

1. -テロ-シス (雑種強勢)育種の方法 酒 井 寛 一

藤 島 通

2.輸入鶏と国産鶏の性能比較と今後の育種の諸問題 河 原 孝 息
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